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本製品の準備 


ファクス 


メモ U —カードか6印刷 


II ピー 


写真の焼を増し 


スキヤン 





パソコンか5巧刷/そのほかの使いかた/ 
用紙/原稿のセツト/お手入れ/ 

困つたとをにはなど 


の かんたんスタートガイド 

の らくらく}栗作ガイド（本書) 
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ご使用前に必ずこの使用説明書をお読みください。将来いつでも使用でさるよラに大切に保管してください。 
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瑕 こんなことびでをまず 獲 Ss 





メモリーカードや USB フラッシュメモリーの 
データを EP 刷ずる 




文書を印刷 




ファクス/コピー/ 
スキャンする原稿は 
まとめてセット 



























































ウェブぺージを思いのままに EP 刷する 


Easy-WebPrint EX 


ノじ/コンか5 





ページの端が切れないように E 口刷 










自由にレイアウトして印刷 






パソコンのデータを使って巧刷する 

Easy-PhotoPrint EX 






写真を EP 刷する 






動画を切り出して EP 刷する 



腿 , y 


S 




アルバムを EP 刷する 
カレンダー、シール、名刺も作れるよ！ 


© 写真や文書などを 
スキヤンする 

MP Navigator EX 


(§) 


プリンターを設定する 
マイプ U ンタ 

(Windows のみ） 


® 詳しい使いかたを 
調べる 

『もっと活用ガイド』 


J 



ほかにちいろんなことが 
でさるよ！ 

『もっと活用ガイド』を 
見てみよう 








































































付属の説明書の種類と見かた 


かんたんスタートガイド 

設置から使えるようになるまでの準備を説明しています。 
はじめにお読みください。 


5く6く操作ガイド（本書） 

本製品の基本的な機能-操作を説明しています。 

写真の印刷やコピー、ファクス送信/受信などの基本操作のほかに、イ 
ンクタンクの交換方法、トラブルへの対処などを知りたいときにもお読 
み < ださい。 


もっと活用ガイド（電子マニュアル） 

一歩進んだ使いかたを説明した、パソコンの画面で見るマニュアルです。 
本製品をさらに使いこなすためにお読みください。 



このほかに、『設置前に必ずお読みください』、『ネットワーク設置で困ったときには』 
などが付属しています。 



目的にあった機能 
についての操作や 
説明を表示します。 


目次やキーワードか5検索して、 
見たいページを表示でをます。 


電子マニュアルの使いかたやお手入れ、本製品の設定 
を変更する方法など、いろいろな説明を表示します。 
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Exit Print について 

本製品は 、 「Exif Print 」 に対応しています。 

Exit Print は、デジタルカメラとプリンターの連携を強化した規格です。 

Exit Wint 対応デジタルカメラと連携することで、撮影時のカメラ情報を活かし、それを最適化して、 
よりをれいなプリント出力結果を得ることがでさます。 


ExifPrint 


記載について 

本書で使用しているマークについて説明します。本書では製品を安全にお使いいただくために、大切な記載事項には下記 
のよラなマークを使用しています。これ5の記載事項は必ずお守りください。 


A 警告 

A 注意 





取扱いを誤った場含に、死 t または重傷を負ラおそれのある警告事項が書かれています。安全に使用 
していただくために、必ずこの警告事項をお守りください。 

取扱いを誤った場をに、傷害を負ラおそれや物的損害が発生するおそれのある注意事項が書かれてい 
ます。安全に使用していただくために、必ずこの注意事項をお守りください。 

守っていただをたい重要事項が書かれています。製品の故障-損傷や誤った操作を防ぐために、必ず 
お読み < ださい。 

操作の参考になることや補足説明び書かれています。 

Windows 独自の操作について記載しています。 

Macintosh 独自の操作について記載しています。 


本書では Windows 7 operating system Home Premium または Mac 日 S X v . l 0.6. x をご使用の場合に表示される画 
面で説明しています。 

ご使用のアプリケーションソフトによっては、操作が異なる場合があります。詳しい操作方法については、ご使用のアプ 
リケーションソフトの取扱説明書を参照してください。 

商標、ライセンスについて 

• Microsoft は 、 Microsoft Corporation の登録商標です。 

• Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

• Windows Vista は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

• Internet Explorer は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

-本製品には、 Microso け社より使用を許諾された exFAT ファイルシステムの技術び組み込まれています。 

• Macintosh 、 Mac および AirMac は米国およびその他の国で登録された Apple Inc . の商標です。 

• Safari は米国およびその他の国で登録された Apple Inc . の商標です。 

- DCF は、（社）電子情報技術産業協会の団体商標で、日本国内における登録商標です。 

• 目 luetooth は、米国巨 luetooth S に， Inc . の商標であり、キヤノンはライセンスに基づいて使用しています。 

- AOSS ™ は株式会社バッファ□一の商標です。 

• 5く5く無線スタートは、 NEC アクセステクニカ株式会社の登録商標です。 

お客様へのお願い 

• 本書の内容の一部または全部を無断で転載することは、禁止されています。 

-本書の内容に関しては、将来予告なく変更することがあります。 

-本書の内容については万全を期していますが、万一誤りや記載漏れなどにお気づさの点がございました5、キヤノン 
お客様相談センターまでご連絡ください。 

連絡先は、別紙の『サポートガイド』に記載しています。 

-本書はリサイクルに配慮して製本されています。本書が不要になったとさは、回収-リサイクルに出してください。 

-本製品を運用した結果については、責任を負いかねますのでご了承ください。 
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本製品について知っておこ' 5 


ここでは、製品の各部名称や、製品を使用する前に知っておいていたださた 
い基本操作について説明しています。 


各部の名称と役割 


前® . P .8 

背面 . P .10 

内部 . P .1 1 

操作パネル . P .12 

各モードの基本操作 . P .14 

設定画面の基本操作 . P .16 

そのほかの操作 . P .16 


液晶モニター画面の基本操作 


P .14 



本製品について知つておこぅ 






















各部の名赖とお割 



Oadf (自動原稿給紙装置） 

コピー、スキャン、ファクス送信を行う原稿をセット 
します。原稿トレイにセットした原稿を、 ] 枚ずつ自 
動的に読み取ります。与 P .124 

〇 原稿 フイーダーカバー 

原稿の紙づまりを処理するとさに開さます。 

@ 原稿ガイド 

ADF (自動原稿給紙装置）にセットした原稿の幅に 
合わせて、このガイドを調整します。 

〇 原稿トレイ 

ADF (自動原稿給紙装置）に原稿をセットするとさ 
に開さます。一度に同じサイズ、厚さの原稿を複数枚 
セットすることびでさます。原稿は読み取る面を上向 
さにして、セットして<ださい。 

0 原稿排紙 □ 

ADF (自動原稿給紙装置）から読み取った原稿び排 
紙されます。 

@ 用紙サポート 

後トレイに用紙をセットするとさに、引さ出して奥に 
傾けて使用します。 

〇 後（うしろ）トレイ 

本製品で使用でさる写真用紙やはびさ、封筒をセット 
でさます。一度に同じサイズ、種類の用紙を複数枚 
セットでさ、自動的に]枚ずつ給紙されます。 

^p.l 11 


©用紙 ガイド 

動かして用紙の両端に合わせます。 

©原稿 台 カバー 

原稿台ガラスに原稿をセットするとさに開さます。 

® Wi - Fi ランプ 

青色に点打または点滅して、無線 LAN のネットワー 
クの状態を表示します。 

点打：無線 LAN び有効のとさに青色に点灯します。 
点滅：無線 LAN のネットワーク経由で印刷やスキャ 
ンしているとさに青色に点滅します。また、無 
線 LAN のセットアップでアクセスポイントを 
検索しているとさや、アクセスポイントに接続 
しているとさにも青色に点滅します。 

©排 紙トレイ 

コピーや印刷び開始されると自動的に開さ、印刷され 
た用紙び排出されます。 

©操作 パネル 

本製品の設定や操作をするとさに使用します。 

^P.12 
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各部の名称と役割 



0 スキャナーユニット検知ボタン ⑩ 原稿台ガラス 

原稿台カバーを開いている間、スキャナーユニット コピー、スキャン、ファクス送信を行う原稿をセット 

(カバー）を□ックするボタンです。原稿台カバーを します。 

閉じるとボタンび押され、スキャナーユニット（力 
バー）を開くことびでさます（このボタンの操作は不 
要です）。与 P .1 1 

® カセット 

A 4、 巳己、 A 己、レターサイズの普通紙をセットして、 

本体に差し込みます。一度に同じサイズの普通紙を複 
数枚セットでさ、自動的に]枚ずつ給紙されます。 

与 P .109 

0 カメラ接続部 

デジタルカメラなどの Piet 巳 ridge 対応機器や、オプ 
ションの Bluetooth ユニット巳 U -30 から印刷すると 
きに、ここに接続します。 ^ P . l 日4 
また、 US 巳フラッシュメモ U —をここにセットします。 

与 > P .64 

A 警告 

-本製品のカメラ接続部には、円 ctBridge 対応機器、 

目 luet □日 th ユニット目 U -3 日（オプション）および 
US 目フラッシュメモ U —じ(外は接続しないでくだ 
さい。乂災や感電、本製品の損傷の原因となる場 
合びあります。 



-金属部分に触れないでください。 


• PietBridge 対応機器を接続する場合は、 3 m を超 
える長さの US 目ケーブルを使用すると周辺の機器 
の動作に影響を与える可能性びありますので、使 
用しないで < ださい。 


本製品について知っておこぅ 
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各部の名称と役割 


背面 



の LAN ヶーブル接続部 

LAN ケーブルでネットワーク接続するためのコネク 
夕です。 

⑩ US 巳ケーブル接続部 

US 目ケーブルでパソコンと接続するためのコネクタ 
です。 

©外付け 機器接続部 

電話機や留守番電話機を接続するためのコネクタ 
です。 



-金属部分に触れないでください。 

• パソコンに本製品を接続して印刷または画像をスキャンしているとさに、 US 巳ケーブルや LAN ケーブルを抜さ差しし 
ないで < ださい。 


® 電話回線接続部 

電話回線を接続するためのコネクタです。 

® 背面 カバー 

紙づまりのとさに取り外し、つまった用紙を取り除さ 
ます。 =^P.174 

© 電源 コー ド接続部 

付属の電源コードを接続するためのコネクタです。 
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各部の名称と役割 



@ インクランプ 

ホ色に点打/点滅し、インクタンクの状態を知らせ 
ます。 

づ「インクの状態を確認する」 (P.133) 

® プリントへッドホルター 

プ U ントへッドを取り付けます。 

0 プリントへッド固定 レバー 

プ IJ ントヘッドを固定します。 


-プ IJ ントヘッドを取り付けたら、このレバーを上 
げないで < ださい。 

©スキ ャナーユニット（カバー） 

原稿をスキャンするユニットです。インクタンクを交 
換するとさやインクランプを確認するとさ、内部につ 
まった用紙を取り除くとさに開さます。開くとさには、 
原稿台カノ く一と一緒に持ち上げます。 


@ アクセスランプ 

点打または点滅し、メモ IJ 一力ードの状態を知らせ 
ます。与 P .6] 

©カー ドス□ット 

メモ U —カードをセットします。 =^P.60 

© 力ー ドス□ッ トカバー 

メモ U —力ードをセットするとさに開さます。 

^P.61 

® スキャナーユニットサポート 

スキャナーユニット（カバー）を開けたとさに、ス 
キヤナーユニット（カバー）を固定させます。 




プ U ントヘッドとインクタンクの取り付けち法は、『かんたんスタートガイド』を参照してください。 



11 




































各部の名称と役割 


操作パネル 


〇 〇 0 〇 0 〇 



. 操作パネルのボタン表示には、選択/設定ボタン表示とテンキー表示の2つびあり、用途に合わせ自動で切り替わりま 
す。カードモードやコピーモードで印刷枚数を設定するとさや、印刷設定で項目を選択するとさは選択/設定ボタン表 
示になります。フアクスモードの待機画面でファクス/電話番号を入力するとさはテンキー表示になります。 


-選択/設定ボタン表示とテンキー表示では、▲▼ボタンや日 K ボタン、戻るボタンの位置び異なります。表示び切り替 
わったとさは、表示位置を確認してください。 


〇 電源ボタン 

電源を入れる/切るとさに押します。電源を入れると 
さは、原稿台カバーを閉じてください。 



電源プラグを巧くときは 


-電源を切ったあと、必ず操作パネルのランプびす 
ベて消えたことを確認してから電源プラグを抜い 
てください。操作パネルのランプびすべて消える 
前に電源プラグを抜くと、プ U ントヘッドび保護 
されないため、その後正し<印刷でさな<なるこ 
とびあります。 

-電源プラグを抜くと、日付•時刻情報は U セットさ 
れ、本製品のメモ U — に保をされているファクス 


はすべて削除されます。電源プラグを抜くとさは、 
必要なファクスを送信または印刷するか、メモ U — 
カードや US 目フラッシュメモ U —に保をしてくだ 
さい。 


_ 

-本製品は電源を切るとファクスを受信することび 
でさません。 

-ファクスの送受信中や未送信のファクスびメモ 
U —に保をされている場合は電源を切ることびで 
さません。 
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各部の名称と役割 


0 コピーボタン 

コピーモードに切り替えます。与 P.14 

@フ ァクスボタン 

ファクスモードに切り替えます。与 P.14 

©液晶 モニター 

メッセージやメニュー項目、動作状況などび表示され 
ます。印刷する写真をここで確認します。 



-約已分間操作をしないと、画面や操作パネルのボ 
タンの表示び消えます。そのとさは操作パネルで 
電源ボタン外のボタンを押すと液晶モニターび 
表示され、用途に合ったボタンび表示されます。 
また、パソコンなどから印刷を開始すると、液晶 
モニターやボタン表示び消えたとさの状態に復帰 
し、ファクスを受信するとファクス待機画面び表 
示されます。 


0 リダイヤル/ポーズボタン 

テンキーを使用して送信した番号の U ストを表示し、 
選択した番号に IJ ダイヤルします。また、ダイヤルす 
るとさや電話番号を登録するとさに、番号と番号の間 
にポーズ （P) を入れます。 

©ストップ ボタン 

コピー中、印刷中、スキャン中、またはファクス送受 
信中に押すと、それぞれの動作を中止します。 

©エラー ランプ 

用紙やインクびな<なったとさなど、エラーび発生し 
たとさにオレンジ色に点打または点滅します。 

©モノ ク□ボタン 

白黒コピー、白黒スキャン、または白黒ファクス送信 
をするとさなどに押します。このボタンは、使用でさ 
るとさに青く点打します。 

〇 カラー ボタン 

カラー印刷、カラーコピー、カラースキャン、または 
カラーファクス送信をするとさに押します。このボタ 
ンは、使用でさるとさに青く点なします。 

® 短縮ボタン 

短縮ダイヤル画面に短縮ダイヤルまたは電話番号検索 
の U ストを表示します。 U ストから相手先を選んでダ 
イヤルでさます。 

の オンフックボタン 

電話機の受話器を上げずに、本製品のボタン操作でダ 
イヤルすることびでさます。また、プッシュホンヴー 
ビスなどを利用するとさに使用します。 


©ファン クシヨンボタン 

液晶モニターの下部に表示されている項目を選ぶとさ 
に押します。与 P.1 已 

©カード ボタン 

カードモードに切り替えます。与 P.14 

©スキ ヤンボタン 

スキヤンモードに切り替えます。与 P.14 

©セッ トアップボタン 

セットアップメニューを表示します。与 P.14 

©ファクス メモリーランプ 

本製品のメモ U —に受信原稿や未送信原稿びあるとさ 
に点なします。 

の +— ボタン 

コピー部数や印刷部数を指定するとさに使用します。 

©戻る ボタン 

前の画面に戻ります。 

選択/設定ボタン表示とテンキー表示では、ボタンの 
表示位置び異なります。 

⑩ 0 K ボタン 

メニュー項目や設定項目を確定するとさ、文字を入力 
するとさに押します。 

また、印刷途中でのエラーから復帰するとさや、紙づ 
まりを取り除いたあとに復帰するとさ、 ADF (自動原 
稿給紙装置）にある原稿を排紙するとさを押します。 
選択/設定ボタン表示とテンキー表示では、ボタンの 
表示位置び異なります。 

® ▲▼イ►ボタン 

メニューや設定項目などを選ぶとさに使用します。ま 
た、文字を入力するとさにを使用します。 

選択/設定ボタン表示とテンキー表示では、ボタンの 
表示位置び異なります。また、テンキー表示のとさは 
イ ► ボタンは表示されません。 

^P.l 已 

巧 卜ーンボタン 

ダイヤル回線で使用している場合、一時的にプッシュ 
信号に切り替えます。テンキーを使用してダイヤルす 
るとさに使用します。 

@ テンキー 

ファクス/電話番号、登録した短縮ダイヤルの番号や 
先頭文字を入力するとさに使用します。 


_ 

-ボタンを操作すると音び鳴ります。音量の設定については、「本製品の設定について」 (P.105) を参照してください。 


本製品について知っておこラ 
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液晶モニター画面の基本操作 


本製品では、パソコンを使用しなくても本製品 
の操作だけでメモ IJ ーカードや US 目フラッ 
シュメ fU —の写真を印刷したり、コピーや 
ファクス、スキヤンの操作び巧能です。 

液晶モニターに表示されるメニュー画面や設 
定画面から、本製品のいろいろな機能を使用 
でさます。 

ここでは、各モードごとに表示される設定画面 
の基本的な操作ち法について説明します。 


各モードの基本操作 


本製品では、コピー、スキヤン、ファクス、カード 
の4つのモードを選択でさます。 

操作パネルのモードボタンを押して、使用したい 
モードに切り替えます。 

各モードの画面では、ファンクシヨンボタンや 
▲▼イ►ボタンでいろいろな機能を選んだり、設定 
を変更することびでさます。 

モードを選ぶ 

モードボタン （ A ) を押すと、選択したモードの画 
面に切り替わります。また、セットアップボタン 旧） 
を押すと、セットアップメニューび表示されます。 
選択中のモードボタンやセツトアップボタンのラン 
プび点打します。 


コピーモード 

コピー待機画面（標準コピー画面）び表示され、原 
稿をセットしてカラーボタンまたはモノク□ボタン 
を押すと、等倍(100%)でコピーでさます。 

また、倍率を変更したり、本などをコピーしたとさ 
の黒い外枠やとじ部の影を削除したり、プ U ント写 
真の焼さ増しびでさます。 

み スキヤンモード 

操作パネルを使ってスキヤンしたデータをパソコン 
に保存/転送したり、メモ U —カードや USB フラッ 
シュメモ U —に保存でさます。 

為 ファクスモード 

ファクス待機画面び表示されます。原稿をセットし、 
相手先のファクス/電話番号を入力してカラーボタ 
ンまたはモノク□ボタンを押すと、ファクスを送信 
でさます。また、受信したファクスやレポートを印 
刷でさます。 

カードモード 

デジタルカメラのメモ U —カードや、 USB フラッ 
シュメモ U — に保存されている写真、本製品でス 
キャンした文書 （ PDF ファイル）を印刷することび 
でさます。 


電源 


巧 I セツトアップメニュ ー 


@ 

フアクス 
X モ U - 


b 、んで 、、口 I 




B 


コピーつアクス 


參 

爲 

み 

み 


ス 车やンカー r 


A 


本製品のお手入れをしたり、本製品の設定を変更す 

ることびできます。 ^ P .13 己、 P .1 日己 

また、無線 LAN を接続するためのセットアップを 

行うこともできます。与 P .1 日己 

無線 LAN のセットアップについて詳しくは『かん 

たんスタートガイド』を参照してください。 
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液晶モニター画面の基本操作 


メニュー項目や設定項目を選ぶ 

各モードの画面の下部には、フアンクシヨンメニュー 
( C ) び表示されます。それぞれのフアンクシヨンメ 
ニューに対応したフアンクシヨンボタン （ D ) を押 
すと、メニュー画面や設定画面を表示でさます。 



CD G F E 


メニュー画面や設定画面では、▲▼イ►ボタン （ E ) 
で項目を選び、日 K ボタン （ F ) を押して操作を進め 
ます。戻るボタン （ G ) を押すと、前の画面に戻り 
ON 9 〇 


ファンクシヨンボタンの使いかた 

たとえば、コピー待機画面で左のファンクシヨンボタンを押し 
て[コピーメニュー]を選ぶと、コピーメニュー画面び表示さ 
れます。 

ちのファンクシヨンボタンを押して[印刷設定]を選ぶと、印 
刷設定画面び表示されます。 

中央のファンクシヨンボタンを押すと、プレビュー画面び表示 
され、コピー画像を確認でさます。 

ファンクシヨンメニューの数や内容は、画面ごとに異なりま 
す。画面の下部に表示されるフアンクシヨンメニューを確認し 
て選んでください。 



プレヒュー画面 




匿率 勺等倍。 ( 

濃度 0 

田紙けイス'' A 4 

巧紙種類普通紙 
画設定終了 


本製品について知つておこラ 
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液晶モニター画面の基本操作 


設定画面の基本操作 


印刷の設定などを行う画面では、▲▼ボタンで項目 
を選び、イ►ボタンで設定を選んで 0 K ボタンを押 
します。 

たとえば、カードモードの[選んで写真印刷]の印 
刷設定画面で、印刷品質を変更する操作は次のよう 
になります。 

1 ボタンで[印刷品質]を選ぶ_ 


選択項目び横に並んで表示されている場合 

-◄►ボタンでメニューを選び、 0K ボタンで設定する 
画面 



印刷設定 


用紙！ M ス" 

L 判 

旧を圧插ま自 

みおづ一ん K 

I 印刷品質 

標準 

ソナ担疋 

ソナ/よレ 

写真浦正 

自動写真捕正 

赤目浦正 

OFF 


2 イ ► ボタンで[きれい]を選び、 0K 
ボタンを押ず 


そのほかの操作 


前の画面に戻る 


田 


国 


曰 

回 

画 

因 

±) 


因 







印刷設定 


用紙 9 イス'' 

L 判 

旧組滝揮 

杂识づ一ん K 

I 印刷品質 

、されい ル :I 

ゾナち疋 

ソナなレ 

写真浦正 

自動写真捕正 

赤目浦正 

OFF 



戻るボタンを押すたびに、前の画面に戻ります。 

_ 

• テンキーび表示されているとさは、戻るボタンの表示 
位置び異なります。 

与 「操作パネル」 (P.12) 


選んだ内容び設定されます。 

_ 

設定項目び縦に並んで表示されている場合 

. ▲▼ボタンで設定を選び、日 K ボタンで設定する画面 


本化設定 


普通紙の給紙位置設定 
ファクス設定 
印刷設定 
LAN 設定 

本化の基本設定 
PictBridgeE 日刷設定 
言語選巧 


フアクス送受信/コピー/ EP 刷/ス夺ャ 
ンを中止する 


リタ'イやル/ 
ホ。ーズ 

因 

短縮 


オンフ、ツク 



モ^クロ 


み 


ストップ 


スタート 



ム 


カラー 


フアクス送受信、 コピー、印刷、スキャンを開始したあと 
に中止したいとさには、ストップボタンを押します。 
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ファクスの準備をずる 


本製品のファクス機能をご使用になる前に必要な、本製品の代表的な接続方 
法や基本的な設定について説明します。 


電話回線の接続を確認ずる 


P .18 


P .23 


さまざまな回線に接続する . P .18 

回線種別を設定する . P .21 

発信元情報について . P .23 

日付と時刻を設定する . P .24 

ユーザー情報を設定する . P .25 

文字や数字を入力する . P .26 


受信モードを設定ずる 


P .28 
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I ファクスの準備をする 























電話回線の接続を確認する 


本製品の基本的な接続ち法については、『かんたんスタートガイド』を参照してください。本書で 
は、光回線や ADSL 回線など、さまざまな回線との接続ち法について紹介します。 

誤った接続ではファクスの送受信びでさませんので、正しく接続してください。 



予期せず電源び切れたとさ 

-停電で電源び切れてしまったとさや、誤って電源プラグをコンセントから抜いてしまった場合、本製品で設定した曰付 
や時間は U セットされます。ただし、ユーヴー情報や短縮ダイヤル、グループダイヤル、通信拒否番号の設定は保持さ 
れます。 

-未送信のファクスや受信したファクスなど、本製品のメモ U —に保をされているファクスはすべて消去されます。 

電源び切れると、次のような状態になります。 

-ファクスの送受信やコピー、スキヤンはでさません。 

-電話機を接続している場合、電話びご使用でさるかどうかは、ご契約の電話回線や電話機により異なります。 


さまざまな回線に接続する 


次の接続ち法は代表例です。すべての接続を保証するちのではありません。詳し<は、本製品と接続する 
ネットワーク機器 (ADSL (Asymmetric Digital Subscriber Line) モデムや夕ーミナルアダプターなど 
の制御装置）に付属している取扱説明書を参照して<ださい。 



ブランチ接続（並列接続）はしないで<ださい 

- ] つの電話回線に複数台のファクス/電話機をつなぐブランチ接続（並列接続）をすると、下のような支障びあり、 
正常に動作でさなくなります。 

ーファクスを送受信しているとさに、ブランチ接続（並列接続）している電話機の受話器を上げると、送受信中のファ 
クスの画像び乱れたり、通信エラーび起こる場合びあります。 

一電話機側の発信者番号通知サービスなどび正常に動作しない場合びあります。 



. やむを得ずブランチ接続（並列接続）をする場合は、上記の内容をよくご理解いただいた上で、電話優先モードに設定 
してご使用ください。ファクスを受信する場合は、手動受信のみ可能です。 


_ 

-電話回線びつなびったかどうかは、117 (時報）に電話して確認してください。117への通話料はお客様のご負担にな 
ります。回線びつなびらない場合は、「電話回線種別を確認する」 (P.22) で回線種別を確認し、手動で選んでください。 

電話機を接続する場合 

-電話機（留守番電話機など）は、外付け機器接続部のキャップを取り外してから接続してください。 
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電話回線の接続を確認する 

光回線（ひかり電話）に接続する 



IP 電話対応 

ブ □ー ドバンド ルーター 


※接続ポートの構成や名称などは、商品により異なります。 



-光回線（ひかり電話）に接続するとさは、回線種別でプッシュ回線（トーン）を選択してください。 =^P.21 


IP 電話に接続する 



《 ADSL モデムはスプリッターと本体が分かれているものもあります。 
接続ポートの構成や名称などは、商品により異なります。 



• ADSL 回線に接続するときは、回線種別でご契約のタイプと同じタイプ（プッシュ回線/ダイヤル回線 20PPS/ ダイ 
ヤル回線 ]OPPS のいずれか）の回線を選択してください。与 P.2] 


I ファクスの準備をする 
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電話回線の接続を確認する 


ADSL 回線に接続する 



《 ADSL モデムはスプリッターと本体が分かれているものもあります。 



- ADSL モデムとスプ IJ ッターび分かれている場合、スプ IJ ッターより前（壁側）で電話線を分岐しないでください。ま 
た、スプ U ッターを複数並列接続する場合は、ご使用のインターネット-プ□バイダーの窓□にお問い合わせください。 


_ 

• ADSL 回線に接続するときは、回線種別でご契約のタイプと同じタイプ（プッシュ回線/ダイヤル回線 20PPS/ ダイ 
ヤル回線 ]OPPS のいずれか）の回線を選択してください。づ P.2] 


に DN 回線に接続する 




• ISDN 回線に接続するとさは、回線種別をターミナルアダプターのアナ□グポートの設定に合わせてください。 
-般的には、プッシュ回線（I -- ン）を選択します。与 P.21 
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電話回線の接続を確認する 


回線種別を設定する 


本製品に電源コードを接続して電源を入れると、回線種別（ダイヤル回線かプッシュ回線）び自動的に判別 
されます。ただし、 ADSL 回線、光回線 、 PBX (構内電話交換機）などの制御装置に接続している場合、正 
しく判別されないことびあります。この場合は、じ(下の手順にしたびって、回線種別を変更してください。 

_ 

-ご使用の回線種別びわからない場合は、「電話回線種別を確認する」 (P.22) にしたびって確認してください。 

-接続する回線別の設定については、「さまざまな回線に接続する」 (P.18) の説明を参照してください。 

-ユーヴーデータ U ストを印刷すると、現在の設定を確認でさます。 

詳しくは、『をつと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 


回線種別の設定画面を表示する 


電源 

佩 


コピーフアクス 



II セットアップボタンを巧す 
且 [本体設定] I 二 j を選び、 0 K ボタンを巧す 
B [ファクス設定]を選び、 0 K ボタンを巧す 
□ [ファクスの基本設定]を選び、 0 K ボタンを巧す 
旦 [回線種別自動判別]を選び、 0 K ボタンを巧す 
回 現在の回線種別の設定を確認し、 0 K ボタンを巧す 


2 回線種別を設定する 


回線種別自動判別 



回線種別選巧 


ダイでル回線 
プッシュ回線 


且 


[しない]を選び、 0 K ボタンを巧す 


設定を変更する必要びない場合は、ファクスボタンを押して、 
ファクス待機画面に戻ります。 


且 回線種別を選び、 0 K ボタンを巧す 

ダイヤル回線：パルス式電話機の場合に選択します。 
プッシュ回線： I -ーン式電話機の場合に選択します。 

[ダイヤル回線]を選んだ場合： 

ダイヤル速度を選択する画面び表示されるので、 
[20 PPS ] または[1日 PPS ] を選んだあと、日 K ボタ 
ンを押します。 


3 ファクスボタンを押して、ファクス待機画面に戻る 


I ファクスの準備をする 
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電話回線の接続を確認する 


電話回線種別を確認する 

ご使用の電話回線の種類（ダイヤル回線/プッシュ回線）びわからない場合は、[回線種別自動判別]を 
[しない]にして[回線種別選択]を[プッシュ回線]に設定し、次の手順にしたびってご確認ください。 



*1 本製品に電話機を接続している場合は、電話機を本製品から取り外し、電話機を電話回線に直接接続して（設置前の 
状態に戻して）から NTT 窓 □ 「1]6」（無料）へお問い合わせください。 

電話びつなびらない場合は、公衆電話からかけてください。携帯電話 • PHS からのご相談-お申込は 
「0]20-1 ] 600 日」 （NTT 東曰本エ IJ ア）または 「日 800 -200 日]] 6」 （NTT 西曰本エ U ア） へ お問し^合わせ < だ 
さい。 

*2 「117」（時報）への通話料はお客様のご負担になります。 


22 
































ユーヴー情報の登録や、文字や数字を入力するち法など、ファクスの基本的な設定について説明 
し CN 9 〇 


発信元情報について 


ユーヴー名やご使用のファクス/電話番号を登録してお<と、ファクス送信時に相手先の記録用紙に発信元 
情報として曰付や時刻ととちに印刷されます。 


送信した曰付と時刻 
ユーザーの 
ファクス/電話番号 



名前が印刷されます。 




-ユーヴーデータ U ストを印刷して、登録した発信元情報を確認することびでさます。詳しくは、『ちっと活用ガイド』 
(電子マニュアル）を参照してください。 

発信元情報で設定できること 

-下のよラな設定び行えます。 

-白黒ファクスの送信時に、画像領域の内側と外側のどちらに発信元情報を付けるかを選べます （ [発信元記録位置])。 
一曰付の表記は、[年/月/曰]、[月/曰/年]、[曰/月/年]の3つの形式から選べます（[日付表示形式])。 


I ファクスの準備をする 
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ファクスの基本的な設定をする 


日付と時刻を設定ずる 



• MP ドライバーをインス!-ールしたパソコンに本製品を接続すると、パソコンの日付と時刻の設定び本製品にコピーさ 
れます。パソコンで日付と時刻を正しく設定しておくと、本製品での設定を省略することびでさます。 

-電源プラグを抜いた場合や停電びあった場合、本製品で設定した日付と時刻は U セットされます。ただし、 MP ドライ 
バーをインス!-ールしたパソコンに接続すると、パソコンの設定どおりにセツトされる場合びあります。 


1 曰付/時刻設定画面を表示する _ 

II セッ ト アップ ボタンを巧す 
且 味体設定] I 二 j を選び、 0 K ボタンを巧す 
B [本体の基本設定]を選び、 0 K ボタンを巧す 
□ [日付/時刻設定]を選び、 0 K ボタンを巧す 

2 日付と時刻を入力ずる _ 

D イ►ボタン （ A ) で変更したい位置にカーソルを移動 
し、▲▼ボタン （ B ) で、現在の日付と時刻 （24 時間 
表示）を入力する 

H 西暦は下2巧を入力してください。 

_ 

-入力を間違えたとさは、イ►ボタン （ A ) で修正する数字に 
カーソルを移動し、入力し直してください。 

A - 

B 0 K ボタンを巧す 

_ 

-日付の表示は、[年/月/日]、[月/日/年]、[日/月/年] 
の3つの形式から選べます（[曰付表示形式])。 


因 





曰 

0 

四 


0 

台 


/ 

乱 










且 B 


曰巧/時刻設定 

I 20JJ/05/05 
12:00 

函巧定 


3 ファクスボタンを押して、ファクス待機画面に戻る 
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ファクスの基本的な設定をする 


ユーザー情報を設定する 


1 ユーザー情報設定画面を表示する _ 

D セットアップボタンを巧す 
且 [本体設定]，二 I を選び、 0 K ボタンを巧す 
B [ファクス設定]を選び、 0 K ボタンを巧す 
□ [ファクスの基本設定]を選び、 0 K ボタンを巧す 
旦 [ユーザー情報設定]を選び、 0 K ボタンを巧す 

之 ューザー名を入力ずる _ 

□ [ユーザー名]び選ばれていることを確認し、 0 K ボタ 
ンを巧す 

入力/編集画面び表示されます。 


且 ユーザー名を入力する（スぺースを含む最大24文字） 

_ 

-文字を入力するち法や削除するち法については、「文字や数字 
を入力する」 (P.26) を参照してください。 

0 左のファンクシヨンボタンを巧して[入力終了]を選ぶ 

ユー ヴー情報設定画面に戻ります。 

3 ファクス/電話番号を入力する _ 

〇 [ユーザー電話番号]び選ばれていることを確認し、 
0 K ボタンを巧す 

入力/編集画面び表示されます。 

且 ファクス/電話番号を入力する（スペースを含む最大 
20巧） 

_ 

-ファクス/電話番号を入力するち法や削除するち法について 
は、「文字や数字を入力する」 (P.26) を参照して<ださい。 

0 左のファンクシヨンボタンを巧して[入力終了]を選ぶ 

ユー ヴー情報設定画面に戻ります。 

凸 をのファンクシヨンボタンを巧して[登録]を選ぶ 

設定した内容でユーヴー情報び設定されます。 

4 ファクスボタンを押して、ファクス待機画面に戻る_ 




J 


0. 12 3 4 5 6 7 8 19 I 


@選巧している文字を入力 
入力終了 1文字削除 



I ファクスの準備をする 
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LAN 設定の場合は、カナモード（カナ）には切り替わりません。文字入カモードは、英大文字 (ABC) ^英ル文字 
(abc) 一数き/記号の順に切り替わります。 


I 


スペース 

を日選がしている文字を入力 
入力終了 Aal 


• ユーヴー電話番号の入力と、短縮ダイヤルのファクス/電話番号の入力では、数字とその画面で入力可能な記号のみび 
表 TJX されます。 




回い1に ][ 3】 [ 冲51 [ 6リ71〔8】け ] 

回 111じ ] 13 ][ 4い ]: 6 ]f 7 いい ] 

# 田凸 



@選巧している文字を入力 

医固選巧している文字を入力 

入力終了 

入力終了 


ユーザー電話番号入力画面 その他の電話番号入力画面 


ファクスの基本的な設定をする 


文字や数字を入力ずる 


文字入カモードを切り替える 

文字入力には、カナ、英大文字、英小文字、数字/記号の4つのモードびあり、中央のファンクションボタ 
ン ([ Aal ]) を押すたびに、カナ^英大文宇^英ル文字^数字/記号^カナの順に切り替ゎります。 



中央のフアンクシヨンボタンを}甲す 


カナモード 


英大文字モード 


英小文字モード 


数字/記号モード 


■ 




山 

1ィゥ1 r り 

才カキク 

*||]1 

け 

出スセ 

义女す夕 

逆下 

ナ1 

■け4 

■ 1 川ヒ谢 M * 

7! 

瓦い 

t ヤ1即3 

巧— 

ラ 

U 1) 1/1 

Dill ? ヲツ 

7イ 

ゥ IWI ォッ 

Vlfll 3スぺース 

を日選巧している文字を入力 
入力終了 Aal 


^ B][Ci ： D][E]|FifGl[H][lI[]l 
K ■fM][N][ 0 ][P 3 LQrRl[S][T] 

[uimrwirxifYirziB 


スペース 

を日選巧している文字を入力 
入力終了 Aal 


山 W 巧川问け ]I g I: hi[i] LL 
k 国而 M 向ぶ山问巧 W 
MMrwifxiryirziB 


スペース 

を日選巧している文字を入力 
入力終了 Aal 



SS 

BTn 

固目下 

■ 1 » - 

じ！^巧て 

Easl 

面因¥ 
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ファクスの基本的な設定をする 


文字や数字を入力する 


丑 

イ 

ウじ1オ 

力 

キ 

ク 

ヶ1]1 

9 

3 L 

ス 

Y m 

9 

チ 

夕 

国下 

ナ1同 

夕 

ネ顯[川 

ヒ 

つ 

[M ホ 

7 

■ 

リ 

ム 

ル 

X t 

レ □ 

Mill 

5ヲ 

3 

V 

n 日 

ウ 

I 

才 

ヴ中 

1 

3 

スベース 


巨日選巧している文字を入力 
スカ終了 Aal 


且 


田 


叫 


曰 

0 

罔 

0 

た 

y 








イ►▲▼ボタンを巧して、文字を選ぶ 


-スペースを入れるとさは、[スペース]を選びます。 

B 0 K ボタンを巧す 

H 手順!■か 5 且を 繰り返し、すべての文字を入力する 

-n _ 

-直前に入力した文字を削除するとさは、ちのフアンクシヨンボ 
タンを押して、 [1 文字削除]を選びます。 

„ 凸 入力が終わった5、左のフアンクシヨンボタンを巧し 

て[入力終了]を選ぶ 


入力した文字/数字を編集する 

▲▼ボタンを押して入力欄 （ A ) を選ぶと、入力した文字/数字を編集することびでさます。 





ウ I オット ：I 3スぺース 
医日選がしている文字を入力 
入力終了 Aal 1文字削除 


編集では次のことびでさます。 

-スペースを挿入するとき 

4 >ボタンを押してスペースを挿入したい位置にカーソ 
ルを合わせます。イ►▲▼ボタンを押して[スペース] 
を選び、 0 K ボタンを押すとスペースび挿入されます。 

-文字/数字を挿入するとさ 
イ►ボタンを押して文字/数字を挿入したい位置に 
カーソルを合わせます。イ►▲▼ボタンを押して文字/ 
数字を選び、 0 K ボタンを押すと文字/数字び挿入され 
9 〇 

一文字/数字を削除するとさ 

イ►ボタンを押して削除したい文字/数字にカーソル 
を合わせます。ちのフアンクシヨンボタンを押して [1 
文字削除]を選ぶと、カーソル上の文字/数字び削除さ 
れます。文字列の最後尾で [1 文字削除]を選ぶと、左 
の文字/数字び削除されます（バックスペース)。 


I ファクスの準備をする 
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受信モードを設定する 


受信のしかたには、次の3つのモードびあります。 

-電話優先モード 
• ファクス優巧モード 
. ファクス専用モード 


「受信モードの選びかた」 ( P .29) を参照し、ご利用形態に合った受信モードを選んでください。 



-設定した受信モードにより、受信の操作び異なります。各モードごとの受信ち法については「ファクスを受信する」 
(P.40) を参照してください。 


•] つの回線をファクスと電話で共用したい場合は、外付け機器接続部に電話機や留守番電話機を接続する必要びあります。 



受信モードを選ぶ 



n ファクスボタンを巧す 

ファクス待機画面び表示されます。 

現在設定されている受信モード （ A ) を確認します。 

且 中央のファンクシヨンボタンを巧す 

受信モード設定画面び表示されます。 


受信モード設定 
ファクスをモ-ド 

フアクス専巧モード S 3 

話優先モード I H 


詳細設定 


B ▲▼ボタンで受信モードを選ぶ 

_ 

-選んだ受信モードの詳細設定を行う場合は、ちのファンクシヨ 
ンボタンを押して、[詳細設定]を選びます。 

^「受信モードの選びかた」 (P.29) 

-詳細設定び終わったら、戻るボタンを押して受信モード設定画 
面に戻ります。 


□ 0 K ボタンを巧す 

ファクス待機画面に戻ります。 
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受信モードを設定する 


受信モードの選びかた 

受信モードは、外付け電話機をつなぐかどうかや、ファクス専用の回線につなぐかどうかなど、ご利用の形 
態に合わせて選べます。 

次の表を参考に、受信モードを選んで<ださい。 

また、それぞれのモードで使用するための設定項目び用意されています。必要に応じて設定して<ださい。 
詳しくは、『ちっと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 


■挪 


『ちっとミ 


電話を使ラ 



電話機または 
留守番電話機 
を本製品につ 
なげる 


fcjgui ミ也);獅 EM 


電話を受けるこ 
とび多い 


電話機び鳴ったら 
受話器を上げてフ 
アクスを受信する 


ファクスを受け 
ることび多い 


ファクスは自動で 
受け、電話のとさ 
だけ呼び出す 


ご利用のお態に合った受信モード 


► 


電話優先モード 

着信時に外付け電話機び鳴ります。>1 

相手び電話の場合は、受話器を上げて電話にでます。 

相手びファクスの場合は、受話器を上げて受信び始まったら受話器 
を置さます。 


[詳細設定]で設定できる項目 


► 


[自動受信切換]:受話器を上げずに自動でファクスを受信でさま 
す。また、[受信開始時間]でファクス受信に切り 
替わるまでの秒数を設定でさます。ファクス受信 
に切り替わったあとは、受話器を上げても通話で 
さません。 

[親切受信]: 受話器を上げるか、留守番電話機び応答したと 

さに、相手びファクスの場合には自動でファクス 
を受信でさます。通話中に意図せずファクス受 
信に切り替わってしまうときは、[しない]に設定 
して < ださい。 


フアクス優先モード 

着信時に外付け電話機び鳴ります。>1 
着信後、電話かファクスかを自動で判別します。 

ファクスなら自動的に受信し、電話なら接続してある電話機の呼び 
出し音を鳴らします。 


[詳細設定]で設定できる項目 


[呼び出し開始時間]:着信後に電話と判断して、電話の呼び出し音 
び鳴るまでの秒数を設定する 

[電話の呼出時間]:呼び出し音び鳴っている秒数を設定する 
[呼び出し後の動作]:呼び出し音び止まったあと、ファクスを受信す 
るかどうかを設定する 

[着信呼び出し]: 着信時に、接続してある電話から呼び出し音 

を鳴らすかどラかを設定する 
鳴らすとさはその回数を設定する 


電話を使わない 


回線をファクス 
専用で使用する 


► 


ファクス専用モード 

ファクスび送られてさたら、自動的に受信します。 

[詳細設定]で設定でをる項目*吕^ 

[着信呼び出し]:着信時に、接続してある電話から呼び出し音を鳴 
らすかどうかを設定する 
鳴らすとさはその回数を設定する 


*1 電話機を本製品に接続してを、電話機の種類や設定によっては、着信時に電話機の呼び出し音び鳴らない場合びあり 
ます。 

*2 設定は受信モード設定画面の詳細設定画面で行います。詳しくは、『をっと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照し 
て < ださい。 


I ファクスの準備をする 
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ファクスを使つてみよ 5 


本製品のフアクス機能を使って、フアクスを送受信する基本的な方法を説明 
しています。 


ファクスボタンを巧す 


原稿をセツトする 




送信巧にダイヤルする 


ファクスが送信される 


カラー ボタンまたは 


ダイヤルして送信する . 

テンキーで送信した番号にリダイヤルする • 


いろいろな送信機能を使ってみよ 


ファクスを受信ずる . 


ファクス受信の準備をする . 

ファクスを受信する . 

一時的に本製品のメモリーに受信する（代行受信） 
本製品のメモリーに受信したファクスを EP 刷する- 


いろいろな受信機能を使ってみよ:^ 


ファクスを使用ずるときに便利な機能 



P .32 
P .3 己 


P.36 


P.38 


P .38 

P .40 

P .43 

P .44 


P.46 


P.47 


ファクスを使つてみよラ 
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ファクスを送信ずる 


ここでは、基本的なファクスの送信ち法について説明します。 

そのほかの送信ち法については、「いろいろな送信機能を使ってみよう」 （ P .36) を参照してくだ 
さい。 


ダイヤルして送信ずる 


ここでは相手先のファクス/電話番号をダイヤルして、原稿を送信するち法について説明します。操作する 
際は、参照先のページに記載されているを意事項と操作ち法を確認してください。 



-相手先番号の押し間違い、ファクス番号の登録ミスなどにより、意図しない相手に原稿び送信されるおそれびあります。 
大切な原稿を送信する場合は、送信先の状況を確認してから原稿を送信することをお勧めします。 

詳しくは、『ちっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「送信先の状況を確認してから送信する」を参照してください。 


用意するらの 



ファクスしたい原稿 
与>「セットでをる原稿について」 
(P.12 己） 


1 ファクス送信の準備をする 


H 



n 電源び入つていることを確認する => p . i 2 

且 ファクスボタンを巧す 

フアクス待機画面び表示されます。 


B ADF (自動原稿給紙装置）または原稿台ガラスに原稿 
をセットする => P .120 



• 両面原稿を送信する場合、原稿は原稿台ガラスにセットしてく 
ださい。 ADF (自動原稿給紙装置）から両面原稿を自動で読 
み取り、送信することはでさません。 




-送信でさる原稿の種類や条件、セットのしかたについては、 
「原稿をセットする」 (P.120) を参照してください。 


32 






























ファクスを送信する 


2 お要に応じて画質と濃度を設定する 


<電話握先> _ 
番号を入力 

読取画質標 
読取濃度標 
げ況:待機中 


乃クス;じ I - ( SI 送信画質設定 


送信画質設定 


商取画質ろ標準 


読取濃度 標準 


じ 


D ちのファンクションボタンを巧して、[送信画質設定] 
を選ぶ 

[送信画質設定]画面び表示されます。 

且 イ►ボタンで画質を選ぶ 

[標準]: 文字だけの原稿に適しています。 

[ファイン]:細かい文字の原稿に適しています。 
[ファイン EX ] :詳細なイラストや細かい文字の入った原 
稿に適しています。 

送信先のファクス機び、ファイン EX 
(300 X 300 dpi ) に対応していない場 
合は、標準またはファインで送信します。 
[写真]: 写真の原稿に適しています。 

_ 

• カラーファクスを送信する場合は、すべて同じ解像度に日日 
X 200 dpi ) で読み取られ、設定した読取画質により、画質 
(圧縮率）び異なります。 

ただし、[ファイン EX ] と[写真]は同じ画質になります。 


B ▼ボタンを巧す 
□ イ►ボタンで濃度を選ぶ 

B OK ボタンを巧す 

ファクス待機画面に戻ります。 


3 ファクスを送信する 



D 


テンキーで、相手巧のファクス/電話番号をダイヤル 
する 

ファクス/電話番号の入力では、次のことびでさます。 
一番号を入力するとさは、テンキーを押します。 

-スペースを入力するときは、ちのファンクシヨンボタン 
( A ) を押して、[スペース]を選びます。 

一最後に入力した数字を削除するとさは、中央のファンク 
シヨンボタン 旧） を押して d を選びます。 

-「#」を入力するときは、 [ Z ] ボタンを押します。 

一「於」を入力するとさは、 W ボタンを押します。 

ーポーズ （ P ) を入力するとさは、 U ダイヤル/ポーズボ 
タンを押します。 

_ 

-左のファンクシヨンボタン （ C ) を押して[送信先追加]を選 
ぶと、短縮ダイヤルに登録されている相手先を追加して複数の 
相手に送信でさます。 


ファクスを使つてみよラ 
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ファクスを送信する 


且 カラーファクスを送信する場合はカラーボタンを巧し、 
白黒ファクスを送信する場合はモノク □ ボタンを巧す 

原稿の読み取りび開始されます。 



• カラー送信は、相手先のファクス機びカラー受信に対応してい 
るとさにのみ可能です。 

カラー送信をしようとした相手先のファクス機びカラー受信に 
対応していない場合の本製品の動作設定については、『もっと 
活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 

• 読み取り中は原稿台カバーを開けないでください。 


B 送信を開始する 

ADF (自動原稿給紙装置）か6の送信の場合： 

読み取りを終了した原稿から、自動的に送信を開始します。 

_ 

-送信を中止するとさは、ストップボタンを押し、メッセージに 
したびって操作してください。このとさ、原稿び ADF (自動 
原稿給紙装置）に残っている場合は、メッセージにしたびって 
日 K ボタンを押し、残った原稿を排紙してください。 


原稿台ガラスか6の送信の場合： 

読み取りを終了すると、メッセージび表示されます。 

] 枚の原稿のみを送信するとさは、 0 K ボタンを押すと送 
信を開始します。 



-原稿び複数枚の場合は、メッセージにしたびって次の原稿を 
セットしてからカラーボタンまたはモノク□ボタンを押しま 
す。すべての原稿を読み取ったあと、 0 K ボタンを押すと送信 
び始まります。 

-送信を中止するとさは、ストップボタンを押します。 


_ 

-本製品を P 目 X (構内電話交換機）などに接続しているとさは、それぞれの操作ち法にしたびって、相手先の 
ファクス/電話番号をダイヤルしてください。 

自動リダイヤルについて 

-相手先び話し中の場合は、間隔をあけて自動的に U ダイヤルされます。自動 U ダイヤルを行ラかどうかの設定 
や、 U ダイヤル回数、間隔を設定する場合は、『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 

未送信の原稿について 

- IJ ダイヤル中など、未送信の原稿は本製品のメモ U —に保をされます。ただし、送信エラーになった場合は保 
をされません。 

-すべての原稿び送信されるまで、電源プラグは抜かないでください。電源プラグを抜くと、本製品のメモ U —に 
保をされている未送信の原稿は削除されます。 
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ファクスを送信する 


テンキーで送信した番号にリダイヤルする 


U ダイヤル/ポーズボタンを押すと、テンキーを使用してダイヤルしたファクス/電話番号を U スト表示し、 
選択した番号にダイヤルすることびでさます。 U ダイヤルのリストには、新しいちのから]日件び記憶され 
ています。 

1 ファクス送信の準備をずる _ 

n 電源び入っていることを確認する => p . i 2 

且 ファクスボタンを巧す 

ファクス待機画面び表示されます。 

H ADF (自動原稿給紙装置）または原稿台ガラスに原稿をセットする => P . 120 

2 必要に応じて画質と濃度を設定する与> P .33 _ 

3 リダイヤルする相手先を選ぶ _ 

D リダイヤル/ポーズボタンを巧す 

テンキーでダイヤルしたファクス/電話番号の U ストび表 
示されます。 


• U ダイヤル U ストには、新しいものから]0件表示されます。 


且 ▲▼ボタンでリダイヤルするファクス/電話番号を 
選ぶ 

B 0 K ボタンを巧す 

ファクス送信画面に、選んだ番号び表示されます。 

4 ファクスを送信ずる _ 

n カラーファクスを送信する場合はカラーボタンを巧し、白黒ファクスを送信する場合はモノ 
ク□ボタンを巧す 

降の操作は、原稿を ADF (自動原稿給紙装置）にセットした場合と、原稿台ガラスにセットし 
た場合とで異なります。詳しくは、「ダイヤルして送信する」の手順 3 の 回を 参照してください。 
^P.34 


リダイでル 




幻过过‘过’づ 
721212 V212 
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いろいろな送信機能を ffi つてみよラ 


ファクスは、下のようないろいろなち法で送信することびできます。 

詳しくは、『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 

送信先の状況を確認してか5送信する 

本製品に電話機を接続して使用している場合、通話のあとで相手に受信の準備をしてもらってから、手動で 
ファクスを送信することびでさます。この方法で送信すると、間違った相手先に送信することを防ぐことび 
でさ、また相手び自動的にファクスに切り替わらないファクス機の場合でも送信することびできます。 



番号を登録してかんたんな操作で送信する 

よく使う電話番号を短縮ダイヤルやグループダイヤルに登録しておくと、短縮番号や登録名で検索してダイヤ 
ルすることびできます。 


• 短縮ダイヤル 

短縮ダイヤルに相手先の名前とファクス/電話番号を登録しておくと、登録した短縮番号や登録名から 
ファクス/電話番号を呼び出すことびでさます。 





• グループ ダイヤル 


短縮ダイヤルに、複数の相手先のファクス/電話番号をグループとして登録してお<と、短縮ダイヤルを 
選ぶだけで、登録してある全員に同じ原稿を送信できます。 




36 



































いろいろな送信機能を使ってみよラ 


短縮ボタンを押すと、短縮ダイヤルまたは電話番号検索の U ストび表示されます。この U ストは、ファンクションボタ 
ンで切り替わります。 

[電話番号検索]を選んで登録名の先頭文字を入力すると、その文字から始まる相手先を表示でさます。[短縮ダイヤル] 
を選んで短縮番号を入力すると、その番号の相手先を表示でさます。 

ファクス待機画面で左のファンクションボタンを押し、ファクスメニューの[電話番号登録]を選ぶと、短縮ダイヤル 
やグループダイヤルなどを登録することびでさます。 

また、本製品付属のソフトウェアの短縮ダイヤルツールを使うと、短縮ダイヤル、グループダイヤルなどをパソコンか 
ら登録/編集することびでさます。詳しくは、『をつと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 


複数の相手に一度に送信する（同報送信） 

] 回の操作で、同じ原稿を複数の相手に送信でさます。相手先はテンキーによるダイヤル、短縮ダイヤル、 
グループダイヤルなどを組み合わせて指定します。 



Mmm パソコンか5送信する 


パソコンに接続してご使用になる場合、印刷機能のあるアプ U ケーシヨンソフトから、ファクスドライバー 
を使ってファクスを送信することびでさます。 




_ 

プッシュホンヴービスを利用するには 

-本製品では、銀行、航空券の予約、ホテルの予約などのプッシュホンサービスびご利用でさます。プッシュホンヴービ 
スではプッシュ信号を使用するため、本製品をダイヤル回線に接続している場合は 、 E ( I ^ー ン） ボタンを押して、 
一時的にプッシュ信号に切り替えてご利用ください。 


ファクスを使つてみよラ 
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ファクスを受信する 


ここでは、ファクス受信に必要な準備や、ファクスを受信するち法を説明します。 

また、インクや用紙びなくなったとさなど、本製品のメモ U —に受信した原稿を印刷するち法に 
ついても説明しています。 



受信したファクスを印刷する 
与 > P .4 日 


受信したファクスが印刷され 
ずに本製品のメモリーに保存 
される 
^P.43 

受信したファクスを自動で 
US 目フラッシュメモリーや 
メモリーカードに保存する 
詳しくは、『ちっと活用ガイ 
ド』（電子マニュアル）を参 
照してください。 


ファクス受信の準備をする 


ファクスを受信するためには、じ(下の操作にしたびって準備してください。 


1 電源び入っていることを確認する^ P . 12 


2 


受信モードを確認する 

且 


<電話優先> 

05/05 12:00 

1 心番号を入力 

読取画質 

標華 

読取濃度 

精華 

げ況:待機中 


乃クスタニ 1- 

1む i ’ 送信画質設定 


n ファクスボタンを巧す 
且 受信モードを確認する 

_ 

•受信モードを変更する場合は、「受信モードを設定する」 
( P .28) を参照してください。 


3 普通紙をセットする与 P . 109 

ファクスを受信すると、カセットにセットしてある普通紙に印刷されます。 

_ 

-[自動給紙切換]を [ ON ] に設定している場合や、[普通紙の給紙位置設定]を[後トレイ]に設定している場 
合は、用紙のセット位置を確認してください。 

詳しくは、『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 

- IJ ーガルサイズの普通紙は、カセットにはセットでさません。後トレイにセットしてください。 


38 

































ファクスを受信する 


4 货要に応じて用紙の設定を行う 


ファクス田紙設定 


巧紙9イス'、 AA 4 


両面印刷設定 
自動給紙切換 


面印刷 
OFF 


-B 

凸 

旦 


〇 左のファンクシヨンボタンを巧して、[ファクスメ 
ニュー]を選ぶ 

且 [ファクス用紙設定]がを選び、 0 K ボタンを巧す 
B イ►ボタンで用紙サイズを選ぶ 

_ 

-用紙サイズには、 [ A 4]、 [レターサイズ]または [ U - ガルヴ 
イズ]び指定でさます。 

- IJ ーガルサイズを指定した場合は、両面印刷はでさません。 

-用紙種類は[普通紙]び設定されています。変更することはで 
さません。 

□ 両面印刷するかどうかを選ぶ 

受信したファクスを用紙の両面に印刷することびでさます。 
[両面印刷設定]で[両面印刷]を選んだ場合は、ちの 
ファンクシヨンボタンを押して[詳細設定]を選び、とじ 
方向を設定でさます。 

_ 

-カラーファクスを受信した場合は、設定に関わらず片面に印刷 
されます。 

旦 自動給紙切換を設定する 

[ON] :カセットと後トレイに同じサイズの普通紙をセッ 
卜することで、片方の用紙びなくなると、ちう 
片方から給紙します。 

[OFF] :カセットからのみ給紙されます。 




セットアップメニューの[本体設定]で[普通紙の給紙位置設 
定]を[後トレイ]に設定している場合は、給紙位置び異なり 
ます。 

詳しくは、『をつと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照して 
<ださい。 


□ 0 K ボタンを巧す 

ファクスを受信したとさに、 
印刷ち法で印刷されます。 


ここで設定した用紙サイズや 


カラーファクスを受信する場合は、[高度な通信設定]の正 CM 受信]を[する]に設定してください。詳しく 
は、『をつと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 


ファクスを使つてみよラ 


39 














ファクスを受信する 


ファクスを受信する 


設定されている受信モードによって、受信の操作手順び異なります。受信モードについては「受信モードを 
設定する」 (P.28) を参照してください。 


電話優先モードび設定されている場合： 




D 受話器を上げて、「ポーポー」音び聞こえたあと、無音 
が曰秒 1 U 上続いた5、受話器を置く 

ファクスび受信されます。 

^ _ 

-ファクスに切り替わらない場合は、ファクスボタンを押してから力 
ラーボタンまたはモノク□ボタンを押して<ださい。 

-受話器を上げずにファクスを受信するとさは[自動受信切換]を 
[する]に設定してください。[受信開始時間]でファクス受信に切 
り替わるまでの秒数を設定でさます。 



こんなことちでさます 

-本製品に接続されている電話機の操作でファクスを受信する （IJ 
モート受信）与 P .4 目 



留守番電話を接続しているとをは 

-留守番電話機を留守モードに設定している場合は、[親切受信]を[する]に設定してください。相手びファクスを送 
信しようとした場合は、自動的にファクスの受信に切り替わります。 

-留守番電話機の留守モードを解除している場合は、手順 D の操作にしたびってください。 

-[自動受信切換]を[する]に設定している場合、[受信開始時間]は留守番電話機の応答メッセージび開始するまでの 
時間より長く設定してください。設定後、携帯電話などから電話をかけて、正しく留守番電話機に録音でさるかどラか 
確認することをお勧めします。 

-留守番電話機の留守モードの設定は、次のようにしてください。 

一応答メッセージの長さは]已秒、じ(内にしてください。 

ーメッセージでは、フアクスの送信ち法を説明してください。 
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ファクスを受信する 


曾！電話がかかってくると… 

ぶ 



電話機の呼び出し音び鳴ります。 


受話器を上げて話す 


相手と通話しているとさに、意図せずファクスに切り替わってしま 
う場合は、持見切受信]を[しない]に設定してください。 

^P.29 

[自動受信切換]を[する]に設定している場合は、[受信開始時 
間]で設定した時間内に受話器を上げないとファクス受信に切り替 
わり、通話でさな<なります。 


ファクス優先モードび設定されている場合： 

ファクスが送6れてくると- 

を 



電話機の呼び出し音び鳴ります。 


こんなことちでさます 

-着信呼び出しを鳴らさない ^ P .29 
-着信呼び出し回数を変更する与 P .29 



自動的にファクスび受信されます。 


ファクスを使つてみよラ 


41 







ファクスを受信する 



電話機の呼び出し音び鳴ります。 



こんなことちでさます 

-着信呼び出しを鳴らさない ^ P .29 
-着信呼び出し回数を変更する^ P .29 



相手び電話だと判断されると、電話機の呼び出し音び鳴ります。 

D 受話器を上げて話す 

_ 

こんなことちでさます 

-着信後に電話と判断して、電話の呼び出し音び鳴るまでの秒数を設 
定する与 P .29 

-呼び出し音び鳴っている秒数を設定する^ P .29 
-呼び出し音び鳴り終わっても電話にでない場合にファクス受信でき 
るようにする^ P .29 


ファクス専用モードび設定されている場合： 

0®) ファクスが送 S れてくると… 

自動的にファクスび受信されます。 

_ 

-電話機を接続している場合は、着信時に呼び出し音び鳴ります。 

こんなことちでさます 

-着信呼び出しを鳴らさない ^ P .29 
-着信呼び出し回数を変更する^ P .29 
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ファクスを受信する 


一時的に本製品のメモリーに受信する（代行受信) 


受信したファクスを印刷でさなかった場合は、一時的に本製品のメモ U —に保存されます（代行受信)。 

代行受信すると、ファクスメモ U —ランプび点打し、液晶モニターに「代行受信しました」と表示されます。 


-本製品のメモ U —にファクスび保をされているとさに電源プラグを抜くと、保をされているファクスはすべて消去され 
ます。次回電源を入れると確認画面び表示されるので、日 K ボタンを押してください。メモ U —から消去された原稿の 
IJ ストび印刷されます。 


次のような状況でファクスを受信すると、ファクスび自動的に本製品のメモ U —に保存されます。 

受信原稿を本製品のメモリーに保存する設定になっているとさ： 

[自動印刷設定]で[受信原稿]を[印刷しない]に設定していると、受信原稿は本製品のメモ U —に保存さ 
れます。 

本製品のメモ U —に保をされたファクスは、[メモ U —照会]から印刷することびでさます。 

与 「本製品のメモ U —に受信したファクスを印刷する」 (P.44) 

本製品にエラーび発生しているとき： 

[自動印刷設定]で[受信原稿]を[印刷する]に設定していると、受信原稿は自動で印刷されます。ただし、 
1；(下のようなエラーび発生すると、受信原稿は本製品のメモ U —に保存されます。 

• 印刷するのに十分なインクが残っていないとき 

新しいインクタンクに交換すると、本製品のメモ U —に保存されたファクスは自動的に印刷されます。 


[インク切れでの印刷]の設定について 

-[自動印刷設定]で[インク切れでの印刷]を[印刷しない]に設定すると、印刷するのに十分なインクびなくなったと 
さに、受信原稿を印刷せずに本製品のメモ U —に保をします。 

-[インク切れでの印刷]を[印刷する]に設定すると、印刷するのに十分なインクびなくなったとさでを、受信原稿やレ 
ポートを強制的に印刷します。この場合、部分的もしくはすべて印刷されないことびあります。また、受信原稿は本製 
品のメモ U —に保をされません。 

印刷するのに十分なインクびなくなったとさは、[自動印刷設定]で[受信原稿]を[印刷しない]に設定すると、新し 
いインクタンクに交換するまでの間、受信原稿は本製品のメモ IJ 一に保をされます。インクタンクを交換後、[受信原 
稿]の設定を[印刷する]に戻すと、本製品のメモ U —に保をされた原稿び自動的に印刷されます。 


•用紙がなくなったとき 

用紙をセットし、 0K ボタンを押すと、本製品のメモ U —に保存されたファクスは自動的に印刷されます。 
カセットの用紙びなくなったとさ、自動的に後トレイからの給紙に切り換える設定（自動給紙切換）にして 
いる場合は、後トレイにカセットと同じサイズの普通紙びセットされていることを確認してください。 

• ファクス用紙設定の用紙サイズで設定したサイズと異なるサイズの用紙がセットされ 
ているとを 

用紙サイズで設定したサイズと同じサイズの用紙をセットし、 0K ボタンを押すと、本製品のメモ U —に保 
存したファクスは自動的に印刷されます。 


ファクスを使つてみよラ 
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ファクスを受信する 


ストップボタンを押して、受信したファクスの印刷を中止したとさ： 

ファクスボタンを押すと、中止したファクスび印刷されます。 



-本製品のメモ U —には、約2已〇ページ分* (最大30件）のファクスび保をでさます。 

* キヤノン FAX 標準チャート N 0.](標準モード）使用時 

• 本製品のメモ U —びいっぱいになると、残りのページは受信でさません。メモ U —に保をされている原稿を印刷または 
削除してから、相手に連絡して、ちう一度送信してわらってください。与 P .44 


本製品のメモリーに受信したファクスを印刷ずる 


本製品のメモ U —に受信した原稿は、メモ U —照会画面から一括で印刷したり、 U ストから選んで印刷した 
り、メモ U —カードや USB フラッシュメモ U —に保存することびできます。 

ここでは、本製品のメモ U —に受信した原稿をすべて印刷する手順を説明します。 

[メモ U —照会]について詳しくは、『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 

_ 

-本製品のメモ U —に受信する条件については「一時的に本製品のメモ U —に受信する（代行受信)」 ( P .43) を参照し 
て < ださい。 


1 用紙をセットする^ P . 108 _ 

ここでは、カセットに A4 サイズの普通紙びセットされていることを確認します。 

2 必要に応じて用紙の設定を行う与^ P .38 _ 

3 メモリー照会画面を表示す る _ 

n ファクスボタンを巧す 

且 をのファンクシヨンボタンを巧して、[ファクスメニュー]を選ぶ 
B [メモリー照会]を選び、 0 K ボタンを巧す 
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ファクスを受信する 


4 本製品のメモリー!こ保巧されている原稿を一括で印刷する 


乂モリー,時を 

原精リスト印刷 
指定原精を印刷 

搭モ臣信を削除 

受信原精を~括印刷 

x-tu 一 W 原橘を一巧刚陆 

指定原精を保を 
すべての原精を保ち 


〇乂モリーに受信した原精を 
ずべて印刷しまずか？ 


D [受信原稿を一括巧刷]を選び、 0 K ボタンを巧す 

_ 

-[原稿 U スト印刷]を選ぶと、本製品のメモ U —に保をされて 
いる原稿の U ストを印刷でさます。 

-[指定原稿を印刷]を選ぶと、指定した原稿を印刷でさます。 

-[指定原稿を削除]を選ぶと、指定した原稿を削除でさます。 

-[受信原稿を一括印刷]を選ぶと、本製品のメモ U —に保をさ 
れている受信原稿をすべて印刷でさます。 

-[メモ U —内原稿を一括削除]を選ぶと、本製品のメモ IJ 一に 
保をされている原稿をすべて削除でさます。 

-[指定原稿を保を]を選ぶと、指定した原稿をメモ IJ ーカード 
や US 目フラッシュメモ IJ 一に保をでさます。 

-[すべての原稿を保を]を選ぶと、本製品のメモ U —に保をさ 
れているすべての原稿をメモ U —カードや US 目フラッシュメモ 
IJ 一に保をでさます。 

且 [はい]を選び、 0 K ボタンを巧す 

本製品のメモ U —に保をされている原稿び]件ずつ印刷さ 
れます。 



〇巧刷した原精を 

乂モ U —から削除しまずか？ 


H 巧刷した原稿を削除する場 S ホ[はし、]を選ぶ 

削除しないで、本製品のメモ U —に残しておく場合は、 
[いいえ]を選びます。 


-B 


□ 0 K ボタンを巧す 


1件印刷するごとに削除の確認メッセージび表示されるので、すべ 
ての原稿び印刷されるまで同じ操作を繰り返します。 


ファクスを使つてみよラ 
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いろいろな受信機能を®つてみよラ 


ファクスには、下のようないろいろな受信機能びあります。 

詳しくは、『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 

接続している電話機から受信操作を行う（リモート受信） 

本製品に接続した電話機のテ機などび本製品と離れた場所に設置されているとさは、電話優先モードで電話 
を受けたあと、電話機の「2」「己」 （U モート受信 ID) をダイヤルするだけでファクスを受信することびで 
さます （U モート受信)。 

U モート受信は、 [U モート受信]で有効にするかどうかを設定します。有効にすると、 [U モート受信 ID] 
を変更することびでさます。 
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ファクスを ffi 用するときに便利な機能 


ファクスを使用するとさに、下のようないろいろな機能びあります。 
詳しくは、『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 


ファクスの詳細設定 

セットアップボタンを押し、[本体設定]^ [ファクス設定]^ [ファクスの詳細設定]の順に選ぶと、下 
のような項目を設定でさます。 

詳しくは、『ちっと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 

自動リタ’イヤル 

相手先び話し中の場合は、間隔をあけて自動的に U ダイヤルでさます。 U ダイヤルの回数や、間隔を設定で 
さます。 

ダイヤルトーン検知 

本製品びダイヤル!-ーン（ツー音）を確認してから発信します。発信動作と着信動作び重なったとさに、ファ 
クス誤送信を防止することびでさます。 

ポーズ時間設定 

ファクス/電話番号を入力するとさに、 U ダイヤル/ポーズボタンを押して番号と番号の間にポーズを入力 
したときのポーズ]つ分の時間を設定することびできます。 

発信元記録位置 

白黒ファクスの送信時に、読み取り画像の内側と外側のどちらに発信元情報を付けるかを選べます。 

カラーファクスの送信時には、画像領域の内側に発信元情報び印刷されます。 

カラー送信処理 

ADF (自動原稿給紙装置）を使ってカラーで送信するとさ、送信先のファクスびカラーに対応していない場 
合に、白黒モードで読み取って送信することびでさます。 

受信画像縮小 

セットした用紙サイズにおさまるように、受信したファクスを自動的に縮ルして印刷することびできます。 

高度な通信設定 

ECM (自動誤り訂正モード）方式でファクスを送信/受信する設定や、ファクスの送信速度/受信速度の設 
定び行えます。 

※詳細設定項目の [IJ モート受信]については、「いろいろな受信機能を使ってみよう」 ( P .46) を参照してください。 


ファクスを使つてみよラ 
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ファクスを使用するとさに便利な機能 


レポート/リスト EP 刷 

ファクス待機画面で左のファンクシヨンボタンを押し、ファクスメニユーの[レポート /U スト印怖り ]巧を 
選ぶと、各種のレポートや U ストを印刷することびできます。 

ここでは、例として、通信管理レポートと電話番号 U ストの印刷イメージを示します。 


自動で印刷する場合 

. セットアップボタンを押し、[本体設定]^ [ファクス設定]^ [自動印刷設定]の順に選ぶと、受信原稿や通信管理レ 
ポート、送信結果レポート、受信結果レポートを自動で印刷することびでさます。また、インク切れの状態でち印刷を 
継続するかどうかを設定でさます。詳しくは、『をつと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 


通信管理レポート 

送受信したファクスの履歴び印刷されます。お買い上げ時は、2日回通信するごとに自動的に印刷される設 
定になっています。 


201105/05 12:00 FAX ITUUm 
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图001 
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枚数 
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2 

0 K 
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2 
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ファクスを使用するとさに便利な機能 


あんしん通信管理 

セットアップボタンを押し、[本体設定]^ [ファクス設定]^ [あんしん通信管理]の順に選ぶと、下の 
ような項目を設定でさます。 

詳しくは、『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 

FAX 番号確認入力 

間違った相手先にファクスを送信しないように、テンキーでファクス/電話番号を入力したあとに、確認の 
ためもう一度同じ番号を入力し、番号び合っている場合のみ送信でさます。 

送信巧の FAX 情報確認 

ダイヤルしたファクス/電話番号と、相手のファクス機の発信元情報を比較し、番号び一致しない場合に送 
信を中止することびできます。 

オンフックキー設定 

ファクスを送信するとき、電話機の受話器を取らずに本製品のオンフックボタンで発信できるように設定で 
さます。 

ファクス受信拒否設定 

特定の相手からのファクスを受信しないように設定でさます。受信の拒否は、送信元情報のないファクスや、 
短縮ダイヤルに登録されていない番号、通信拒否番号に登録されている番号などからのファクスに対して設 
定でさます。通信拒否番号の登録は、ファクスメニューの[電話番号登録]や、パソコンを使用して本製品 
付属のソフトウェアの短縮ダイヤル ツールから 行う こと もでさます。 



ファクスを使つてみよラ 
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写真を印刷してみよ 3 


メモリーカードや USB フラッシュメモリーに保存されている写真を、本製 
品の液晶モニターで確認しなが 5 EP 刷できます。 


メモリーカード/ USB フラッ 
シュメモリーをセツトする 


写真を選び、 
部数を設定する 


赛 



印刷の設定をする 


巧紙ルげ* '<! ■判 
巧紙種類化巧ゴールド 
巧刷品質標準 
フチ指定 フチなし 
写真浦正 自動写真捕正 

ホ目お正 OFF 


写真の完成！ 


カラーボタンを 
巧ずと 



メモリーカード/ USB フラッシュメモリーの写真を EP 刷する… P .52 


いろいろな機能を使ってみよう 


.メモリーをセツトずる 


P .57 


P .60 


設定を変更する . P .56 

SMBK ぶ苦誠 

力ードメニュー画面か5選べる機能について . P .57 

そのほかの便利な機能について . P .58 

メモリーカードをセットする前に . P .60 

メモリーカードをセットする . P .61 

メモリーカードを取り出す . P .63 

US 目フラッシュメモリーをセットする . P .64 

USB フラッシュメモリーを取り外す . P .64 


P .64 


I 写真を印刷してみよラ 
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メモリーカード/ USB フラッシュメモリーの写真を 
EP 刷する 


メモ U —カードや US 目フラッシュメモ U —に保存されている写真を、本製品の液晶モニターで確 
認しなびら印刷してみましよう。 

ここでは、 L 判サイズの写真用紙に、写真をフチなしで印刷するち法について説明します。 

操作する際は、参照先のページに記載されている注意事項と操作ち法を確認してください。 



用意ずるらの 



写真の入つたメモリーカード* 
^「メモリーカードをセット 
する前に」 （ P . 目 0) 


写真の入った US 目フラッシュメモリー 
与 「 US 目フラッシュメモリーをセット 
する」 （ P .64) 


印刷用の写真用紙 
^ r 使用でさる用紙に 
ついて」 ( P .116) 


読み込みびでさる画像枚数は最大2000枚です。 


1 印刷の準備をする 



n 電源び入つていることを確認する => p . i 2 

且 用紙をセットする => P . 108 

ここでは、 L 判サイズの写真用紙を後トレイにセットし 
よ9 〇 

_ 

- A 4 またはレターサイズの普通紙に印刷するとさは、カセット 
に用紙びセットされていることを確認します。 

それじ(外の用紙は、後トレイにセットします。 


B 排紙トレイをゆっくり手前に開く 
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メモ IJ ーカード' / US 目フラッシュメモ u —の写真を印刷する 


2 メモリーカードまたは USB フラッシュメモリーをセットする 

メモ U —カード： ラベル面を左に してカードス□ットに 
セットします。本製品にセットでさるメ 
モ U —カードの種類とセット位置につい 
ては、「メモ U —カードをセットする」 
( P .60) を参照してください。 

US 目フラッシュメモ U —：カメラ接続部にセットします。 

^P.64 

コピーモードやファクスモードの待機画面で、メモ U — 
カードまたは US 目フラッシュメモ U —をセットすると、 
[選んで写真印刷]の写真選択画面び表示されます。 


写真選択画面び表示されない場合 

カードボタンを押して < ださい。 

メッセージが表示された場合 

メモ U —カードや US 目フラッシュメモ U —に、写真と文 
書 （ PDF ファイル）び保存されていると、「写真 データと 
文書 ( PDF ) データび保存されていますどちらを印刷 
しますか？」のメッセージび表示されます。 

写真を印刷するとさは[写真データを印刷]を選び、 0 K 
ボタンを押すと、写真選択画面び表示されます。 

_ 

-文書 U ストの画面び表示された場合は、セットしたメモ U — 
力ー ドまたは US 巳フラッシュメモ IJ -力ー ドに写真び保をさ 
れていません。 

文書 （PDF ファイル）の印刷については、「メモ U —カード/ 
US 目フラッシュメモ U — の PDF ファイルを印刷する」 
(P.102) を参照してください。 

• メモ U —カードと US 巳フラッシュメモ U —を同時にセットし 
ないでください。また、一度に複数のメモ U —カードをセット 
しないで < ださい。 

-[カード書き込み状態]を [US 巳接続 PC から可能]または 
[LAN 接続 PC から可制に設定している場合は、本製品のパ 
ネル操作でメモ U —カードから印刷することはでさません。メ 
モ IJ ーカードから印刷する場合は、セットアップボタンを押し 
て[本体設定]、[本体の基本設定]の順に選び、[カード書さ 
込み状態]を [ PC から書き込み禁止]に設定してください。 
詳しくは、『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照して 
<ださい。 

*US 目フラッシュメモ U —からは、[カード書さ込み状態]の 
設定に関わらず印刷することびでさます。 



I 写真を印刷してみよラ 
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メモ U —カード/ US 目フラッシュメモ IJ 一の写真を印刷する 


3 印刷したい写真を選ぶ 



D B E 


面 


田 


百 

0 

画 

甲 

台 


田 







C A 


n イ►ボタン （A) で巧刷したい写真を表示する 



-写真の読み込み中は、液晶モニターに密び表示される場合び 
あります。 g び表示されているとさにイ►ボタンを使用する 
と、画像び正しく選べないことびあります。 


• 中央のフアンクシヨンボタン （巳） を押すと、表示/モードを 
変更する画面び表示され、写真の表示ち法を切り替えることび 
でさます。また、卜 IJ ミング画面に切り替えると、写真の一部 
を切り抜くことびでさます。 ^ P . 已8 


且 + -ボタン （C) で印刷部数を指定する 



-印刷部数を指定せずにカラーボタンを押すと、選択されている 
写真を]部印刷することびでさます。 


H 手順 n、 且を 繰り返し、 EP 刷したい写真ごとに印刷部 
数を指定する 


_ 

-左のファンクションボタン （ D ) を押して[メニュー]を選ぶと、[選んで写真印刷]外のいろいろな印刷ち 
法を選ぶことびでさます。 

^「いろいろな機能を使ってみよう」 ( P .57) 

-印刷部数を指定していない写真ほ麟 TO ) を選び、日 K ボタンを押すと部数「1」び設定され、部数を指定す 
る画面び表示されます。 


部数 I + 

函設定 


+ -ボタンで部数を指定し、 0 K ボタンを押すと手順 n の画面に戻ります。 
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メモ IJ ーカード' / US 目フラッシュメモ u —の写真を印刷する 


4 印刷を開始する 



耐氏9イス'、 
巧紙種類 
印刷品質 
フチ指定 
写真捕正 
赤目浦正 


巧刷設定 

光沢ゴールド 
標準 
フチなし 
自動写真浦正 
OFF 


D ちのフアンクシヨンボタン （ E ) を巧して閒刷設赶 
を選び、用紙のサイズや種類、 EP 刷品質などを確認 
する 

ここでは、用紙サイズに [ L 判]、用紙種類にセットした 
写真用紙び設定されていることを確認します。 

設定内容を変更するには、▲▼ボタンで変更したい項目 
を選び、イ►ボタンで変更します。確認/変更び終了し 
たら、 0 K ボタンを押して写真選択画面に戻ります。 

^「設定画面の基本操作」 （ P .16)、 「設定を変更する」 
( P . 己 6) 

_ 

-印刷設定画面で、[写真補正]や[曰付印刷]の設定を行ラこ 
ともでさます。^「設定を変更する」 （ P . 已 6) 

且 EP 刷に必要な用紙の枚数を確認する 

B カラーボタンを巧す 

写真の印刷び開始されます。 




印刷中にちのファンクションボタンを押して[印刷予約]を選ぶと、写真選択画面に戻り、続けて印刷する写真 
を選択でさます。 

詳しくは、『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 

印刷を中止するとさは、ストップボタンを押します。 

モノク□ボタンを押してち、印刷は開始されません。 

メモ U —カードを取り出すとさは、「メモ U —カードを取り出す」 ( P .63) を参照してください。また、 US 巳フ 
ラッシュメモ U —を取り外すとさは、 rus 巳フラッシュメモ U —を取り外す」 ( P .64) を参照してください。 


I 写真を印刷してみよラ 
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メモ U —カード/ US 目フラッシュメモ IJ 一の写真を印刷する 


設定を変更する 


写真選択画面でちのファンクションボタンを押して、[印刷設定]を選ぶと、印刷設定画面び表示されます。 
▲▼ボタンで、印刷するとさの用紙サイズや用紙種類、印刷品質などの設定項目を選び、イ►ボタンで、印 
刷設定を変更することびでさます。 

設定ち法については、「設定画面の基本操作」 ( P .16) を参照してください。 

[すべての写真を印刷]での印刷設定については、『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してくだ 
さい。 


印刷設定 


两紙 tj イス'、判 BiH 

用紙觀がが-ルド SS 2 

師|]品質蝶 Kh 

フチ指定フチなし SS 4 

写真艦 g 動頭捕正 Eh 

赤目浦正 OFF 


印刷設定 


用紙透類 

お尺□-ルド 

印刷品質 

標準 

フチ指定 

フチなし 

写真浦正 

自動写真浦正 

赤目浦正 

OFF 

1日付印刷 

oOFF < P | 


〇 用紙サイズ ： [ L 判]や [ A 4] など、印刷したい用紙のサイズを選びます。 

©用紙 種類 ：[光沢ゴールド]や[光沢]など、印刷したい用紙の種類を選びます。 

_ 

-用紙サイズや用紙の種類を正しく設定しないと、給紙箇所び違ったり、正しい印刷品質で印刷されない場合び 
あります。与「用紙のセット位置について」 （ P .108) 


© 印刷品質 

[されい]または[標準]を設定でさます。 

〇 フチ指定 

フチなし/フチありを設定でさます。 

-[フチなし]を選んだ場合、使用している用紙のサイズによっては、画像データと縦横の比率び異なるため、画 
像の一部び用紙に収まらないことびあります。 


0 写真補正 

[自動写真補正]を選ぶと、写真に最適な補正を自動的に行います。補正を 
行わない場合は[補正しない]を選びます。 

〇 赤目補正 

人物の目び赤く写った写真を補正して印刷できます。 

〇 曰付印刷 

写真に撮影曰の日付を付けて印刷できます。づ P . 己9 


用紙のサイズや種類、印刷品質、写真補正、フチ指定などの設定項目は保をされ、電源を入れ直してち次回カードモー 
ドを選んだとさにその設定び表示されます。 

各項目の組み合わせにより設定/印刷でさないとさには、設定でさない項目に d ) マークび表示されます。左のファン 
クションボタンを押して[エラー詳細]を選び、エラーの内容を確認して、設定し直してください。 
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写真選択画面で、左のファンクシヨンボタンの[メニュー]を選ぶと、いろいろなち法で写真を 
印刷することびでさます。また、写真を印刷するとさに使用でさる便利な機能わあります。詳し 
くは、『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 



. 一画面か5選べる機能について 




左のフアンクシヨンボタンを}甲す 


カードメニュー画面では、 [ DPOF 印刷]、[選んで文書印刷]、[選んで写真印刷]、[すべての写真を印刷]、 
[スライドショー]を選ぶことびでさます。 


• [ DPOF 印刷]、[スライドショー]については、『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 

[選んで文書印刷]については、「メモ IJ ーカード/ US 目フラッシュメモ U —の PDF ファイルを印刷する」 ( P .102) 
を参照してください。 

■すべての写真を印刷する 

[すべての写真を印刷]を選ぶと、メモ U —カードや US 目フラッシュメモ U —のすべての写真をまとめて印 
刷できます。また、指定した日付の範囲内に撮影した写真だけを印刷することもできます。 



曰付で写真を絞り込む 


印刷範囲 の指定 
自動で貼り付ける写真を 
「ずべての写真」か、「日付指 
定」しに写真かを、選びまず 


4 


感この 
2or 


2011/05/01 
J I 2011/05/02 I 
曰まで 



► 2011/05/02 
2011/05/03 
[2011/05/04 
2011/05/06 
2011/05/07 
2011/05/10 



I 写真を印刷してみよラ 


EP 刷したい日付の範囲を指定する 
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いろいろな機能を使ってみよう 


そのほかの便利な機能について 


カードメニュー画面で選択でさる機能のほかにわ、写真の表示方法や卜 US ング、写真補正や日付印刷など 
を指定でさます。 

詳しくは、『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 

■表示方法を変更する 



中央のフアンクシヨンボタンを}甲す 



_表示/モードを変更 

r > 標羣案示モード 
一覧表示モード 
スキップモード 
hUS ンヴ 



[標準表示 モード] 



1枚ずつ表示 


[一覧表71^モード] 



9枚ずつ表示 


[スキップモード] 



10枚単位、10日枚単位、 
撮影曰などでスキップ表示 


[トリミング] 



写真の一部を切り抜< 


■写真の一部を切り巧< 

卜 U ミング画面では、+— ボタンで卜 U ミングサイズを変更したり、▲▼イ►ボタンで卜 U ミング位置を変 
要でさます。 0 K ボタンを押すと、卜 U ミング結果を反映して、写真選択画面に戻ります。 



トリミング画面で 
印刷したい範囲を設定 
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いろいろな機能を使ってみよラ 


■写真を補正する 


田紙けイス'' L 判 

田紙種類化おゴールド 
印刷品質標準 

つす指巧 つすなし 

r 写真お正。自動写真補正 

亦日佛止 U け 


印刷設定画面で[写真補正]を 
[自動写真補正]に設定 



■撮影した曰付を付けて印刷する 



印刷設定画面で[曰付印刷]を 
[ ON ] に設定 



I 写真を印刷してみよラ 
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メモ IJ — 力ードをセットずる 


メモリーカードをセツトする前に 


本製品で使用でさるメモ U —カードと画像データはじ I 下のとおりです。 



デジタルカメラで撮影した画像データについて 


-デジタルカメラで動作び保証されていないメモ U —力ードに撮影/保をされている写真は、本製品で読み込めない場合 
やデータび破損する場合びあります。デジタルカメラで動作び保証されているメモ U —力ードについては、デジタルカ 
メラに付属の取扱説明書を参照して < ださい。 

• メモ IJ ー カードは、 DCFVer . l . 日/ 2. 日規格のデジタルカメラでフ オー マットしてくださし、パソコン固有のフ オー マツ 
卜には対応していません。 


カードス□ットに直接セツトできるメモリーカード： 



• SD/SDHC メモリーカード 
• マルチメディアカード 
• マルチメディアカードプラス 


• コンパクトフラッシュ （CF ) カード 
TYPE I /TYPE n (3.3V ) に対応 
• マイク□ドライブ 


• メモリースティック 

• メモリースティック PRO 

• メモリースティック Duo 

• メモリースティック PR 日 Duo 


カード アダプターを使用して セツ トずるメモリー カード： 



-じ(下のメモ U —カードは、必ず専用のカードアダプターに取り付けてからカードス□ットにセットしてください。カー 
ドアダプターに取り付けずに直接カードス□ットにセットすると、メモ U —カードび取り出せなくなる場合びあります。 
そのような場合は「困ったとさには」の「メモ U —カードび取り出せない」 （ P .188) を参照してください。 


麵蹈レ圆 

• mirHSD/miniSDHC カード*1 

• microSD/microSDHC 力ード*1 

/。のび A i 

1共四 

• xD-Picture 力ード*2 

• xD-Picture 力ード Type M *2/Type H *2 

醒和慰 

• RS-MMC *3 

• MMCmobile *3 

命の f 

• メモリースティックマイク □ *4 
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メモ IJ ーカードをセットする 


*1 専用の 「 SD カードアダプター」を使用してください。 

*2 別途 xD - Picture 力ード用コンパクトフラッシュカードアダプターをお買い求めください。 

推奨 xD-Picture Card アダプターに日1日年9月現在） 

富±フイルム株式会社製型番； DPC-CF 
*3 専用のカードアダプターを使用してください。 

*4 専用の Duo サイズアダプター、またはスタンダードサイズアダプターを使用してください。 

Ell 刷でをる画像データ： 

-本製品は DCF Ver . l .0/2.0 規格のデジタルカメラで撮影した画像データ （Exif ver .2.2/2.21/2.3 準 
拠 )、 TIFF (Exif ver .2.2/2.21/2.3 準拠)、および DPOF ( Ver . l . 日日準拠）に対応しています。その他 
の静止画 （ RAW 画像等）や動画は印刷でさません。 

-本製品で原稿種類を[写真]、データ形式を [ JPEG ] に設定してスキャンし、保存した画像データ（拡 
張テ r . jpgJ ) に対応しています。 


メモリーカードをセツトする 



• メモ IJ ーカードをカードス□ットにセットすると、カードス□ットのアクセスランプび点打します。このアクセスラン 
プび点滅しているとさは、メモ IJ ーカードの読み込みなどび行われていますので、カードス□ットの周りには触れない 
で < ださい。 


_ 

-[カード書き込み状態]を [US 巳接続 PC から可能]または [LAN 接続 PC から可能]に設定している場合は、本製品 
のパネル操作でメモ IJ ーカードから印刷したり、スキヤンしたデータをメモ IJ ーカードに保をしたりすることはでさま 
せん。本製品のカードス□ットをパソコンのメモ IJ ーカード用ドライブとして操作したあとは、メモ U —カードを抜さ、 
セットアップボタンを押してから[本体設定]^ [本体の基本設定]の順に選び、[カード書き込み状態]を [PC から 
書さ込み禁止]に設定してください。詳しくは、『ちっと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 

-メモ IJ ーカードに保をされている写真をパソコンで編集•加工したとさは、必ずパソコンから印刷してください。操作 
パネルから印刷を行うと、正しく印刷できないことびあります。 


1 > t 5 リ~力~1^を準偏すの _ 

「メモ U —カードをセットする前に」 （ P .6 日）を参照して、カードアダプターび必要なメモ U — 
カードは、専用のカードアダプターに取り付けます。 


I 写真を印刷してみよラ 
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メモ u —カードをセットする 


2 電源び入っていることを確認し、カードス□ットカバーを開ける 



3 メモリーカードを1枚だけセットする 

メモ U —カードの種類により、セットする位置び異なります。下のセット位置を参照しなびら、 
ラベル面を左に して力~ドス□ットにまっすぐ差し込んでください。 

メモ U —カードび正しくセットされると、アクセスランプ （ A ) び点打します。 

下記の*のメモ U —カードはカードアダプターに取り付けてから、カードス□ットにセツトして 
<ださい。 


をのス□ツトにセツトするメモリーカード 



N 

メモリースティック Duo 
メモ U— スティック PRO Duo 


メモリースティックマイク □ 

(Duo サイズアダプター装着）* 

_ J 


中央のス□ットにセツトするメモリーカード 
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メモ u —カードをセットする 


ちのス□ツトにセツトするメモリーカード 



-メモ U —カードはカードス□ットから少しはみ出した状態でセットされます。それじ(上は無理に押し込まないで 
ください。本製品やメモ U —力ードび破損するおそれびあります。 

• メモ U —カードの向さをよく確認して、カードス□ットにセットしてください。間違った向さで無理にセットす 
ると、本製品やメモ IJ 一力ードび破損するおそれびあります。 

-一度に複数のメモ U —カードをセツトしないでください。 


4 力ードス□ットカバーを閉じる 


メモリーカードを取り出す 



-カードス□ットをパソコン用メモ IJ ーカードドライブとして使用していた場合は、メモ IJ ーカードを本製品から取り出 
す施こパソコン側での取り出し操作び必要になります。 

- US 巳接続で Windows をご使用の場合は、 U ムーバブルディスクアイコンをちク U ックして[取り出し]を選んで取 
り出し操作を行ってください。[取り出し]び表示されない場合は、アクセスランプび点なしていることを確認し、 
カードを取り出してください。 

ネットワーク経由でカードス□ットをご使用の場合は、パソコン側の取り出し操作は必要ありません。 

- Macintosh をご使用の場合は、，アイコンを3ミ箱に捨ててください。 


\ 力—广乂□ツトカノ \—夕 I 用(ブる 

2 アクセスランプび点灯していることを確認して、力ードを取り出ず 

メモ U —カードをつまんで、まっすぐ引さ出します。 



-アクセスランプの点滅中は、メモ U —カードを取り出さないでください。ランプび点滅しているとさは、メモ 
U —カードからデータを読み込み/書さ込みしています。ランプの点滅中にメモ U —カードを取り出したり電源 
を切ったりすると、カードのデータび破損することびあります。 


3 力ードス□ットカバーを閉じる 


I 写真を印刷してみよラ 
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USB フラッシュメモ ij — をセットする 


US 目フラッシュメモリーをセットする 



USB フラッシュメモリーをセットする前に 

• ご使用の US 目フラッシュメモ U —び本製品のカメラ接続部に取り付けられない場合は、 US 目フラッシュメモ U —用延 
長ケーブルび必要なことびあります。電器店にてお買いホめください。 

-ご使用の US 目フラッシュメモ U —によっては動作の保証びでさない場合びあります。 

• セキュ U テイ設定びされている US 目フラッシュメモ U —は使用でさない場合びあります。 

-本製品で印刷でさるデータについては、「メモ U —カードをセットする前に」の「印刷でさる画像データ：」 （ P .61) を 
参照して < ださい。 


US 目フラッシュメモリーをセットする 

じ(下のイラストを参照しなびら、端テの向さに注意してまっすぐ差し込んでください。 



US 目フラッシュメモリーを取り外す 


1 データび読み込み/書き込み中でないことを確認する 

液晶モニターで動作び終了しているか確認します。 


-動作中は、 US 目フラッシュメモ U —を抜かないでください。また、動作中に電源を切らないでください。 


_ 

•セットした US 目フラッシュメモ U —にアクセスランプびある場合は、 US 目フラッシュメモ IJ 一の取扱説明書を 
参照して、データび読み込み/書さ込み中でないことを確認してください。 


2 USB フラッシュメモリーを取り外す 


USB フラッシュメモ U —をつまんで、まっすぐに取り外します。 
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コヒー してみよう 


EP 刷する用紙に合わせた拡大/縮ルや、2枚の原稿を1枚の用紙に収めるな 
ど、いろいろなコピー方法を選べます。 


コピーボタンを巧す 


原稿をセツトする 




設定を確認する 


コピーの 完成! 



カラー ボタンまたは 
モノク□ボタンを 
巧ずと 



ピーずる 


P .66 


設定を変更する‘ 


P.68 


いろいろなコピー機能を使ってみよ 


P .70 


そのほかの便利な機能について • 


P.71 


n ピ—してみよラ 
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コピー ずる 


ここでは A 4 サイズの書類を普通紙にコピーするち法について説明します。操作する際は、参照 
先のページに記載されている注意事項と操作ち法を確認してください。 



用意するらの 



コピーしたいちの 印刷用の用紙 

与「セツトでさる原稿について」与「使用でさる用紙について」 

(P.12 日） (P.116) 


1 コピーの準備をする 



n 電源び入つていることを確認する =>p.i 2 

Q コピーボタンを巧す 

コピー待機画面び表示されます。 

0 用紙をセットする =>P.108 

ここでは、カセットに A 4 サイズの普通紙びセットされて 
いることを確認します。 

_ 

• A4、 目己、 A 己、レターサイズの普通紙は、カセットにセット 
します。それじ(外の用紙は、後トレイにセットしてください。 


□ 排紙トレイをゆっくり手前に開く 



旦 原稿台ガラスまたは ADF (自動原稿給紙装置）に原稿 
をセットする =>P. 120 

原稿台ガラスに原稿をセットするときは、 コピ~したい面 
を下に して、図のように原稿位置合わせマーク（含！])に 
合わせます。 

原稿をセットしたあとは、原稿台カバーをゆっくり閉じて 
<ださい。 


-コピーでさる原稿の種類や条件、 ADF (自動原稿給紙装置) 
へのセツトのしかたについては、「原稿をセツトする」 (P.120) 
を参照してください。 

-色の薄いペンや堂光ペンで書かれた文字や線などは、正しくコ 
ピーでさない場合びあります。 
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コピーする 


2 コピーを開始する 



F E 


B 


面 




曰 

G 


画 

甲 

た 



因」 








A 


-C 


D 


^ 標準コピ- い 

RSS 4等倍（100%) ^|| 

濃度 0 I 

吊紙9イス'' A 4 

用紙種類 普通紙 

函設定終了 

詳細設定 


且 


n +— ボタン （ A ) でコピー部数を指定する 
且 ちのフアンクシヨンボタン （ B ) を巧して [ EP 刷設定] 
を選び、倍率、濃度、用紙サイズ、用紙種類などを設 
定する 

ここでは、倍率[等倍(100%)].濃度[0]、用紙サイ 
ズ [ A 4]、 用紙種類[普通紙]び設定されていることを確 
認します。 

設定内容を変更するには、▲▼ボタン （ C ) で変更したい 
項目を選び、イ►ボタン （ D ) で変更します。確認/変更 
び終了したら、 OK ボタンを押してコピー待機画面に戻り 
ON 9 〇 

^「設定画面の基本操作」 （ P .16)、 「設定を変更する」 
( P .68) 


• 中央のファンクシヨンボタン （ E ) を押すと、プレビュー画面 
で原稿台ガラスに置いた原稿の印刷イメージを確認することび 
でさます 。 ADF (自動原稿給紙装置）に原稿をセットした場 
合、プレビュー機能は使用でさません。 

^『もっと活用ガイド』（電子マニュアル） 

• 左のファンクシヨンボタン （ F ) を押して[コピーメニュー] 
を選ぶと、[フチなしコピー]など、いろいろなコピーび選べ 
ます。 =^ P .70 

B カラーコピーをする場合はカラーボタンを巧し、白黒 
コピーをする場合はモノク □ ボタンを巧す 

コピーび 開始されます。 

コピー終了後、原稿台ガラスまたは原稿排紙□から原稿を 
取り出してください。 


原稿の読み取りび終わるまで原稿台カバーを開けたり、セツトした原稿を動かさないでください。 
また、印刷中に原稿台カバーを開けた場合は、ゆっくり閉めてください。 


-原稿台ガラスに原稿を置いてコピーを開始した場合は、印刷中に次の原稿を原稿台ガラスにセットして続けてコ 
ピーでさます（コピー予約)。詳しくは、『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 

• コピーを中止するとさは、ストップボタンを押します。 

-コピーモードの待機画面でを、ファクスは受信されます。 


n ピ—してみよラ 
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コピーする 


設定を変更する 


コピー待機画面でちのファンクションボタンを押して[印刷設定]を選ぶと、コピーするときの用紙サイズ 
や用紙種類、印刷品質など、印刷設定を変更することびでさます。 

設定方法については、「設定画面の基本操作」 ( P .16) を参照して<ださい。 

また、設定の詳細については、『ちっと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 


標準 コピー 


標準コピー 


情率 
濃度 
巧紙9イス'' 
用紙種類 


ろ等倍(100%) 
0 

A4 
普通紙 


〇 

百 


画設定お了 


〇 

〇 


詳細設定 


印刷品質 標準 

両面設定 しなし、 

レイアウト なし 

精向さ _ 。縦 

函設定終了 


-0 

万 


〇 

〇 


〇 倍率 

:拡大/縮ルの方法を設定します。[47日/〇 A 4 一はびさ]、[70% A 4- A 5] 
など、用紙サイズを選んで倍率を設定することちでさます。拡大/縮ルせず 
にコピーするとさは、[等倍(100%)]を選びます。 

ちのファンクションボタンで[詳細設定]を選ぶと、]%単位で倍率を変更 
でさます（[自動変倍]を除く）。 

©濃度 

:原稿を濃く/薄くコピーしたいとさなどに、コピーの濃度を任意に設定でさ 
ます。[オート]を選ぶと原稿に合わせて自動で調整でさます。 

ただし、[才ート]に設定した場合 、 ADF (自動原稿給紙装置）からコピー 
でさません。 

©用紙 サイズ 

: [ A 4] や旧引など、印刷したい用紙のサイズを選びます。 

〇 用紙種類 

:[普通紙]や[光沢ゴールド]など、印刷したい用紙の種類を選びます。 

-用紙のサイズや用紙の種類を正しく設定しないと、給紙箇所び違ったり、正しい印刷品質で印刷されない場合 
びあります。与「用紙のセット位置について」 ( P .108) 


0 印刷品質 

:[標準]や[されい]など、コピーしたい原稿に合わせて印刷品質を選びま 
す。選べる印刷品質は、[用紙種類]で指定した用紙により異なります。 

© 両面設定 

:片面原稿を両面に、両面原稿を片面または両面に印刷することびでさます。 
[片面から両面印刷]または[両面から片面印刷]、[両面から両面印刷]の 
いずれかを選んだあと、ちのファンクションボタンで[詳細設定]を選ぶと、 
両面原稿または両面印刷する用紙のとじち向を選ぶことびでさます。 

〇 レイアウト 

:に ini コピー]、 [4 inl コピ ー] から、印刷したいレイアウトを選びます。 
今 「し巧いろなコピー機能を使ってみよう」 ( P .70) 

〇 原稿向さ 

:[縦]向さと[横]向さから、コピーしたい原稿の向きを選びます。 
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コピーする 



-[両面設定]で[片面から両面印刷]または[両面から片面印刷]、[両面から両面印刷]のいずれかを設定した場合は、 
[用紙サイズ]で [ A 4] または[レターサイズ]、[用紙種類]で[普通紙]を選んでください。 


-レイアウトでに in ] コピー]、 [4 in ] コピ ー] を設定した場合は、[用紙サイズ]で [ A 4] または[レターサイズ] 
を選んでください。 

-コピーメニューで[フチなしコピ ー] を選んだ場合は、[用紙サイズ]で [ A 4]、[ L 判]、に L 判]、[はびき]、 [ KG ]、 
[名刺]、[レターサイズ]のいずれかを選び、[用紙種類]で[普通紙]外を選んでください。また 、 ADF (自動原稿 
給紙装置）にセットした原稿は、フチなしコピーでさません。原稿台ガラスにセットしてください。 

• フチなしでコピーした場合、画像を用紙サイズより拡大して印刷するため、画像の周囲びわずかに欠けます。 

-用紙のサイズや種類、印刷品質、自動濃度調整などの設定項目は保をされ、電源を入れ直してを次回コピーモードを選 
んだとさにその設定び表示されます。 

-各項目の組み合わせにより設定/印刷でさないとさには、設定でさない項目に①マークび表示されます。左のファン 
クシヨンボタンを押して[エラー詳細]を選び、エラーの内容を確認して、設定し直してください。 

-用紙の種類び[普通紙]の場合で、[はやい]を選んで思ったような品質で印刷でさないとさは、[標準]または[され 
し、]を選んで、ちラー度印刷してみてください。 


n ピ—してみよラ 
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いろいろなコピー機能を使ってみよラ 


コピー待機画面で、左のフアンクシヨンボタンの[コピーメニュー]を選ぶと、フチなしでコピー 
することや、ページ順にコピーすることびでさます。詳しくは、『もっと活用ガイド』（電子マニュ 
アル）を参照してください。 



左のフアンクシヨンボタンを}甲す 



フチなしコピー 


画像のまわリに、余白なしで 
用紙を化に コピーで さまず 

画巧定 




[ページ順にコピ ー] 



_ 

-コピーメニューの[写真焼さ増し]については、「写真を焼さ増ししてみよラ」 ( P .73) を参照してください。 
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いろいろなコピー機能を使ってみよラ 


そのほかの便利な機能について 


■1 枚の用紙に2ページ、4ページの原稿を印刷する 

[印刷設定]の[レイアウト]で、に ini コピー]または [4 in ] コピ ー] を選ぶと、図のようにコピーでき 
よ9 〇 



1—— 

ス 

3—— 

4 

分 





に ini コピ ー] 


宗 

2三 


4三 


[4 inl コピ ー] 


■片面原稿を両面に、両面原稿を片面または両面に印刷する 

[印刷設定]の[両面設定]で、[片面から両面印刷]または[両面から片面印刷]、[両面から両面印刷]の 
いずれかを選ぶと、図のようにコピーでさます。 

両面原稿または両面印刷する用紙のとじ方向を変更するとさは、ちのファンクションボタンで[詳細設定] 
を選んでください。 




[両面から両面 EP 刷] 


[両面から片面 EP 刷] 



[片面から両面 EP 刷] 
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写真を焼を増ししてみよう 



プリント写真を読み取^、読み取ったすべての写真を印刷でさます。 


コピーボタンを巧す 




ィ 

户 

V 

〇 

參 J 


コピ ーメニユーの 
[写真焼き増し]を選ぶ 


写真をセツトして 
スキヤンずる 



印刷の設定をする 


面紙けイス''判 
田紙種類光巧ゴールド 
印刷品質標準 
スすす号車フチなし 
コピー 開始 


焼さ増しの完成! 


カラー ボタンまたは 
モノク□ボタンを 
巧すと 



プリント写真か5巧刷ずる 


P .74 
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プ ij ント写真か 6 印刷する 


プ U ント写真を焼さ増ししてみましよう。 
ここでは、プ U ント写真をスキヤンして、 L 判 
サイズの写真用紙に印刷するち法について説 
明します。 



. 写真焼さ増しでスキャンした画像は、保をでさません。 
スキャンした画像をパソコンやメモ U —カード 、 USB 
フラッシュメモ U —に保をする場合は、『もっと活用ガ 
イド』（電子マニュアル）を参照してください。 


2 写真を原稿台ガラスにセットし、ス 
丰ャンずる_ 

D 原稿台カバーを開ける 

且 スキャンしたい面を下に して写真を原稿台 
ガラスにセットする => P .121 

E 判や L 判は4枚、 2 L 判やはびさは2枚まで 
セツトでさます。 


了 1日 mm 



1 0 mm 



1 0 mm 1 0 mm 


用意ずるらの 




印刷用の写真用紙 
^「使用でをる用紙につい 
て」 （ P .116) 


1 写真焼き増しの準備をずる 

n 電源び入っていることを確認する => p . i 2 

且 コピーボタンを巧す 

コピー待機画面び表示されます。 

0 用紙をセットする => P .108 

ここでは、 L 判サイズの写真用紙を後トレイに 
セットします。 

□ 排紙トレイをゆっくり手前に開く 
旦 左のフアンクシヨンボタンを巧してロピー 
メニユ ー] を選び、酉真焼き増し]を選ぶ 
回 説明画面が表示されたら、 0 K ボタンを巧す 


_ 

- ADF (自動原稿給紙装置）では、写真焼さ増し 
印刷はでさません。必ず原稿台ガラスに写真を 
セットして < ださい。 

• 写真は原稿台ガラスと平行になるよラに、原稿台 
ガラスの端から] 0 mm じ(上あけてセットしてく 
ださい。 

. 写真び2枚！;(上ある場合は、写真と写真の間隔を 
上あけてください。写真と写真の間隔 
び狭いと、 ] つの画像としてスキャンされる場合 
びあります。 

-傾き補正機能により、約 I 日度までの傾きは自動 
的に補正されます。 

-長い辺び約] 80 mml ソ上の写真の傾さは補正で 
さません。 

• 約2已 mm 四方より小さい写真は正しくスキャン 
でさません。 

• 次のような写真は、正しくスキャンでさない場合 
びあります。 

一長ち形!;!外の変形した写真（いろいろな形に切 
り抜いた写真など） 

一全体び白っぽい写真 
一周囲び白っぽい写真 


• フチのある写真はフチの部分を正しくスキヤンで 
さない場合びあります。 
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プ u ント写真から印刷する 


0 原稿台カバーをゆっくり閉じ、 0 K ボタンを 
巧す 

スキヤンび開始され、スキヤンび終了すると 
印刷確認画面び表示されます。 


• 印刷前に写真を再度スキャンするため、印刷び終 
了するまでは原稿台カバーを開けたり、セットし 
た写真を動かしたりしないで<ださい。 


3 印刷を開始ずる _ 

n 中央のフアンクシヨンボタンを巧す 



凸 


旧 


スキャンした写真のプレビュー表示画面び表 
示されます。 

且イ ►ボタンで、スキャンした写真を確認 
し、 0 K ボタンを巧す 

_ 

-写真の左上にび表示されている場合は、正し 
くスキャンでさなかった可能性びあります。[戻 
る]ボタンを押し、手順 2 の操作にしたびって、 
再度スキヤンしてください。 


B 用紙のサイズや種類、 EP 刷品質などを確認 
する 

ここでは、用紙サイズに [ L 判]、用紙種類に 
セットした写真用紙び設定されていることを 
確認します。 

設定内容を変更するには、▲▼ボタンで変更 
したい項目を選び、イ►ボタンで変更します。 
与「設定を変更する」 （ P . 己 6) 


_ 

-印刷設定画面の[写真補正]で[自動写真補正] 
を選ぶと、写真に最適な補正を自動的に行います。 
詳しくは、『もっと活用ガイド』（電子マニュアル) 
を参照して < ださい。 


凸 + — ボタンで印刷部数を指定する 

印刷に必要な用紙の枚数を確認してください。 

B カラーで 印刷する場合は カラー ボタンを巧 
し、白黒で印刷する場合はモノク□ボタン 
を巧す 

印刷び開始されます。 

印刷終了後、原稿台ガラスから写真を取り出 
して < ださい。 

_ 

-印刷を中止するとさは、ストップボタンを押します。 

• 印刷中、傾さ補正機能で補正でさない画像びあると、 
印刷を確認するメッセージび表示されます。 

写真をスキャンし直す場合は、[いいえ]を選びます。 

• 印刷び終わると、手順 2 の画面に戻り、続けて写真の 
焼さ増しを行えます。 

-印刷終了後、コピーボタンを押すと[写真焼き増し] 
を終了してコピー待機画面に戻ります。 


I 写真を焼を増ししてみよラ 
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ス夺ヤンしてみよつ 


スキャンしたデータは、/くソコンに保存/転送して付属のアプリケーシヨン 
ソフトを使って編集グ加工したり、本製品に取り付けた US 目フラッシュメ 
モリーやメモリ户カードに保存することがでさます。 


パソコンと接続する 


スキャンボタンを押す 


保存/転送先を選ぶ 





スキヤンの完了 


n バソコン 

□-カル ( USB 接続） 

fe 稳種穎 * おまかせスキトン*)1 


应]应]読み取り開始 
保を/お送先や I 読取設定 




ンしたデータをパソコンに保存ずる 


いろいろなス丰ヤン機能を使ってみよう 


P.78 


操作パネルを使ったスキャンの準備 . P .78 

パソコンに保存する操作 . P .79 

設定を変更する . P .81 


P.82 


スキヤンしてみよ/つ 
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スキヤンしたデータをパソコンに巧をずる 


スキヤンしたデータを US 目接続またはネット 
ワークに接続してあるパソコンに保存/転送す 
ることびでさます。 

ここでは、[おまかせスキヤン]で、原稿の種 
類を自動判別し 、 MP Navigator EX (エム 
ピー.ナビゲーター-イーエックス）の設定 
にしたびって、スキヤンしたデータを US 目接 
続のパソコンに保存するち法について説明し 
ます。 

スキヤンしたデータをメモ IJ ーカードや USB 
フラッシュメ fU —に保存するち法や、パソコ 
ン側からスキヤンするち法については、『もっ 
と活用ガイド』（電子マニュアル）を参照して 
ください。 



-データの破損または消失については、本製品の保証期 
間内であってち、理由の如何にかかわらず、弊社では一 
切の責任を負いかねます。あらかじめご了承ください。 


_ 

-[おまかせスキャン]は、スキャンしたデータの保を/ 
転送先び USB 接続のパソコンの場合のみ選ぶことびで 
さます。 

-[おまかせスキャン]で判別でさる原稿の種類は、写真、 
はびき、名刺、雑誌、新聞、文書、ディスク旧 D / 
DVD / CD など）です。その他の原稿は、原稿種類から 
[文書]または[写真]を選び、読取サイズを指定して 
スキャンしてください。詳しくは、『もっと活用ガイド』 
(電子マニュアル）を参照してください。 


操作ノ くネルを使つたス夺ヤンの準備 


原稿をスキャンする前に、次のことを確認してくだ 
さい。 

• ソフトウェア （ MP ドライバーと MP Navigator 
EX ) はインス!-ールされていますか？ 

ソフトウェアをインス I -ールしていなかったり、 
削除した場合は、『セットアップ CD - R 日 M 』 で 
[選んでインス!-ール]から [ MP ドライバー] 
と [MP Navigator EX ] を選んでインス! -- ル 
しよ9 〇 


-[おまかせスキャン]でスキャンしたデータの保 
存方法を MP Navigator EX で設定しましたか？ 
操作パネルを使用して[おまかせスキャン]でパ 
ソコンに保存するとさの保存方法は MP 
Navigator EX の[環境設定]で設定することび 
できます。詳しくは、『もっと活用ガイド』（電子 
マニュアル）を参照してください。 

• スキャンする原稿は、原稿台ガラスまたは ADF 
(自動原稿給紙装置）にセットでさる原稿の条件 
に合っていますか？ 

詳しくは、「セットできる原稿について」 （ P .12 己） 
を参照してください。 

本製品を USB で接続している場含 

本製品とパソコンび USB ケーブルでしっかり接続 
されていることを確認してください。 

本製品をネットワークに接続している場含 

ネットワークに接続しているパソコンを使用する場 
合は、次のことを確認してください。 


-本製品とパソコンび正しくネットワークに接続さ 
れていることを確認してください。 

• I」 Network Scanner Selector EX (アイジェ 
イ•ネットワーク-スキャナー-セレクター- 
イーエッ クス） び起動していますか？ 

• IJ Network Scanner Selector EX の設定画面 
で本製品び選択されていますか？ 

-本製品とパソコンび正しくネットワークに接続さ 
れていることを確認してください。 

• [システム環境設定]の[アカウント]の[□グ 
イン項目]に 、 IJ Network Scanner Selector 
EX び登録されていますか？ 

• IJ Network Scanner Selector EX の設定画面 
で本製品び選択されていますか？ 

• I」 Network Scanner Selector EX のメニュ ー 
の[環境設定]で、[操作パネルからのスキャン 
を有効にする]にチェックマークは付いています 
か？ 

詳しくは、『ちっと活用ガイド』（電子マニュアル） 

のネットワーク環境でスキャンするとさの説明を参 

照して < ださい。 
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スキヤンしたデータをパソコンに保をする 


パソコンに保存ずる操作 


ス丰ヤン操作を選ぶ 


D 本製品の電源が入っていることを確認する 
^P.12 

且 スキャンボタンを巧す 

前回、同じパソコンを保存先に指定してスキャ 
ンを行っている場合は、手順 旦に 進みます。 

B イ►ボタンで[パソコン] < を選び、 0 K 
ボタンを巧す 

ノ くソコンを選択する画面び表示されます。 

本製品で読み取ったデータは、パソコンに保 
存するじ1外にち、メモ U —カードや USB フ 
ラッシュメモ U — に保存したり、パソコンで 
設定されているメールに添付したりすること 
びでさます。詳しくは、『もっと活用ガイド』 
(電子マニュアル）を参照してください。 

凸 保存/転送先のパソコンを選び、 0 K ボタ 
ンを巧す 

ここでは、[□一カル （ USB 接続）]を選び 
よ9 〇 




• ネットワーク接続の場合は、一覽に表示されて 
いるパソコン名から保を/転送先を選んでくだ 
さい。ただし、ネットワーク接続されているパ 
ソコンを選ぶと、手順 0 で[おまかせスキヤン] 
は表示されません。 

0 原稿種類を選ぶ 

ここでは、[おまかせスキヤン]を選びます。 


証^^^^^^^^^^ 


应]应]読み取り開始 
保を/転送をか読取設定 




保を/転送先を変更する場合は、左のファンク 
シヨンボタンを押して[保を/転送先]を選んで 
<ださい。 

原稿種類は[おまかせスキヤン]のほかに、[文 
書]と[写真]びあります。 

原稿種類から[文書]や[写真]を選ぶと、ちの 
ファンクシヨンボタンの[読取設定]で設定した、 
読取サイズ、データ形式、解像度でパソコンに保 
を/転送でさます。[おまかせスキヤン]では、 
[ADF 原稿向き]、 [ADF 両面読取]のみ設定で 
さます。 =^P.81 


2 原稿台ガラスまたは ADF (自動原 
稿給紙装置)に原稿をセットずる 
与 P .120 

セットでさる原稿の種類やサイズについては、 
「セットできる原稿について」 （ P .12 己）を参照し 
て < ださい。 




原稿種類から[文書]や[写真]を選んだとさには、 
ちのフアンクシヨンボタンを押して[読取設定]を選 
び、[読取サイズ]で読み取る原稿のサイズを選んで 
<ださい。 

与 「設定を変更する」 (P.81) 

色の薄いペンや堂光ペンで書かれた文字や線などは、 
正しくスキヤンでさない場合びあります。 


スキヤンしてみよ/つ 
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スキヤンしたデータをパソコンに保をする 


3 カラーボタンまたはモノク□ボタ 
ンを押して、ス丰ャンを開始ずる 

MP Navigator EX び起動し、スキャンされた原 
稿び MP Navigator EX の設定にしたびってパソ 
コンに保存されます。 

スキャン中は、「原稿を読み取っています」という 
メッセージび表示されます。 

原稿台ガラスに原稿をセットしたとさには、原稿 
種類び写真か文書かを自動で判別し 、 MP 
Navigator EX の設定 （ JPEG / Exif 、 TIFF 形式、 
PDF ファイル）にしたびって、 ] ファイルずつパ 
ソコンに保存します。 

ADF (自動原稿給紙装置）に原稿をセットしたと 
さには、文書と判断してパソコンに保存します。 
MP Navigator EX の設定で PDF ファイルび指定 
されているとさには、セットしたすべての原稿を 
1つのファイルとして保存します。 


スキャン終了後、原稿台ガラスまたは原稿排紙 □ 
から原稿を取り出してください。 



• 動作中に電源を切らないでください。 


• パソコンに本製品を接続して画像をスキヤンしている 
とさに、 US 巳ケーブルまたは LAN ケーブルを抜さ差 
ししないで < ださい。 

-スキャンび終わるまで原稿台カバーを開けたり、セツ 
卜した原稿を動かさないでください。 



-原稿の種類によって画像の位置やサイズび正しくス 
キャンでさない場合びあります。そのようなとさは、 
原稿種類で[文書]または[写真]を選び、「設定を 
変更する」 ( P .81) を参照して、[読取サイズ]など 
を実際の原稿に合わせてスキャンしてください。 

• スキャンモードでデータ形式を [ PDA または[高 
圧縮 PDA で保をしたデータや 、 MP Navigator 
EX で PDF 形式で保存したデータは、カードモードの 
メニューから[選んで文書印刷]を選んで、印刷する 
ことびでさます。 

詳しくは、『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）を 
参照してください。 

- ADF (自動原稿給紙装置）から両面原稿を読み取る 
とさの原稿の排紙ち法を指定でさます。ページ順に排 
紙するか、裏表逆に排紙してスキャン速度を優先する 
かを、選択でさます。 

セットアップメニューの[本体設定]から[本体の基 
本設定]を選び、[両面原稿の排紙設定]で設定して 
<ださい。 

プログラム選択画面び表示されたときには 

-手順 3 のあとでプ□グラムの選択画面び表示される場 
合びあります。 

その場合は 、 [MP Navigator EX Ver 4.1] を選ん 
で [0 K ] ボタンをク U ックしてください。 

プ□グラム選択画面を表示させずに 、 MP Navigator 
EX を自動で起動するには、1ソ下の操作にしたびって 
<ださい。 

-Windows 7または Windows Vista をご使用の場 
合は、「困ったとさには」の 「 Windows をご使用 
のちへ」 （ P .187) を参照してください。 
-Windows XP をご使用の場合は、プ□グラムの選 
択画面で、起動するアプ IJ ケーシヨンソフトに [MP 
Navigator EX Ver 4.1] を指定して、[この動作に 
は常にこのプ□グラムを使う]にチェックマークを 
付け、 [0 K ] ボタンをク U ックしてください。 
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スキヤンしたデータをパソコンに保をする 


〇 原稿の裏写り低減*2 

:文字原稿の裏写りや、再生紙、新聞などの下地の色を軽減します。 

©モアレ 低減* 2 

:スキャンする原稿に濃淡のむらや搞模様などのモアレびある場合、モアレを 
低減してスキャンします。 

© 輪郭強調 

:ぼやけた画像をスキャンするとさに、輪郭を強調してシャープな印象の画像 
に調整します。 


*1 [原稿種類]で[写真]を選んだとさは、[マルチク□ップ]を選択でさ、原稿台ガラスに複数枚の写真を置いてち、 ] 枚]枚の写 
真として読み取ることびでさます。 

*2 [原稿種類]で[写真]を選んだとさは、設定でさません。 

*3 [原稿種類]で[おまかせスキャン]を選んだときは、 [ ADF 原稿向き]、 [ ADF 両面読取]のみ設定できます。 

_ 

-[保を/転送先]で[パソコン]1；(外を選んだ場合、表示される設定項目び異なります。詳しくは、『もっと活用ガイド』 
(電子マニュアル）を参照してください。 


[原稿種類]を[文書]または[写真]に設定した場合、スキャン待機画面でちのファンクションボタンを押 
して[読取設定]を選ぶと、スキャンするとさの読取サイズやデータの形式、解像度など、読取設定を変更 
することびでさます。 

設定ち法については、「設定画面の基本操作」 ( P .16) を参照してください。 


ここでは、[原稿種類]で[文書]を選んだとさに表示される設定項目について説明します。 




〇 読取サイズ*^ 

: [ A 4] や [ L 判]など、スキャンする原稿の読み取りサイズを選びます。 
[オートク□ップ]を選ぶと、自動で原稿のサイズを判別します。 

0 データ形式 

: [ PDF ]、 [高圧縮 PDF ]、[ TIFF ]、[ JPEG ] など、スキャンした画像のデー 
夕形式を選びます。 

© 解像度 

:原稿を読み取るとさの解像度を選びます。設定でさる解像度は、 75 dpi / 
I 50 dpi / 300 dpi / 600 dpi です。 

〇 プレビユー 

:保存/転送先を[メモ U —カード]または [ USB メモ U —]に設定したと 
さに、原稿台ガラスに置いた原稿のスキャンイメージを液晶モニターに表示 
させることびでさます。 

© ADF 原稿向き*2つ 

: ADF (自動原稿給紙装置）から原稿を読み取るとさの原稿の向さ（[縦]ま 
たは[横])を選びます。 

©八0ド両面読取*2*3 

: ADF (自動原稿給紙装置）にセットした原稿の両面を読み取るかどうかを選 
びます。原稿の両面を読み取るとさは[する]を、片面のみを読み取るとさ 
は[しない]を選びます。[する]を選んだ場合は、ちのファンクシヨンボ 


タンで[詳細設定]を選ぶと、両面原稿のとじ方向を選ぶことびでさます。 


n パソコン 

□一カル ( USB 接続） 

ADF 兩面読取 しなし、 

原精の裏写 L 」 ほ减 OFF H 

モ アレ低減 _ OFF j 

[^郭強調 _ 。〇 FF が! ! 

函設定終了 


n パソコン 

□—カル ( USB 接撤 



ADF 両面読取 しない 

原精の裏写 y ほ减 OFF 


モアレほ减 OFF 

函設定終了 


n パソコン 

□-カル ( USB 接締 

I 読取 9 イス'' <4 A 4 
r - 夕おす PDF 

解像度 .300 dpi 

フレじユー OFF 

函設定終了 


設定を変更する 


スキヤンしてみよ5 
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いろいろなスキヤン機能を ffi つてみよラ 


スキャン待機画面で、左のフアンクシヨンボタンを押して[保存/転送先]を選ぶと、スキャンし 
たデータをパソコンに保存でさるほかに、本製品にセットしたメモ U —カードや US 目フラッシュ 
メ fU —に保存したり、パソコンから送信するメールに添付することびでさます。 

詳しくは、『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 


ppfe パソコン 

□-カル ( USB 接続） 

fe 憶種穎みおまかせスキトン <61 


り開始 

保を/転送先か 読取設定 


左のフ^ンクションボタンを巧す 



USB 乂モリー 
読み取ったデータを 
USB 乂モ U —にな巧でさまず 

画巧定 


スキヤンした原稿の保を/乾送先 
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J た/コンか SEP 刷してみよ5 


ここでは、文書や写真などをパソコンか 5 EP 刷する方法について説明してい 
On 9 〇 

付属のソフトウエア Easy-PhotoPrint EX (イージー•フオトプリント- 
イーエックス） を使うと、デジタルカメラで撮った写真をかんたんな操作で 
印刷することがでさます。 


Solution Menu EX を 
起動する 


H 卜 ■ 

n hlEruEK ^ 


Easy-PhotoPrint EX を 
起動ずる 


写真を選ぶ 



用紙/サイズを選ぶ 


レイアウトを選ぶ 


写真の完成！ 


印刷 



Easy-PhotoPrint EX のいろいろな機能を使ってみよう . P .87 

Mac OSXv.l 0.6 .x または Mac OSXv.l 0.5. x の場合 . P .91 

MacOSXv .10.4.11 の場合 . P .93 

Solution Menu EX について . P .96 

Easy-WebPrint EX について . P .99 


■••'一'一". 


巧ミな.•ぶで:;;; W 〜 


— 

口 □ □ □ U □ 

□ 

□ □ つ U 

■■ W …一巧,-. 


こアを起動ずる . P .96 


こブぺージを巧刷する （ Easy-WebPrintEX を使う） … P.95 


文書を印刷ずる ( Macintosh ) 


P .91 


文書を印刷ずる （ Windows ) 


P .88 


写真を印刷ずる （ Easy-PhotoPrint EX を使う）…… P .84 


八ソ n ンか5印刷してみよラ 
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写真を EP 刷する （ Easy-PhotoPrint EX を巧う) 


付属のソフトウェア Easy-PhotoPrint EX (イージ ー• フォトプ U ント*イーエックス）を使つ 
て、パソコンに保存されている画像データを印刷してみましよう。 

ここでは、 L 判サイズの写真用紙に、画像をフチなしで印刷するち法について説明します。詳しく 
は、『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 



• Windows の画面を例に説明していますび、 Macintosh でも操作ち法は同じです。 

• Easy-PhotoPrint EX をインス!ルしていなかったり、削除した場合は、『セットアップ CD-R 日 M 』 で[選んでイン 
ス I ル]から [ Easy-PhotoPrint EX ] を選んでインス!ルします。 



印刷の準備をする 



n 本製品の電源び入っていることを確認する => p . i 2 

且 用紙をセットする => P . 108 

ここでは、 L 判サイズの写真用紙を後トレイにセットし 
よ9 〇 

_ 

. A 4 サイズの普通紙はカセットに、それ(外の写真用紙などは 
後トレイにセットします。 


B 排紙トレイをゆっくり手前に開く 


2 


Solution Menu EX か5 Easy-PhotoPrint EX を起動する 



D Solution Menu EX (ソ リユー シ ヨン •メニ ユー•イー 
エ ッ クス） を起動する => P .98 

且 [フォトプリント]メニューの[写真印刷]^をク 
リックする 

Easy-PhotoPrint EX び起動し、[写真印刷]の画面び表 
示されます。 

_ 

-写真印刷のほかにを、アルバムやカレンダーを作成することび 
でさます。 

与 Easy-PhotoPrint EX のいろいろな機能を使ってみよう」 
( P .87) 
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写真を印刷する ( Easy-PhotoPrint EX を使う) 


3 印刷する写真を選ぶ _ 

画像が保存されているフオルダーを選ぶ 
E 口刷する画像をクリックする 

枚数び [1] と表示され、[選択画像]エ U ア （ A ) に選ん 
だ画像び表示されます。複数の画像を同時に選ぶことびで 
さます。 

_ 

-同じ画像を2枚！;(上印刷したい場合は、囚ボタンをク U ック 
して枚数を変更します。 

-選んだ画像を取り消すには、[選択画像]エ IJ ア （ A ) で取り 
消したい画像をク IJ ックしてから、画]ボタン 旧） をク U ッ 
クします。因ボタンで枚数を[日]にしても取り消すことびで 
さます。 

-選んだ画像の補正や加工を行うことちでさます。詳しくは、 
『ちっと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 

. 動画から画像を切り出して印刷することちでさます。 

与 FEasy-PhotoPrint EX のいろいろな機能を使ってみよう」 
( P .87) 


B [用紙選択]をクリックする 

4 用紙を選ぶ _ 

n [プリンター]でご使用の製品名が選ばれていることを 
確認する 

且 [給紙方法]で[自動選択]び選ばれていることを確認 
する 


•そのほかの給紙ち法については、『をつと活用ガイド』（電テマ 
ニュアル）を参照してください。 


B [用紙サイズ]と[用紙の種類]で、 EP 刷したい用紙を 
選ぶ 

ここでは、[用紙サイズ]で [ L 判]、[用紙の種類]でセツ 
卜した写真用紙の種類を選びます。 

_ 

-給紙ち法で[自動選択]び設定されていると、 A 4 サイズの普 
通紙を指定したとさにはカセツトから給紙され、それ！;(外の写 
真用紙などを指定したとさには、後トレイから給紙されます。 
用紙サイズと用紙の種類を間違えると、給紙箇所び違ったり、 
正しい印刷品質で印刷されない場合びあります。 


□ [レイアウト/巧刷]をクリックする 


D 


凸- 

B< 


旦 


4i 巧巧ち 萬 田田- Canon Easy-PhotoPrint EX 

■ ■ 


S ち印 91 1 

離福窝；蘇な 

话なぞ进巧 b ます。 

Exiiriial 

1① 函が fi 1 

因デジタルカ?(^バ；0^ダク 

■ ■ ，■输 は法： 1白《 

シか -赫- . 


1②—用ぁ a *? 

[③レイアウト/ ena f 

ソ 

' ^ _ 

〇 □日 □ □ 

削 2L 判 KG 1郎き铺1| 

□ 

□ 

■ 1 な7 1 

凸日□り □ 

气哪巧 ブラ贊茹ード liT 獅識城!卜 



パソ n ンか5印刷してみよラ 
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写真を印刷する （ Easy-PhotoPrint EX を使う) 


5 レイアウトを選び、印刷する 

D 写真のレイアウトを選ぶ 

ここでは[フチなし]面]を選びます。 

選んだレイアウトでプレビューび表示され、印刷結果び確 
認でさます。 

_ 

-写真の向さを変更したり、一部分だけを切り抜いて（卜 IJ ミン 
グ）印刷したりすることびでさます。操作ち法については、 
『をつと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 


且 [ EP 刷]をクリックする 





-印刷中に本製品のストップボタンを押すか、プ IJ ンター状態の確認画面の[印刷中止]ボタンをク U ックする 
と、印刷を中止でさます。印刷中止後は、白紙び排紙されることびあります。 

プ IJ ンター状態の確認画面は、タスクノく一上のプ IJ ンターのアイコンをク U ックして表示します。 

Windows Vista または Windows XP をご使用の場合は、タスクバー上のに anon (ご使用の製品名） Printer ] 
をク U ックして表示します。 


- Dock 内にあるプ IJ ンターのアイコンをク U ックすると、印刷状況を確認するダイア□グび表示されます。 

-印刷状況の IJ ストで文書を選んで梢 U 除]をク U ックすると、その文書の印刷を中止でさます。[保留]をク 
IJ ックすると、その文書の印刷を一時停止でさます。また、[プ U ンタを一時停止](または[ジョブを停止]) 
をク IJ ックすると、 U ストにあるすベての印刷を一時停止でさます。印刷中止後は、白紙び排紙されることびあ 
ります。 
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写真を印刷する ( Easy-PhotoPrint EX を使う） 


Easy-PhotoPrint EX のいろいろな機能を使ってみよう 


Easy-PhotoPrint EX で使える便利な機能の一部を紹介しています。詳しくは、『もっと活用ガイド』（電子 
マニュアル）を参照してください。 

いろいろなオリジナルアイテムを作成ずる 

撮った写真を活用してアルバムやカレンダーなどを作成することびでさます。 



面 i 



[アルバム] 


[名刺] 


[カレンダー] 


綱 


[シール] 



[レイアウト EP 刷] 


動画から静止画を作成する 

動画の一部を切り出して、静止画を作成することびでさます。 
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义書を印刷ずる ( Windows ) 


ここでは、 A 4 サイズの書類を普通紙に印刷するち法について説明します。詳しくは、『もっと活 
用ガイド』（電モマニュアル）を参照してください。 

_ 

-ご使用のアプ U ケーシヨンソフトによっては、操作び異なる場合びあります。詳しい操作ち法については、ご使用のア 
プ U ケーシヨンソフトの取扱説明書を参照してください。 

• ここでは 、 Windows 7 operating system Home Premium 化がき 、 Windows 7) をご使用の場合に表示される画 
面を基本に説明しています。 

-プ IJ ンタードライバーは、 MP ドライバーに含まれています。 


1 本製品の電源び入っていることを確認する ^ P . l 2 _ 

2 用紙をセットする与 P . 108 _ 

ここでは、カセットに A 4 サイズの普通紙びセットされていることを確認します。 

_ 

• A 4、 目己、 A 己、レターサイズの普通紙はカセットに、それ外の写真用紙などは後トレイにセットします。 


3 排紙トレイをゆっくり手前に開く _ 

4 アプリケーションソフトで原稿を作成(または表示)ずる _ 

5 プリンタードライバーの設定画面を開く _ 

〇 アプリケーションソフトの[ファイル]メニューまた 
はツールバーか5 [ EP 刷]を選ぶ 

[印刷]ダイア□グび表示されます。 

且 ご使用の製品名が選ばれていることを確認する 

_ 

-別の製品名び選ばれている場合は、ご使用の製品名をク U ック 
して < ださい。 


B [詳細設定](または[プ□パティ])ボタンをクリック 
する 
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文書を印刷する ( Windows ) 


6 印刷に必要な設定をする _ 

n [よく使う設定]で[文書巧刷]を選ぶ 

_ 

-[よく使う設定]で[文書印刷]、[写真印刷]といった印刷目 
的を選ぶと、選んだ目的により、[追加する機能]の項目に自 
動的にチェックマークび表示されます。また、印刷目的に適し 
た用紙や品質などの設定び表示されます。 


且 表示された設定内容を確認する 

ここでは、[用紙の種類]で[普通紙]、[印刷品質]で[標 
準]、[出力用紙サイズ]で [ A 4]、 [給紙方法]で[自動 
選択]び選ばれていることを確認してください。 

_ 

-[部数]で2部上の部数を指定すると、部単位で印刷され 
ます。 

-設定内容は変更することびでさます。ただし、[出力用紙サイ 
ズ]を変更した場合は、[ページ設定]シートの[用紙サイズ] 
の設定びアプ IJ ケーシヨンソフトの設定と合っていることを確 
認してください。 

詳しくは『をっと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照して 
<ださい。 

-給紙ち法で[自動選択]び設定されていると、 A 4、 目己、 A 己、 
レターサイズの普通紙を指定したとさにはカセットから給紙さ 
れ、それ！;(外の写真用紙などを指定したとさには、後トレイか 
ら給紙されます。 

用紙サイズと用紙の種類を間違えると、給紙箇所び違ったり、 
正しい印刷品質で印刷されない場合びあります。 


0 [ OK ] ボタンをクリックする 



-プ U ンタードライバー機能の設定ち法については、[ヘルプ]ボタンや[操作説明]ボタンをク IJ ックして、へ 
ルプや『をっと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。[操作説明]ボタンは、プ IJ ンタードライ 
バーの[クイック設定]シート、[基本設定]シートおよび[ユーティ U ティ]シートに表示されます。ただし、 
電子マニュアル（取扱説明書）びパソコンにインス!-ールされている必要びあります。 

-変更した内容に名前を付けて[よく使う設定]に登録することちでさます。詳しくは、『をっと活用ガイド』（電 
テマニュアル）を参照してください。 

-[次回をこの設定で印刷する]にチェックマークを付けると、現在表示されている設定内容び次回降の印刷に 
も適用されます。ただし、ご使用のアプ U ケーシヨンソフトによっては、適用されない場合びあります。 

-[印刷前にプレビューを表示]にチェックマークを付けると、プレビュー画面で印刷結果を確認することびでさ 
ます。アプ U ケーシヨンソフトによっては、表示されない場合びあります。 

-[基本設定]シートや[ページ設定]シートでは、詳細な印刷設定をすることびでさます。詳しくは、『をっと活 
用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 



且 


旦 
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文書を印刷する ( Windows ) 


7 印刷を開始する _ 

[印刷](または [0 口）ボタンをク U ックすると、印刷び開始されます。 




-長形の封筒を指定した場合、印刷時にセットち法についてのメッセージび表示されます。 

[今後、このメッセージを表示しない。]にチェックマークを付けると、次回からメッセージは表示されなくなり 
ます。封筒印刷時の設定については、「封筒をセットする」 （ P .113) を参照してください。 

-印刷中に本製品のストップボタンを押すか、プ U ンター状態の確認画面の[印刷中止]ボタンをク U ックする 
と、印刷を中止でさます。印刷中止後は、白紙び排紙されることびあります。 

プ U ンター状態の確認画面は、タスクノく一上のプ IJ ンターのアイコンをク U ックして表示します。 

Windows Vista operatin 呂 system 化^降 、 Windows Vista ) または Windows XP をご使用の場合は、タス 
クバー上の [Canon (ご使用の製品名） Printer ] をク U ックして表示します。 

-畳線びずれたり、印刷結果び思わしくない場合は、「プ IJ ントヘッド位置を調整する」 （ P .140) を参照してプ 
IJ ントへッドの位置調整を行ってください。 
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文書を印刷ずる （ Macintosh ) 


ここでは、 A 4 サイズの書類を普通紙に印刷するち法について説明します。詳しくは、『もっと活 
用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 

_ 

-ご使用のアプ U ケーシヨンソフトによっては、操作び異なる場合びあります。詳しい操作ち法については、ご使用のア 
プ U ケーシヨンソフトの取扱説明書を参照して<ださい。 


Mac OS X v . l 0.6. x または Mac OS X v . l 0.5. x の場合 


_ 

• ここでは 、 Mac os X v . l 0.6. x をご使用の場合に表示される画面を基本に説明しています。 


1 本製品の電源び入っていることを確認する^ P . 12 

2 用紙をセットずる与 P . 108 

ここでは、カセットに A 4 サイズの普通紙びセットされていることを確認します。 

_ 

• A 4、 目己、 A 己、レターサイズの普通紙はカセットに、それ外の写真用紙などは後トレイにセットします。 


3 排紙トレイをゆっくり手前に開く _ 

4 アプリケーシヨンソフトで原稿を作成(または表示)ずる _ 

5 プ U ントダイア□グを開< _ 

アプ U ケーシヨンソフトの[ファイル]メニューから[プ U ント]を選ぶと、プ U ントダイア □ 
グび表示されます。 


-1 ソ下の画面び表示された場合は、^*^ボタンをク|」ックしてください。 
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文書を印刷する ( Macintosh ) 


6 


印刷に必要な設定をする 




n [プリンタ]でご使用の製品名が選ばれていることを確 
認する 

且 [用紙サイズ]でセットした用紙のサイズを選ぶ 

ここでは [ A 4] を選びます。 

B ポップアップメニューか5 [品位と用紙の種類]を選ぶ 

凸 [用紙の種類]でセットした用紙の種類を選ぶ 

ここでは[普通紙]を選びます。 


-給紙ち法で[自動選択]び設定されていると、 A 4、 目己、 A 己、 
レターサイズの普通紙を指定したとさにはカセットから給紙さ 
れ、それ！;(外の写真用紙などを指定したときには、後トレイか 
ら給紙されます。 

用紙サイズと用紙の種類を間違えると、給紙箇所び違ったり、 
正しい印刷品質で印刷されない場合びあります。 


旦 [給紙方法]で[自動選択]が選ばれていることを確認 
する 

_ 

•そのほかの給紙ち法については、『もっと活用ガイド』（電テマ 
ニュアル）を参照してください。 


回 閒刷品質]で EP 刷品質を選ぶ 

ここでは[標準]を選びます。 



-印刷品質については、『をつと活用ガイド』（電子マニュアル) 
を参照してください。 


_ 

-プ U ンタードライバー機能の設定ち法については、プ U ントダイア□グの[品位と用紙の種類]、[カラーオプ 
シヨン]、[フチなし全面印刷]、または[両面印刷ととじしろ]の@ボタンをク U ックしてください。 

-左側に表示されるプレビュー画面で印刷結果を確認することびできます。アプ U ケーシヨンソフトによっては、 
表示されない場合びあります。 


7 印刷を開始する _ 

[プ U ント]ボタンをク U ックすると、印刷び開始されます。 

_ 

• Dock 内にあるプ U ンターのアイコンをク U ックすると、印刷状況を確認するダイア□グび表示されます。 

-印刷状況の U ストで文書を選んで悄 U 除]をク U ックすると、その文書の印刷を中止でさます。[保留]をク U ッ 
クすると、その文書の印刷を一時停止でさます。また、[プ U ンタを一時停止]をク U ックすると、 IJ ストにあ 
るすべての印刷を一時停止でさます。印刷中止後は、白紙び排紙されることびあります。 

-畳線びずれたり、印刷結果び思わしくない場合は、「プ IJ ントヘッド位置を調整する」 （ P .140) を参照してプ 
IJ ントへッドの位置調整を行ってください。 
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文書を印刷する ( Macintosh ) 


Mac OS X V. 1 0,4. 11の場合 


1 本製品の電源び入っていることを確認する^ P . 12 

2 用紙をセットずる与 P . 108 

ここでは、カセットに A 4 サイズの普通紙びセットされていることを確認します。 

_ 

• A 4、 目己、 A 己、レターサイズの普通紙はカセットに、それ！;!外の写真用紙などは後トレイにセットします。 


3 排紙トレイをゆっくり手前に開く _ 

4 アプリケーションソフトで原稿を作成(または表示)ずる _ 

5 用紙サイズを設定ずる _ 

〇 アプリケーションソフトの[ファイル]メニューか5 
[ページ設定]を選ぶ 

ページ設定ダイア□グび表示されます。 

且 [対象プリンタ]でご使用の製品名び選ばれていること 
を確認する 

B [用紙サイズ]でセットした用紙のサイズを選ぶ 

ここでは [ A 4] を選びます。 

□ [0 K ] ボタンをクリックする 



且 


回 


凸 
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文書を印刷する (Macintosh) 


6 印刷に必要な設定をする _ 

D アプリケーションソフトの[ファイル]メニューか5 
[プリント]を選ぶ 

プ U ントダイア□グび表示されます。 

且 [プリンタ]でご使用の製品名が選ばれていることを確 
認する 

0 ポップアップメニューか5 [品位と用紙の種類]を選ぶ 

凸 [用紙の種類]でセットした用紙の種類を選ぶ 

ここでは[普通紙]を選びます。 


-給紙ち法で[自動選択]び設定されていると、 A 4、 目己、 A 己、 
レターサイズの普通紙を指定したとさにはカセットから給紙さ 
れ、それ外の写真用紙などを指定したときには、後トレイか 
ら給紙されます。 

用紙サイズと用紙の種類を間違えると、給紙箇所び違ったり、 
正しい印刷品質で印刷されない場合びあります。 



旦 [給紙方法]で[自動選択]が選ばれていることを確認 
する 



•そのほかの給紙ち法については、『もっと活用ガイド』（電子マ 
ニュアル）を参照してください。 


回 閒刷品質]で EP 刷品質を選ぶ 

ここでは[標準]を選びます。 



-印刷品質については、『ちっと活用ガイド』（電モマニュアル) 
を参照してください。 



-プ IJ ンタードライバー機能の設定ち法については、プ IJ ントダイア□グの[品位と用紙の種類]、[カラーオプシヨ 
ン]、[特殊効果]、[フチなし全面印刷]、または[両面印刷ととじしろ]の@ボタンをク U ックしてください。 

-[プレビュー]ボタンをク IJ ックすると、プレビュー画面で印刷結果を確認することびでさます。アプ U ケーシヨ 
ンソフトによっては、表示されない場合びあります。 


7 印刷を開始する _ 

[プ U ント]ボタンをク U ックすると、印刷び開始されます。 

_ 

• Dock 内にあるプ U ンターのアイコンをク IJ ックすると、印刷状況を確認するダイア□グび表示されます。 

-印刷状況の U ストで文書を選んで梢 U 除]をク U ックすると、その文書の印刷を中止でさます。[保留]をク U ッ 
クすると、その文書の印刷を一時停止でさます。また、[ジョブを停止]をク U ックすると、 U ストにあるすベ 
ての印刷を一時停止でさます。印刷中止後は、白紙び排紙されることびあります。 

-畳線びずれたり、印刷結果び思わしくない場合は、「プ IJ ントヘッド位置を調整する」 （ P .140) を参照してプ 
IJ ントへッドの位置調整を行ってください。 
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Easy-WebPrint EX (イージ ー• ウェブプ U ント.イーエツクス）は、ウェブぺージをかんたん 
に印刷でさるソフトウェアです。 

ウェブページの端び切れないように用紙の幅に合わせて自動的に縮ルして印刷したり、プレビュー 
でページを選んで印刷することび巧能です。 

Easy-WebPrint EX は 、 Internet Explorer 7 ii (上 （ Windows )、 または Safari 上 (Mac 
OS Xv .10.5 じ(上）でご使用になれます。 


他人の著作物を権利者に無断で複製-編集などすることは、個人的または家庭内、その他これに準ずる限られた範囲に 
おいての使用を目的とする場合をのぞさ、違法となります。 

また、人物の写真などを複製-編集などする場合には肖像権び問題になることびあります。 




Easy-WebPrint EX のインス! -- ルち法や起動ち法については、 「 Easy-WebPrint EX について」 ( P .99) を参照して 
<ださい。 


たとえば、ク U ップ機能を使うと、いろいろなウェブページから必要な部分を切り取り、編集して印刷する 
ことびでさます。 

Easy-WebPrint EX の操作ち法については、 Easy-WebPrint EX のヘルプを参照してください。 
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( A ) Easy-WebPrint EX のヘルプは、ツール 
バーの Easy-WebPrint EX ] をク U ック 
し、メニューから[ヘルプ]をク IJ ックし 
て表 TJX します。 



(目） Easy-WebPrint EX のヘルプは、メニュ ー 
パーの正 asy-WebPrint EX ] をク U ックし、 
メニューから[ヘルプ]をク U ックして表示 
します。 
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いろいろなソフトウェアを起動ずる 


本製品に付属されているいろいろなソフトウェアを、かんたんに起動でさる Solution Menu EX 
(ソ U ューション•メニュー•イー エッ クス）と、ウェブぺージを印刷できる Easy-WebPrint EX 
(イージー.ウェブプ IJ ント.イー エツ クス）について説明しています。 


Solution Menu EX は、本製品に付属のアプ U ケーシヨンソフトや取扱説明書をかんたんに起動したり、お 
役立ちサイトにすぐアクセスできるソフトウエアです。 


Solution Menu EX や『もっと活用ガイド』（電モマニュアル)、使用したいアプ U ケーシヨンソフトなどをインス! 
ルしていなかったり、削除した場合は、『セットアップ CD-R 日 M 』 で[選んでインス!-ール]からインス!-ールします。 


Solution Menu EX のメイン画面のカテゴ U メニュー表示エ U アには、メニューび表示されています。カテ 
UU メニュー表示エ U アでメニューをク U ックすると、メイン画面の機能アイコン表示エ U アに選んだメ 
ニューに分類された機能のアイコンび表示されます。 

ご使用の製品によって、メイン画面に表示されるアイコンやメニューの数や種類び異なります。 


※画面は、 Windows 7のものです。 

メイン画面 カテゴリメニュー表示エリア 



機能アイコン表示エリア 
メニューを選ぶと使用でさる機能の 
アイコンが表示されます。 

設定機種名表示エリア 


デスクトップ 
アクセサリー 


よく使う機能のアイコンをショート 
カツトメニューとして登録でをます。 


アクセサリーアイコン 
Solution Menu EX のメイン画面を 
表示したり、 シヨー トカットメ ニユー 
の表示/非表示を切り替えます。 





<インフ♦メーシ3ン 


Solution Menu EX について 
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いろいろなソフトウエアを起動する 


フォトプリント 

デジタルカメラの写真を使っていろいろな印刷び行えます。 

スキャナーを使う 

写真や文書のスキャンを行えます。 

キヤノンウェブサービス 

ウェブサイトから印刷用のコンテンツや素材をダウン□ー ドでさます。 

クリエイティブパークプレミアムについて 

ク IJ エイティブパークプレミアムは、本製品でキヤノン純正インクを使用しているお客様び、専用の印刷用素材をダウン 
□-ドすることびでさるサービスです。 

キヤノン純正インクタンクの全色び正しく取り付けられていることを確認してください。 

ヘルプと設定 

Solution Menu EX のヘルプや『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）を表示できます。 

また、 Solution Menu EX やご使用の製品の設定びできます。 

『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）では、本書に記載されていない使いかたや各種設定のしかた、トラ 
ブルび起こったときの対処ち法、付属のアプ U ケーシヨンソフトの使いかたについて説明しています。 

_ 

-『ちっと活用ガイド』（電子マニュアル）は、デスクトップ上の;> アイコンをダブルク U ックして表示することをでさ 
ます。 


アプリケーションの起動 

Easy-PhotoPrint EX やマイプ U ンタなどの付属のアプ U ケーションソフトを起動できます。 

マイプ U ンタは、プ U ンタードライバーの設定画面を表示したり、操作に困ったとさの対処ち法について知 
ることびできるソフトウェアです。 Macintosh ではご使用になれません。 

また、ユーヴーの切り替えを行う場合は、あらかじめマイプ U ンタを終了してから行ってください。 

オンラインショッピング 

インクなどの消耗品をウェブサイトから購入でさます。 

* Windows をご使用の場合のみ表示されます。 

イン フオメー ション 

本製品の活用情報などを確認でさます。 

_ 

-お役立ち情報などび記載されたインターネット上のページへアクセスするには、インターネットへの接続び必要です。 

• S 日 luti 日 n Menu EX の操作ち法については、[ヘルプと設定]メニューの [Solution Menu EX のへルスをク U ッ 
クして 、 Solution Menu EX のヘルプを参照してください。 


八ソ n ンか5印刷してみよラ 
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いろいろなソフトウエアを起動する 


Solution Menu EX か 5 アプリケーシヨンソフトを起動する 

Solution Menu EX では、アプ U ケーシヨンソフトを起動するだけでなく、アプ U ケーシヨンソフトのいろ 

いろな機能を直接選んで操作画面を表示することびできます。 

ここでは、 Solution Menu EX を起動して、 Easy-PhotoPrint EX の[写真印刷]の機能を選ぶ手順を例に 

操作を説明します。 

1 Solution Menu E ) (を起動する _ 

デスクトップ上の©アイコンをダブルクリックする 

_ 

• お買い上げ時から設定を変更していない場合は、ご使用のパソコンを起動すると、 Solution Menu EX び自動 
的に起動します。 

• [スタート]メニューから表示するときは、[スタート]メニューから[すべてのプログラム]^ [Canon 
Utilities ] 一 [Solution Menu EX ] 一 [Solution Menu EX ] の順に選びます。 

• Solution Menu EX を起動してもメイン画面び表示されない場合は、霞（アクセヴ U - アイコン）をもク U ッ 
クして[メイン画面を表示]を選ぶと、 Solution Menu EX のメイン画面び表示されます。 

Dock 内にある g アイコンをク U ックする 

_ 

• メニューパーから表示するときは、[移動]メニューから[アプ U ケーシヨン] 一 [Canon Utilities ] 一 
[Solution Menu EX ] の順に選び、 [Canon Solution Menu EX ] をダブルク U ックします。 

• Solution Menu EX を起動してもメイン画面び表示されない場合は、 Control キーを押しなびら^ (アクセ 
ヴ|」ーアイコン）をク U ックして[メイン画面を表示]を選ぶと、 Solution Menu EX のメイン画面び表示さ 
れます。 

• Dock 内にアイコンび表示されていない場合は、 Dock 内にアイコンを追加することびでさます。 

詳細は、 Solution Menu EX のヘルプを参照してください。 


2 起動するアプリケーシヨンソフトの機能を選ぶ 



D [フオトプリント]メニューをクリックする 

且 [写真 EP 刷]がをクリックする 

Easy-PhotoPrint EX び起動し、[写真印刷]の画面び表 
示されます。 

_ 

-[写真印刷]のほかにも、アルバムやカレンダー印刷などの機 
能を直接選ぶことびできます。 Easy-PhotoPrint EX の操作 
や機能については、「写真を印刷する ( Easy-PhotoPrint EX 
を使う)」 ( P .84) を参照してください。 
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Easy-WebPrint EX をインストールすると、 Easy-WebPrint EX ツールバーび Internet Explorer に組み込 
まれます。 

Internet Explorer の実行中は、このツールバーをいつでも使用することびでさます。 


沒 - Windows Internet Explorer 

t^mmm ▼レ ♦ 1 乂 1 Ika mh O ▼ I 

【 X Canon | Easy-WebPrint ex ， 

- 1 す 1 A 1 1 田 ド 1 

1 g 曲曲！，国 1 プレビュ ー1 聲ク Uw プ園目曲ク U、 ップ1回]ク iJi ップ U スト 1 


なお気に入りIなを]おずずめサイト ▼ 担 Web スライスギ r ラ... ▼ 


巧 ■ 


[ I な，口，口吾，ぺージ ( P )， t - フテイ ( S )， ツールい）， 


いろいろなソフトウエアを起動する 


Easy-WebPrint EX のインストールについて 

• Easy-WebPrint EX をインス!ルしていないと、タスクバーの通知領域に Easy-WebPrint EX のインス!ルの案 
内び表示される場合びあります。 

インス!-ールするとさは、案内表示をク U ックし、画面の指示にしたびってください。 

• 『セットアップ CD-R 日 M 』 で[選んでインス! -- ル]から [ Easy-WebPrint EX ] を選んで、インス! -- ルすることも 
でさます。 

• Easy-WebPrint EX をインストールするには、 Internet Explorer 7上びインストールされていて、インターネット 
に接続されている必要びあります。 


最初に Safari を起動して目的のウェブページを表示させます。 

Dock 内の幾アイコンをク U ックすると、 Easy-WebPrint EX び起動し、 Easy-WebPrint EX のメニュー 
ノ く一やツールノ く一び組み込まれた画面び表示されます。 



I @ I e 11ベ-がが W 11 M I ィ I ► I の广 


0 海 . 

fl 画 

嚇. 

圃 ' 

A 

am mmws 

賴 賴 

肪 Wvoun 


义？しで田 g 



Easy-WebPrint EX について 
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いろいろなソフトウエアを起動する 



• メニユーパーから表示するときは、[移動]メニユーから[アプ U ケーシヨン] 一 [Canon utilities] 一 [Easy- 
WebPrint EX] の順に選び、正 asy-WebPrint EX] をダブルク U ックします。 


Easy-WebPrint EX のインストールについて 

• Easy-WebPrint EX をインス! -- ルしていないと、 Dock 内に鐵アイコンび表示される場合びあります。 

インス!-ールするとさは、%アイコンをク U ックし、画面の指示にしたびってください。 

• 『セットアップ CD-R 日 M』 で[選んでインス! -- ル]から [Easy-WebPrint EX] を選んで、インス! -- ルすることも 
でさます。 

• Easy-WebPrint EX をインス! -- ルするには、 Safari 41；(上 (Mac 日 S X v.l 日.己！;(上）びインス!ルされていて、 
インターネットに接続されている必要びあります。 
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そのほかの巧いかた 


本製品のそのほかの使いかたとして、メモリーカード/ US 目フラッシュメ 
モリーに保存した PDF ファイルを EP 刷する夕書 EP 刷機能、レポート用紙や 
方眼紙などの定型フォームを EP 刷する機能、本体設定の各機能、デジタルカ 
メラや携帯電話か5直接 EP 刷する機能について紹介しています。 


メモリーカード/ USB フラッシュメモリーの 

PDF ファイルを巧刷ずる . P .102 


レポート用紙や方眼紙などを EP 刷ずる（定型フオーム印刷 ） -"PilOS 


デジタルカメラや携帯電話などか!5直接印刷ずる…… P .1 04 


Piet 目 ridge 対応機器を接続して印刷する . P .104 

ワイヤレスで EP 刷する . P .104 


本製品の設定について 


• P .10 曰 



















メモ U — 力ード/ USB フラッシュメモ U — の 
PDF ファイルを印刷ずる 


メモ U —カード/ US 目フラッシュメモ U —に保存した文書 （ PDF ファイル）を本製品から直接印 
刷することびでさます。文書印刷を開始するには、下の方法びあります。詳しくは、『もっと活 
用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 

•カードメニューの[選んで文書印刷]を選ぶ 

カードボタンを押し、左のファンクシヨンボタンを押して[メニュー]を選び、カードメニューから[選ん 
で文書印刷]を選びます。 

文書 （PDF ファイル）びイ呆存されたメモ U —カードまたは USB フラッシュメモ U —をセットします。文書 
U ストび表示されるので、文書 U ストから印刷する文書を選んでください。 


メモ IJ ーカードまたは 

US 目フラッシュメモリーをセツトする 



•コピーやファクスの待機画面で、文書 （ PDF ファイル）が保存されたメモリーカードまたは USB 
フラッシュメモリーをセツトする 


文書 U ストび表示されるので、文書 U ストから EP 刷する文書を選んでください。 



メッセージび表示された場合 

-メモ U —カードや US 目フラッシュメモ IJ 一に、写真と文書 （PDF ファイル）び保をされていると、「写真 データと 文書 
(PDF) データび保をされていますどちらを印刷しますか？」のメッセージび表示されます。 

[文書データを印刷]を選び、 0K ボタンを押します。 

文書 U ストび表示されるので、文書 U ストから印刷する文書を選んでください。 


EP 刷できる PDF ファイル： 

本製品の操作パネルから印刷できる文書 （PDF ファイル）は、下のとおりです。印刷の詳細については、 
『ちっと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 

-本製品でデータ形式を [PDF ] または[高圧縮 PDF] に設定してスキャンし、保存した PDF ファイル 
(拡張テ r.pdfj) 

-本製品に付属の MP Navigator EX で、 PDF 設定を廳準]または[高圧縮]に指定して作成し、保存 
した PDF ファイル（拡張テ r.pdfj) 

ただし、じ(下のデータは除さます。 

一暗号化したデータ 

-縦ち向および横ち向のピクセル数び96日] pixeliU 上の画像を含んだデータ 
上記 Lil 外の PDF ファイルは、文書 U ストの画面に表示されても印刷できません。 

文書 U ストの画面で、ちのファンクションボタンを押すと、詳細表示画面び表示されます。詳細表示画面び 
LiTF の場合、 PDF ファイルは印刷できません。 

-印刷したい PDF ファイルの詳細表示画面び表示されない 
-[作成元]に機種名または 「MP Navigator EXJ iU 外の文宇び表示されている 
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レポート用紙や方眼紙などを EP 刷する 
(定型フォーム印刷） 


セットアップボタンを押してから[定型フォーム印刷]を選ぶと、レポート用紙や方眼紙など、 
いろいろな定型フォームを印刷することびでさます。詳しくは、『もっと活用ガイド』（電モ マニ ュ 
アル）を参照してください。 


電源 

© 


フアクス 
X モ IJ- 

□ 


たツトアツつ 


コピーつアクス 


參 

浸 

み 

み-- 


スすゃンカード 



• • • #• 

定型フォーム印刷 
レポート用紙やち眼紙などの 
定型フォームが印刷できまず 

画巧定 


セツトアップボタンを}甲す 


たとえば、定型フオームでは、次のようなレイアウトのフオームを印刷でさます。 
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デジタルカメラや携帯電話などか S 直接 EP 刷する 


PictBridge 対応機器を接続して印刷する 


PictBridge に対応した機器を各社推奨の US 目ケー 
ブルで本製品と接続すると、機器内に保存された画 
像を直接印刷することびでさます。 

対応機器を接続して印刷する方法については、『もつ 
と活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してくだ 
さい。 

また、対応機器での印刷設定方法については、対応 
機器に付属の取扱説明書を参照してください。 



本製品に接続可能な機器： 

PictBridge に対応した機器であれば、メーカーや 
機種を問わず接続可能 


• PictBrid 呂目対応機器を接続する場合は、 3m を超える 
長さの USB ケーブルを使用すると周辺の機器の動作に 
影響を与える可能性びありますので、使用しないでくだ 
さい。 


_ 

• 円な目 rid 呂日は、デジタルカメラやデジタルビデオカメ 
ラ、カメラ付さ携帯電話などで撮影した画像を、パソ 
コンを介さずに直接プ U ンターで印刷するための規格 
です。 

-対応機器にはクマークび表示されています。 


印刷可能な画像データ： 

DCF Ver . l . 0/2.日規格のデジタルカメラで撮影し 
た画像データ （Exif ver .2.2/2.21/2.3 準拠）、ま 
たは PNG データ 

_ 

-円 ctBrid 呂 e 対応機器で印刷する場合は、本製品の操作 
パネルで印刷品質を設定してください。円 ctBrid 呂 e 対 
応機器からは印刷品質の設定は行えません。 


ワイヤレスで印刷ずる 


カメラ付き携帯電話で撮った写真を、オプションの 
Bluetooth ユニット目 U -3 日を使用して、ワイヤレ 
スで印刷することびでさます。 

Bluetooth 対応のパソコンから印刷する方法につい 
ては、『ちっと活用ガイド』（電子マニュアル）を参 
照して < ださい。 



-印刷する用紙の種類やサイズを設定するとさは、 
セットアップボタンを押してから[本体設定]^ 
[携帯電話印刷設定]を選びます。 

-目 luetooth 対応機器から印刷する場合に、本製 
品の機種名やパスキーなどを変更するときは、 
セットアップボタンを押してから[本体設定]^ 
旧 luetooth 通信設定]を選びます。 

_ 

-ご使用の携帯電話によっては、印刷機能に対応していな 
い場合びあります。対応していない場合でも、画像デー 
夕を保をしたメモ U —カードや US 巳フラッシュメモ 
IJ 一を本製品にセットして印刷することびでさます。 

与「写真を印刷してみよう」 （P. 已 1) 

-ご使用の携帯電話によって、印刷でさるデータの種類 
び異なります。対応機器に付属の取扱説明書を参照し 
て < ださい。 

• 目 luet 日 0th V2.0 規格に対応し、かつ目 IP、 日 PP に巧 
応した携帯電話で印刷び可能です。 

《ご使用の携帯電話び上記の規格に対応しているかにつさ 
ましては、携帯電話メーカーにお問い合わせください。 

※上記の条件を満たすすべての携帯電話の機種について 
動作確認を行っているわけではありません。 
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本製品の設定について 


ここでは、セットアップメニューの[本体設定] 
から設定/変更でさる項目について紹介しま 
す。設定/変更ち法については、『もっと活用 
ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 

普通紙の給紙位置設定 

普通紙を給紙する箇所を後トレイまたはカセット 
に設定します。 

ご購入時の普通紙の給紙位置設定は、カセットに 
設定されています。後トレイに変更するときは、 
ここで設定を変更します。 

ファクス 設定 
ファクスの基本設定 

ユーヴー情報や回線種別など、ファクスを使用す 
る前に必要な設定をします。 

ファクスの詳細設定 

自動 U ダイヤルやダイヤル!-ーン検知など、ファ 
クスの送受信に関する設定をします。 ^ P .47 

自動 EP 刷設定 

通信管理レポート、送信/受信結果レポートなど 
の各種レポートや、受信原稿を自動的に EP 刷する 
設定をします。 

また、インク切れのとさに印刷を継続するかどう 
かち設定でさます。 

自動保巧設定 

受信したファクスをメモ U —カードや USB フラッ 
シュメモ U —に自動で保存することびでさます。 

あんしん通信管理 

FAX 番号確認入力やファクス受信拒否設定など、 
誤送信や迷惑ファクス防止の機能を設定します。 
^P.49 

印刷設定 

用紙のこすれ改善 

印刷面びこすれてしまった場合のみ設定します。 

コピーの フチはみ出し 量 

コピーメニューから[フチなしコピー]を選んだ 
とさに、原稿のはみ出し量を設定します。 

自動写真補正設定 

印刷する写真に自動写真補正を設定したとさに、 
写真に保をされている Exif 情報を優先するかど 
うかを設定します。 


LAN 設定 

無線 LAN / 有線 LAN の切換 

有線 LAN を有効にするか、無線 LAN を有効にす 
るかを切り換えます。 LAN を無効に設定するこ 
とちでさます。 

無線 LAN セットアップ 

無線 LAN の接続設定を、ご使用のアクセスポイ 
ントの種類や使用環境に合わせて設定でさます。 
アクセスポイントび AOSS やらくらく無線ス 
夕ート、 WPS ( Wi-Fi Protected Setup ) に対 
応している場合は簡単な操作で無線 LAN の設定 
びできます。詳しくは『かんたんスタートガイド』 
を参照してください。 

LAN 設定情報の確認 

本製品の無線 LAN または有線 LAN のネットワー 
ク設定情報を液晶モニターに表示したり、印刷す 
ることびでさます。 

その他の設定 

プ U ンター名設定、 IPV 4 /IPV 目設定、メモ U — 
カード共有設定、 WSD (Web Services on 
Devices ) 設定など、その他のネットワーク設 
定を行います。 

LAN 設定リセット 

本製品のネットワーク設定情報を初期化して、ご 
購入時の設定に戻すことびでさます。 

本体の基本設定 

曰付/時刻設定 

現在の曰付と時刻を設定します。 

曰付表示お式 

液晶モニターに表示したり、ファクスや写真に 
印刷する曰付の形式（年月曰の並び順）を設定 
します。 

カード書き込み状態 

本製品のカードス□ットをパソコンのメモ U — 
カード用ドライブとして使用でさるように設定で 
さます。 

音の調整 

操作パネルのボタンを押したとさに鳴らすキー 
タッチ音や、エラー時に鳴らすアラーム音、受話 
器び外れたときに鳴らすオフフックアラームの音 
量、通信音量などを調整します。 


I そのほかの使いかた 
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本製品の設定について 


サイレント設定 

夜間など、本製品の動作音（コピー時/メモ U — 
力ード印刷時/ Piet 目 ridge 対応機器からの印刷 
時/ワイヤレス印刷時など）び気になるとさに設 
定します。 

キー U ピート 

数値を入力するとさに、ボタンの長押しで数値び 
速く増えたり減ったりするように設定でさます。 
無効に設定すると、ボタンを長押ししてもボタン 
を]度しか押していない操作と同様となります。 

両面原稿の排紙設定 

ADF (自動原稿給紙装置）で両面原稿を読み取っ 
たあとの原稿の排紙ち法を設定します。 

[スピード優先一裏表順]を選ぶと、排紙は早< 
なりますび、読み取ったあとで原稿の並び順を整 
える必要びあります。 

携帯電話 EP 刷設定 

ワイヤレス通信対応機器から印刷するときに、用 
紙や画像補正などの設定をします。 

この設定は、オプションの Bluetooth ユニット 
を接続した場合のみ表示されます。 

Bluetooth 通信設定 

機種名やノ くスキーなどの Bluetooth 通信の設定 
を変更でさます。 

この設定は、オプションの Bluetooth ユニット 
を接続した場合のみ表示されます。 

PictBridgeEll 刷設定 

PietBridge 対応機器から写真を印刷するときの 
用紙や印刷品質などを設定します。 

言語選択 

液晶モニターに表示する言語を変更します。 

設定リセット 

本製品で設定した値を、電話番号登録のみ/設 
定値のみ/両方 U セットのいずれかを指定して、 
ご購入時の設定に戻すことびでさます。ただし、 
LAN 設定、プ U ントヘッド位置調整での設定値、 
カード書さ込み状態の設定、言語選択で設定した 
言語など、 U セットされない項目びあります。 
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用紙のセツト位置について… 
カセツトに用紙をセツトする 
後トレイに用紙をセツトする 
使用できる用紙について…… 
使用できない用紙について… 


原稿をセットずる . P .120 


原稿のセット位置について . P .120 

原稿台ガラスに原稿をセットする . P .121 

ADF (自動原稿給紙装置）に原稿をセットする . P .124 

セツトできる原稿について . P .125 



用紙/原稿をセットずる 


ここでは、本製品で使用でさる用紙/原稿の種類と、印刷する用紙を後トレ 
イまたはカセットにをットする方法、コピーやファクス、スキヤンする原稿 
のセット方法について説明しています。 


用紙をセツトずる 


• P .108 


用紙/原稿をセットする 


8 9 16 9 
0 0111 
^1 ^1 ^1 -n -n 

p p p p p 


V 
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用紙をセットする 



用紙は、カセツトと後トレイの2箇所にセツトすることびできます。 

用紙サイズや種類によってそれぞれセツトでさる用紙び決められています。用紙サイズや用紙の種類の設定 
にしたびって、カセツトまたは後トレイから給紙されます。 

与 r 使用でさる用紙について」 ( P .116) 


-印刷する際は、用紙サイズと用紙の種類を正しく設定してください。用紙サイズと用紙の種類を間違えると、給紙箇所 
び違ったり、正しい印刷品質で印刷されない場合びあります。 

それぞれの給紙箇所への用紙のセットち法については、「カセットに用紙をセットする」 （P.1 日9)、「後トレイに用紙を 
セットする」 (P.1 1 1) を参照してください。 

-ファクスメニューの[ファクス用紙設定]で[自動給紙切換]を有効に設定しておくと、普通紙の給紙位置設定で指定 
されている給紙箇所に用紙びなくなったとさに、給紙位置を自動的に切り換えて受信したファクスを印刷でさます。 


普通紙はカセツトにセツトします 


A 4、 B 已、 A 日、レターサイズの普通紙に印刷するときは、カセットにセットします。 

印刷するときに操作パネルまたはプ U ンタードライバーの印刷設定で、用紙の種類を[普通紙] ( A 4、 B 5、 
A 日、レターサイズ）に設定すると、自動的にカセットから給紙されます。給紙ち法の変更については『もつ 
と活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 



写真用紙/はびき/封筒は後トレイにセツトします 


写真用紙やはがさに印刷するとさは、後トレイにセツトします。 

印刷するとさに操作ノ くネルまたはプ U ンタードライノく一の印刷設定で、用紙の種類を普通紙外の写真用紙 
やはびさに設定すると、自動的に後トレイから給紙されます。 

また、 A 4、 目5、 A 日、レターサイズじ(外の普通紙に印刷する場合も、後トレイにセットしてください。 
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用紙をセットする 


カセツトに用紙をセツトずる 


カセットには A 4、 B 己、 A 日、レターサイズの普通 
紙のみセットでさます。 

それじ I 外の用紙は後トレイにセットしてください。 

与「使用できる用紙について」 ( P .116) 

•普通紙に印刷するとさの注意 


写真を印刷するとさは、キヤノン純正の写真専用紙のご 
使用をお勧めします。キヤノン純正紙については、「使 
用でさる用紙について」 (P.116) を参照してください。 

複写機などで使用される一般的なコピー用紙やキヤノ 
ン普通紙-ホワイト SW-10] び使用でさます。用紙の 
両面に印刷する場合は、キヤノン普通紙-ホワイト両 
面厚口 SW-201 びお勧めです。 

本製品で使用でさる用紙サイズ、重さについては、「使 
用できる用紙について」 （P.116) を参照してください。 


1 用紙の準備をずる 


セットする用紙をそろえます。用紙に反りびある 
とさは、反りを直してください。 





用紙の端をされいにそろえてからセットしてくださ 
し、用紙の端をそろえずにセットすると、紙づまりの 
原因となることびあります。 

用紙に反りびあるとさは、逆向きに巧げて反りを直し 
てから（表面び波状にならないように）セットしてく 
ださい。反りの直しかたについては、「困ったとさに 
は」の「印刷面び巧れる/こすれる」 （P.163) を参 
照して < ださい。 


2 用紙をセットずる 


D カセットを手前に引さ出す 



用紙/原稿をセットする 
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用紙をセットする 


且 手前側の用紙ガイド （ A ) を用紙サイズの 
マーク位置に合わせる 

用紙ガイド （ A ) び用紙サイズのマーク位置に 
合うと止まります。 

因 EP 刷したい面を下に して、 EP 刷開始位置び 
奥になるよラに、カセットのち側に合わせ 
て用紙をセットする 



-用紙ガイド （A) と用紙の間には隙間びでさるこ 
とびあります。 


凸 左側の用紙ガイド （ B ) を用紙の端にぴつ 
たり合わせる 

_ 

• 用紙は （ C) の線を超えないようにセットしてく 
ださい。 



旦カ セツトを本体に差し込む 

奥に突さ当たるまでまっすぐ押し込んでくだ 
さい。 



3 排紙トレイをゆっくり手前に開く 

_ 

用紙をセットした6 

-パソコンを使わずに本製品を操作してコピーや印刷す 
る場合は、印刷設定画面で[用紙サイズ]と[用紙種 
類]をセットした用紙に合わせて設定します。 

^「設定を変更する」 （P. 已6、 P.68) 

-パソコンから印刷する場合は、プ U ンタードライバー 
で[出力用紙サイズ]([用紙サイズ])と[用紙の種 
類]をセットした用紙に合わせて設定します。 
Windows の場合 

^「文書を印刷する （Windows)」(P.88) 
Macintosh の場合 

^「文書を印刷する （Macintosh)」(P.91) 
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用紙をセットする 


後トレイに用紙をセツトずる 


写真用紙やはがさ、封筒は、後トレイにセットし 
よ9 〇 

写真用紙/はがきをセツトずる 


普通紙を L 判、 2L 判、 KG サイズ、名刺、はびさの大さ 
さに切って試し印刷すると、紙づまりの原因になります。 


•はがさに印刷するとさの注意 


パソコンからの印刷にのみ使用でさるはびさちありま 
す。詳しくは、「使用でさる用紙について」 （P.116) 
を参照して < ださい。 

あて名面への印刷は、パソコンから行ってください。 

写真付さはびさやステッカーび貼ってあるはびさには印 
刷でさません。 

往復はびきは、パソコンからの印刷にのみ使用できます。 

往復はびさに印刷するとさは、ご使用のアプ U ケーシヨ 
ンソフトおよびプ U ンタードライバーで用紙サイズを必 
ず[往復はびさ]に設定してください。 

往復はびさにフチなし全面印刷はでさません。 

往復はびさは折り巧げないでください。折り目びつく 
と、正しく給紙でさず印字ずれや紙づまりの原因になり 
ます。 




往復はびさは自動両面印刷には対応していません。 

自動両面印刷を行ラ場合は、あて名面^通信面の順に 
印刷して < ださい。 

はびさの両面に]面ずつ印刷するとさは、されいに印刷 
するために、通信面を印刷したあとにあて名面を印刷す 
ることをお勧めします。 

はびさを持つとさは、でさるだけ端を持ち、インクび乾 
くまで印刷面に触らないでください。 

写真を印刷するとさは、キヤノン純正の写真専用紙の 
ご使用をお勧めします。キヤノン純正紙については、 
「使用でさる用紙について」 （P.116) を参照してくだ 
さい。 


はがさをセツトする場合 

•パソコンを使わずに本製品を操作してコピーや印刷す 
る場合は、 はびさのあて名面を裏に して 郵便番号欄を 
下向さにセットします。 



パソコンから印刷する場合は、用紙の種類ではびさに対 
応した種類を設定します。往復はびさに印刷する場合 
は、必ず用紙サイズで、[往復はびさ]を設定します。 
印刷を実行すると、設定にしたびった印刷ガイドび表示 
されますので、メッセージにしたびって、はびさをセッ 
卜して < ださい。 

用紙ガイドを強<突さ当てすざないよラにして<ださ 
し、ラまく給紙されない場合びあります。 


I 用紙の準備をずる^ P . 109 

セットする用紙をそろえます。用紙に反りびある 
ときは、反りを直してください。 


2 用紙をセットずる 


D 用紙サポートを開さ、上に持ち上げてか5 
奥に傾ける 

且 排紙トレイをゆっくり手前に開く 



用紙/原稿をセットする 


且 
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用紙をセットする 


B 用紙ガイド （ A ) を励ず、 用紙の印刷する面 
を表に して、後トレイの中央にセットする 

凸 用紙ガイド （ A ) を動かし、用紙の両端に 
合わせる 

用紙ガイドを強く突さ当てすざないようにし 
てください。うまく給紙されない場合びあり 
よ9 〇 




-用紙（往復はびきを除く）は縦ち向 （目） にセツ 
卜してください。横ち向 （C) にセットすると紙 
づまりの原因となります。 



_ 

-用紙は （ D) の線を超えないようにセットしてく 
ださい。 



_ 

用紙をセットした6 

-パソコンを使わずに本製品を操作してコピーや印刷す 
る場合は、印刷設定画面で[用紙サイズ]と[用紙種 
類]をセットした用紙に合わせて設定します。 

与 「設定を変更する」 （P. 己6、 P.68) 

-パソコンから印刷する場合は、プ U ンタードライバーで 
[出力用紙サイズ]([用紙サイズ])と[用紙の種類]を 
セットした用紙に合わせて設定します。 

Windows の場合 

与 「文書を印刷する （Windows)」(P.88) 

Macintosh の場合 

与「文書を印刷する （Macintosh)」(P.91) 
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用紙をセットする 


封筒をセツトする 

一般の長形3号/4号の封筒と、洋形4号/6号 
の封筒に印刷でさます。 

プ U ンタードライバーで適切に設定することによ 
り、あて名は封筒の向さに合わせて、自動的に回転 
して印刷されます。 


パソコンからの印刷にのみ使用でさます。 

次のような封筒は、紙づまりや故障の原因になるため使 
用でさません。 

一角形封筒 

一型押しやコーテイングなどの加工された封筒 
一ふたびこ重（またはシール）になっている封筒 
一ふた部分の乾燥糊び湿って、粘着性び出てしまった 
封筒 

Macintosh をご使用の場合は、長形3号/4号の封筒 
は印刷でさません。 




Windows をご使用の場合、長形封筒の印刷時にセット 
方法についてのメッセージび表示されます。[今後、こ 
のメッセージを表示しない。]にチェックマークを付け 
ると、次回からメッセージは表示されなくなります。 


封筒の準備をずる 


封筒の四隅と縁を押して平らにします。 


長形封筒 


洋形封筒 




封筒び反っている場合は、両手で対角線上の端を 
持って、逆ち向に軽く曲げます。 



封筒のふた部分び折れ曲びっている場合は平らに 
しふ 〇 


挿入方向の先端部をペンで押して平らに伸ばし 
ます。 

-長形封筒 

な^今^> 


た 


上の図は、封筒の先端部の断面図です。 
I洋形封筒 

《含^今 



平らになっていなかったり、端びそろっていなかった 
りすると、紙づまりの原因になることびあります。反 
りやふくらみび 3mm を超えないようにしてくださし、 


2 封筒をセットずる 


D 用紙サポートを開さ、上に持ち上げてか5 
奥に傾ける => p.lll 

且 排紙トレイをゆっくり手前に開く => p . l 11 


用紙/原稿をセットする 
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用紙をセットする 


B 用紙ガイド （ A ) を励ず、 封筒の印刷する面 
を表に して、後トレイの中央にセットする 

一度に]日枚までセットでさます。 

凸 用紙ガイド （ A ) を動かし、封筒の両端に 
合わせる 

用紙ガイドを強く突さ当てすざないようにし 
てください。うまく給紙されない場合びあり 
ます。 

凸 


3 プリンタードライバーで用紙の設 
定をずる 

プ U ンタードライバーの設定画面を開さ、 1 U 下の 
設定を行ってください。 

• 長形封筒 （ Windows のみ） 

セツトのしかた： 

縦書さ 横書さ 


ふたを巧りたたまずに上に 
向け、縦置をでセツトする 



封筒は 旧） の線を超えないようにセットしてく 
ださい。 



[よく使う設定] 

[封筒サイズの設定]画面 
[印刷の向さ] 

洋お封筒 

セツトのしかた： 


[封筒印刷] 

[長形3号]、[長形4号] 
[縦](縦書さの場合） 
[横](横書さの場合） 


横書さ 


式 


あて名面を表にし、折りたたんだふ 
たを左側にして、縦置をでセットする 


縦書さ 


V 


あて名面を表にし、ふたを折りたた 
んで、縦置さでセツトする 
(郵便番号欄がある場合は下に向けて 
セツトして < ださい） 


[よく使う設定] 

[封筒サイズの設定]画面 
[印刷の向さ] 

[用紙の種類] 

[用紙サイズ] 

防向] 


[封筒印刷] 

[洋形4号]、[洋形6号] 
[横](横書さの場合） 
[縦](縦書さの場合） 

阻簡 

[洋形4号]、[洋形6号] 
[横](横書さの場合） 
[縦](縦書さの場合） 
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用紙をセットする 



-封筒のサイズや印刷の向さを正しく選ばないと、上下 
逆さまに印刷されたり、90度回転して印刷されたりし 
ます。 



• Windows をご使用の場合、印刷結果び上下逆さまにな 
るとさは、プ U ンタードライバーの設定画面を開さ、 
[よく使ラ設定]で[封筒印刷]を選び、[追加する機 
有到で [18 日度回転]にチェックマークを付けてくだ 
さい。 

-プ U ンタードライバーの設定については、1；1下を参照し 
て < ださい。 

Windows の場合 

^「ス書を印刷する （Windows)」(P.88) 

Macintosh の場合 

与 「文書を印刷する （Macintosh)」(P.91) 


用紙/原稿をセットする 
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用紙をセットする 


使用できる用紙について 


最適な印刷結果を得るために、印刷に適した用紙をお選び<ださい。キヤノンでは、写真や文書のための用 
紙はちちろん、シール紙やはびさなど、印刷の楽しさを広げるさまざまな種類の用紙をご用意しています。 
大切な写真の印刷には、キヤノン純正紙のご使用をお勧めします。 

種類 


市販の用紙 


用紙の名称 

最大 積載 枚数 

排紙トレイの 
最大 積載 枚数 

[用紙の種類]の設定 

をトレイ 

カセット 

操作パネル 

プリンタードライバー 

普通紙（再生紙を含む） 

約1日0枚* 3 

約1日日枚 

約已〇枚 

普通紙 

普通紙 

はがさ/年賀はがさ 

40枚 

使用でさませ 
ん*8 

4日枚 


通信面：はがを 

あて名面：すべてのはがを 

/はがさ 

インクジェットはがを/イン 
クジェット紙年賀はがを* 4 

40枚 

40枚 

(通信面のみ） 
インクジェット 
はがを 

通信面：インクジェットは 
がさ 

あて名面：すべてのはがを 
/はがを 

インクジェット光ミ尺はがを 
/写真用年賀はがさ 

20枚 

20枚 

(通信面のみ） 
インクジェット 
はがを 

通信面：インクジェットは 
がさ 

あて名面：すべてのはがを 
/はがさ 

往復はがを 

40枚 

*9 

— 

通信面-あて名面：はがを 

封筒 

10枚 

*9 

— 

封筒 


キヤノン純正紙 


用紙の名妳く型番 >>1 

最大積載枚数 

最!^積載枚数 

[用紙の種類]の設定 

をトレイ 

カセット 

操作パネル 

プリンタードライバー 

書類の印刷に 

カラー普通紙 
< LC -301 > 

約100枚つ 

約100枚 

約已〇枚 

普通紙 

普通紙 

キヤノン普通紙•ホワイト 
く SW -101 > 

約130枚つ 

約13日枚 

約已日枚 

普通紙 

普通紙 

キヤノン普通紙•ホワイト 
両面厚 □ 

< SW -201 > 

約100枚つ 

約100枚 

約已〇枚 

普通紙 

普通紙 

写真の印刷に 巧.画 

キヤノン写真用紙.光沢 
プロ [プラチナグレード] 

く PT -101 > つ 

A 4、2 L 判、 

六切：10枚 

L 判、 KG 、 は 
がさ： 20枚 

使用でさませ 
ん *8 

*9 

プラチナグレー 
ド' 

光ミ尺プロプラチナグレード 

キヤノン写真用紙.光沢 
く GP - 已日1 >*7 

光ミ尺 

写真用紙光沢 

キヤノン写真用紙.光沢 
ゴールド < GL -101>*7 

光ミ尺ゴールド 

写真用紙光沢ゴールド 

キヤノン写真用紙.絹目調 
く SG - 201 >*7 

絹目調 

写真用紙絹目調 

マット フオ トぺーパー 
く MP -101 > 

マツトフオト 

マットフォトぺーパー 
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用紙をセットする 


用紙の名妳く型番 >>1 

最大積載枚数 

最!^積載枚数 

[用紙の種類]の設定 

をトレイ 

カセット 

操作パネル 

プリンタードライバー 

年賀が、挨撲状の印刷に 

庶 'i 面 1 •した 



キヤノン写真はがさ.光ミ尺 
く KH - 301 >*4 *5 

20枚 

使用でさませ 
ん *8 

20枚 

(通信面のみ） 
写真はがさ光 
沢 

通信面：キヤノン写真はが 
を光沢 

あて名面：すべてのはがさ 
/はがを 



ビジネスで書の印刷に 

& 

e 

高品位専用紙 
< HR -101 S >*6 

80枚 

使用でさませ 
ん*8 

已〇枚 

— 

局品位専用紙 

オリジナルグッズ作りに * 

r ぶ- 

T シャツ転写紙 
< TR - 301 >*6*10 

1 枚 

使用でさませ 
ん *8 

*9 

— 

T シャツ転写紙 

ピクヴスプチシール 
< PS -101 >*6*10 
(1 目面光ミ尺フォトシール） 

1 枚 


写真用紙光ミ尺 

ピクヴスプチシール•フリー 
カット 

く PS - 201 >*6*10 

1 枚 


写真用紙光ミ尺 

フォトシールセット 

< PSHRS >*6 *io 
に面/4面/9面/1目面） 

1 枚 


写真用紙光ミ尺 

片面光沢名刺用紙 
く KM -1 日 1/ KM - 201 >*11 

20枚 

光お 

写真用紙光沢 

両面マット名刺用紙 
< MM -101 >*11 

20枚 

光沢 

写真.イラスト：写真用紙 
光沢 

夕字：普通紙 


*1 <型番>のあるをのは、キヤノン純正紙です。用紙の裏表や使用上の注意については、各用紙の取扱説明書を参照し 
てください。また、種類によって取り扱っているサイズび異なります。詳しくは、キヤノンピクヴスホームページ 
canon.jp/pixus をご覧ください。 

*2 用紙の種類やご使用の環境（高温•多湿や低温•低湿の場合）によっては、正常に紙送りでさない場合びあります。 
この場合は、セットする枚数を半分！;(下に減らしてください。（再生紙はち紙配合率100%の再生紙び使用でさます。） 

*3 A4、 目己、 A 己、レターサイズの普通紙は、普通紙の給紙位置設定を後トレイに設定してある場合のみ給紙でさます。 

設定ち法について詳しくは、『をっと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 

*4 あて名面はパソコンからの印刷にのみ使用でさます。 

*已 Windows をご使用の場合は、『キヤノンピクヴスかんたん印刷』（はびさ両面印刷）に対応したアプ U ケーシヨンソ 
フトを使うことで、両面印刷びでさるようになります。アプ U ケーシヨンソフトについては、キヤノンピクヴスホー 
ムぺージで紹介しています。 camn.jp/pixus にアクセスしてください。 

*6 パソコンからの印刷にのみ使用でさます。 

*7 用紙を重ねてセットすると、用紙を引さ込む際に印刷面に跡び付いたり、用紙びうまく送られない場合びあります。 
その場合は、用紙を]枚ずつセットしてください。 

*8 カセットから給紙した場合、故障の原因になることびありますので、必ず後トレイにセットしてください。 

*9 にじみや変色を防ぐため、続けて印刷するとさは、先に印刷した用紙を排紙トレイから取り出すことをお勧めします。 
*10 『セットアップ CD-ROM』 に付属の Easy-Ph 加 DPrint EX (イージー•フオトプ U ント•イーエックス）を使うと印 
刷の設定びかんたんにでさます。パソコンにインスI-ールしてお使いください。 
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用紙をセットする 


*1 1パソコンからテキストデータを印刷する場合、データは名刺サイズ (55mm X 91 mm) で作成し、上下左ちの余白 
を已 mm 程度に設定してください。 



-円な目 rid 呂 e 対応機器、および携帯電話の写真を印刷するときの、用紙サイズと用紙の種類の設定ち法については、 
『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 


サイズ 


使用できる用紙サイズは、1；(下のとおりです。 



-カセットにセットでさる普通紙の用紙サイズは、1；(下のとおりです。 

A4、 目己、 A 己、レターサイズ 

それ！;(外の普通紙は、カセットにセットでさません。後トレイにセットしてください。 
- Macint 日 sh をご使用の場合、長形3号/4号の封筒は使用できません。 


定型： 

• レター （2] 己. 9 X 279.4mm) 

•A 已 (148.0X210.0mm) 

•目已旧己」 IS] (182 .日X 2已 7.0mm) 

• US 4x8 (101.6 X 203.2mm) 

• 六切 (203.2 X 2已 4.0mm) 

• 2L 判 (127.0 X 178.0 mm) 

• 往復はびさ (200.0 X 148.0 mm) 

•EURDLEnv . [封筒 DL ](1 1 0.0 x 220.0mm) 

• 長形 4 号 （9 日.日 X 205.0 mm) 

• 洋形目号 （98.0 X ] 90.0mm) 

• 名刺（已己日X 91.日 mm) 

* [] 内は Macintosh での表示です。 

非定型： 

じ I 下の範囲内で用紙サイズを設定することもでさます。 

•最小サイズ： 已已 .Ommx 91.0 mm (後トレイ） 

• 最大サイズ： 2] 已 .9mm X 676.0 mm (後トレイ） 

重さ 

64〜10日 g / m ^ (キヤノン純正紙外の用紙） 

この範囲外の重さの用紙（キヤノン純正紙！;1外）は、紙づまりの原因となりますので使用しないでください。 

保管上のま意について 

-用紙は印刷する直前に、印刷する枚数だけをパッケージから取り出して使用してください。 

-反りを防ぐため、使用しない用紙は用紙び入っていたパッケージに入れ、水平に置いて保管してください。 
また、高温-多湿-直射日光を避けて保管して<ださい。 


• IJ- ガル （2] 己. 9X3 已已 .6mm) 

• A4 (210.0 X 297.0mm) 

•KG (101 .目 X ] 已 2.4mm) 

• US 已 x7 (127 .日 X 177.8 mm) 

• L 判 (89.0 X 127.0 mm) 

• はびさ ( lOO.Ox 148.0 mm) 

• US Comm. Env. #10 風筒#1日] (104.6 x 241.3mm) 
•長形 3 号 （12 日.日 X 23 己. 0mm) 

.洋形4号 (105.0 X 235.0mm) 

•ワイド]日1.目 X 18日. 6mm [ワイド] (101.6X 180.6 mm) 
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用紙をセットする 


フチなし全面印刷に対応した用紙について 

-フチなし全面印刷を行う場合、両面印刷を設定することはでさません。 

- U —ガル/ A 己/目日サイズの用紙と往復はびき、封筒にはフチなし全面印刷できません。 

-普通紙はパソコンから印刷するとさのみフチなし全面印刷びでさます。印刷品質びやや低下することびあ 
りますので、試し印刷などにご使用ください。 


使用できない用紙について 


下の用紙は使用しないでください。きれいに印刷できないだけでな<、紙づまりや故障の原因になります。 

• 折れている/反りのある/しわび付いている用紙 
• 濡れている用紙 

-薄すざる用紙厘さ64が m 2 未満） 

-厚すざる用紙（キヤノン純正紙 Lil 外の用紙で重さ]日日旨/ m 2 を超えるもの） 

-はびさより薄い紙、普通紙やメモ用紙を裁断した用紙（はびさ / L 判など、 A 己サイズより小さい用紙に 
印刷する場合） 

-絵はがき 

-一度折り曲げた往復はがさ 
. 写真付さはびさやステッカーを貼ったはびさ 
-角形封筒 

-而たびこ重になっている封筒 

-ふたびシールになっている封筒 

-型押しやコーティングなどの加工された封筒 

-ふた部分の乾燥糊び湿って、粘着性び出てしまった封筒 

• 穴のあいている用紙 

-長方形外の形状の用紙 

-ホチキスや粘着剤などでとじている用紙 

-粘着剤の付いた用紙 

-表面にラメなどび付いている用紙 


用紙/原稿をセットする 
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原稿をセットずる 


本製品の原稿台ガラスまたは ADF (自動原稿給紙装置）に原稿をセットするち法について説明し 
ふ^ 〇 


原稿のセツト位置について 


原稿は、原稿台ガラスと ADF (自動原稿給紙装置）の2箇所にセットすることびでさます。 
原稿のサイズや種類、用途によってセットする場所を選んでください。 

与 「セットできる原稿について」 （ P .12 己） 

書類や写真、本などは原稿台ガラスにセットします 





同じサイズや厚さの原稿び複数枚あるときは 、 ADF (自動原稿給紙 
装置）にセットします 

原稿を]枚だけセツトすることもでさます。 





• ADF (自動原稿給紙装置）には、両面印刷された原稿をセットして、コピーやスキャンすることもできます。 
-原稿をよりされいに読み取りたいとさは、原稿台ガラスにセットしてください。 
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原稿をセツトする 


原稿台ガラスに原稿をセツトする 


原稿台ガラスにコピー、ファクス、またはスキャンしたい原稿をセットします。 

コピーやスキャンなどの機能で、原稿をセットするときには、選択した機能により原稿のセット位置び異な 
る場合びあります。選択した機能に合わせて原稿をセットしてください。正しくセットしないと、原稿によつ 
ては、正しく読み取れない場合びあります。 


原稿台ガラスに原稿をセットしたあと、原稿台カバーをさちんと閉じてコピー、ファクス、またはスキャンをしてくだ 
さい。 


原稿を原稿台ガラスにセットする 


原稿台カバーを開ける 


B 


-原稿台カバー上には物を置かないでください。原稿台カバーを 
開けたとさに後トレイに物び落ち、故障の原因になります。 

-原稿台カバーの開閉時に、操作パネルのボタンや液晶モニター 
には手を触れないでください。誤操作の原因となることびあり 
ます。 

H 原稿の読み取る面を下に して、原稿台ガラスにセット 
する 

機能ごとの原稿のセツト方法を確認してください。 
^P.122 


原稿をセットするときには、じ(下のことにを意してください。 
スキャナーび正しく動作しなくなったり、ガラスび破損するこ 
とびあります。 

一原稿台ガラスに 2.0kg 1；(上の物をのせない 
-原稿を強く押さえるに. Ok 呂を超える力で）など、原稿台 
ガラスに重みをかけない 


2 原稿台カバ^をゆっくり閉じる 



原稿台カノく一は重いので、しっかり持って閉じてください。 


用紙/原稿をセットする 
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原稿をセツトする 


機能ごとの原稿のセツト方法 
原稿位置合わせマーク （詞） に合わせてセットずる 


な 


jr 


原稿を、 読み取る面を下に して、原 
稿位置合わせマーク(^)に合わ 
せて置いて < ださい。 


•コピーまたはファクスずる原稿をセツトずる場合 

•スキヤンモードの[原稿種類]で、 

-[おまかせスキャン]を選び、で書/雑誌/新聞を 
スキャンずる場合 

-[文書]または[写真]を選び、読取サイズに A 4、 
レターなどの定型ヴイズを指定した場合 

♦パソコンか6アプリケーシヨンソフトを使用し、 

一文書/雑誌/新聞をスキャンする場合 
-[原稿サイズ]で A 4、 レターなどの定型ヴイズを 
指定してスキャンする場合 



-印刷の品質を維持するため、用紙の上下左ち 
に余白を設けています。実際に印刷でさる範 
囲は、これらの余白を除いた部分になります。 

(目） 3mm 

(C) 已 mm 

(D) 3.4mm (レター、 U— ガルのみ：目. 4mm) 

(E) 3.4mm (レター、 U— ガルのみ：目. 3mm) 


原稿 印刷結果 



D E 
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原稿をセツトする 


原稿台ガラスの中央にセツトずる 



原稿台ガラスの端から]日 mmlU 上 
離し、 読み取る面を下に して原稿を 
置いて < ださい。 


複数枚の原稿をセツトずる 


•コピーモードの[写真焼を増し]でプリント写真を1 
枚スキャンする場合 

•スキャンモードの[原稿種類]で、 

-[おまかせスキャン]を選び、プリント写真/はが 
を/名刺/ディスクを1枚スキャンする場合 
-[写真]を選び、読取サイズに[オートク□ップ] 
を指定して1枚スキャンする場合 

•パソコンか S アプリケーションソフトを使用して、プ 
リント写真/はがを/名刺/ディスクを1枚スキャン 
する場合 



原稿台ガラスの端から] 0mm 上 
離し、 読み取る面を下に して置いて 
ください。原稿と原稿の間ち 
1日離してください。 

E 判や L 判は4枚、 2L 判やはびさ 
は2枚までセツトできます。 


•コピーモードの慢真焼き増し]でプリント写真を複 
数枚スキャンする場合 

•スキヤンモードの[原稿種類]で、 

-[おまかせスキャン]を選び、プリント写真/はが 
き/名刺を複数枚スキャンする場合 
-[写真]を選び、読取サイズに[マルチク□ップ] 
を指定して複数枚スキャンする場合 

•パソコンか6アプリケーションソフトを使用して、プ 
リント写真/はがき/名刺を複数枚スキャンずる場合 


傾さ補正機能により、約 ] 日度までの傾さは自動的に補正されます。長い辺び約] SOmml； (上の写真の傾さは 
補正でさません。 

長ち形!;!外の変形した写真（いろいろな形に切り抜いた写真など）は正しくスキャンでさない場合びあります。 


用紙/原稿をセットする 
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原稿をセツトする 


ADF (自動原稿給紙装置）に原稿をセットする 


ADF (自動原稿給紙装置）にコピー、ファクス、またはスキャンしたい原稿をセットします。 

_ 

• 原稿をよりされいに読み取りたいとさは、原稿台ガラスにセットしてください。 


1 原稿台ガラスに原稿びないことを確認する 

2 原稿を ADF (自動原稿給紙装置)にセットする 



B 



且 原稿を原稿トレイにセットし、ピッという音が鳴るま 
で差し込む 

原稿の読み取る面を上に して、原稿トレイにのせてくだ 
さい。 

_ 

• [本体設定]の[本体の基本設定]で、アラーム音び鳴らない 
ように設定している場合は、原稿トレイに原稿をセツトしても 
音は鳴りません。 


B 原稿ガイドを原稿の幅に合わせる 

原稿ガイドを強く突さ当てすざないようにしてください。 
うまく給紙されない場合びあります。 



-両面原稿の場合、[本体設定]の[本体の基本設定]で、両面 
原稿を読み取るとさの原稿の排紙ち法をページ順に排紙する 
か、裏表逆に排紙してスキャン速度を優先するかを指定でさ 
ます。 
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原稿をセツトする 


ットできる原稿について 


原稿台ガラスまたは ADF (自動原稿給紙装置）にセットできる原稿は、下のとおりです。 



原稿 台ガラス 

ADF (自動原稿給紙装置） 

原稿の種類 

-夕書、雑誌、新聞 
. プリント写真、はがを、 

名刺、ディスク （ BD / 
DVD/CD など） 

- ADF (自動原稿給紙装置） 

にセツトでをない原稿 

サイズ、厚さ、および重さが同じ、1枚 m 上の普通紙原稿 

サイズ 
(幅 X 長さ） 

最大2 16 mm X 297 mm 

• 最大21 6 mm X 3已 6 mm 
• 最小 148 mm X 148 mm 

両面コピー、2 in 1コピー、4 in 1コピ ー 、または両面スキャンの場 
合は A 4 またはレターサイズのみ 

枚数 

1枚または複数枚* 

- A 4 とレターサイズ：最大3已枚 （7 已旨/ m 2 )、 高さ已 mm じ(下 
• リーガルサイズ：最大30枚 （7 已 g / m 2)、 高さ下 
-上記 m 外の原稿：最大1枚 

厚さ 

最大1 0 mm 

日.0目〜 0.13 mm 

質量 

- 

已〇〜 90 g / m 2 


* 選んだ機能により、複数枚のセットび可能です。^「機能ごとの原稿のセット方法」 ( P .122) 



-原稿にのり、インク、修正液などを使ったとさは、乾いてからセットしてください。 

のりび付いている原稿は、乾いていても ADF (自動原稿給紙装置）にセットしないでください。紙づまりの原因となり 
ます。 

-原稿にホチキスの針やク U ップなどび付いていないことを確認してからセットしてください。 

- IJ ーガルサイズの原稿は 、 ADF (自動原稿給紙装置）にセットしてください。 

-次のような原稿は ADF (自動原稿給紙装置）にセットしないでください。紙づまりの原因となります。 

一しわや折れ目のある原稿 
一丸まっている原稿 
一破れている原稿 
一穴のあいている原稿 
一のりび付いている原稿 
一付せんび付いている原稿 
ーカーボン紙び付いている原稿 
一表面加工び施されている原稿 
一薄質半透明紙または薄すざる原稿 
一 写真または厚す ざる 原稿 


用紙/原稿をセットする 
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お手入れ 


ここでは、インクが^^^ったときのインクタンクの交換方法、印刷がかす 
れたとさのクリーニ文^'の方法、用紙がうまく送!5れない場合の対処方法な 
どについて説明す。 


インクタンクを交換ずる . 

. P .128 

ス式 jjrq ..................................................... 

.D 1 QP 

乂撰り J す呆1ド 

インクの状態を確認する . 

卜\ 1 ピ〇 

.P.133 

印刷にかずれやむ! 5 があるとをには . 

. P .13 曰 


ノズルチェックノ く夕ーンを印刷する . P .136 

ノズルチェックパターンを確認する . P .137 

プリントへッドをクリーニングする . P .138 

プリントへッドを強カクリーニングする . P .139 

プリントへッド位置を調整する . P .140 


給紙□-ラーをクリーニングずる . P .141 


カセツトの内部を清掃ずる 


• P .142 
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インクタンクを交換ずる 


インクの残量に関する警告やエラーび発生すると、液晶モニターの画面にエラーメッセージび表示 
されてお知らせします。エラーメッセージの内容を確認してから、「困ったとさには」の「液晶モ 
ニターにエラーメッセージび表示されている」 （ P .14 日）を参照してエラーの対処をしてください。 



-本製品で使用でさるインクタンクの番号については、本書の裏表紙を参照してください。 

-インクび残っているのに印刷びかすれたり、白すじび入る場合は、「印刷にかすれやむらびあるとさには」 （ P . 13己）を 
参照してください。 


交換の操作 


インクタンクの交換び必要な場合は、次の手順で行います。 



-インクタンクに穴を開けるなどの改造や分解をすると、インクび漏れ、本製品の故障の原因となることびあります。改 
造-分解はお勧めしません。 


-インクの詰め替えなどによる非純正インクのご使用は、印刷品質の低下やプ U ントへッドの故障の原因となることびあ 
ります。安全上問題はありませんび、まれに、純正品にないインク成分によるとみられるプ U ントヘッド部分の発熱- 
発煙事例* ち報告されています。 キヤノン純正インクのご使用をお勧めします。 

(* すべての非純正インクについて上記事例び報告されているをのではありません。） 

-非純正インクタンクまたは非純正インクのご使用に起因する不具合への対応については、保守契約期間内または保証期 
間内であってを有償となります。 

-インクタンクの交換はすみやかに行い、インクタンクを取り外した状態で放置しないでください。 

-交換用インクタンクは新品のをのを装着してください。インクを消耗しているをのを装着すると、ノズルびつまる原因 
になります。また、インク交換時期を正しくお知らせでさません。 

-最適な印刷品質を保つため、インクタンクは捆包箱に記載されている「取付期限」までに本製品に取り付けてくださ 
し、また、開封後6ヶ月じ(内に使い切るようにしてください（本製品に取り付けた年月曰を、控えておくことをお勧 
めします)。 


_ 

-黒のみの文章を印刷したり、モノク□印刷をするとさにも、ブラックじ(外のインクび使われることびあります。 
また、本製品の性能を維持するために行ラク U —ニングや強カク U —ニングでち、各色のインクび使われます。 
インクびなくなった場合は、すみやかに新しいインクタンクに交換してください。 

詳しくは巻末の「知って得するヒント集」を参照してください。 
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インクタンクを交換する 


1 電源び入っていることを確認し、排紙トレイをゆっくり手前に開く 

2 スキャナーユニット(カバー ) を持ち上げ、スキャナーユニットヴポー 
卜 ( A ) で固定する 

プ U ント へッ ドホルダーび交換位置に移動します。 



A 注意 

-プ IJ ントへッドホルダーび動いている間はプ U ントへッドホルダーを手で止めたり、無理に動かしたりしないで 
ください。プ U ントヘッドホルダーの動さび止まるまでは、手を触れないでください。 



-原稿台カバー上には物を置かないでください。原稿台カバーを開けたとさに後トレイに物び落ち、故障の原因 
になります。 

-スキャナーユニット（カバー）は、原稿台カバーと一緒に持ち上げてください。原稿台カバーび開いていると、 
スキャナーユニット（カバー）は開さません。 

• スキャナーユニット（カバー）の開閉時に、操作パネルのボタンや液晶モニターには手を触れないでください。 

誤動作の原因となることびあります。 

• 本体内部の金属部分やその他の部分に触れないで<ださい。 

-スキャナーユニット（カバー）を]日分上開けたままにすると、プ U ントヘッドホルダーびち側へ移動します。 
その場合は、いったんスキャナーユニット（カバー）を閉じ、再度開けてください。 


_ 

-プ IJ ントヘッドホルダーび交換位置に移動するとさに動作音びします。正常な動作です。 


I お手入れ 
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インクタンクを交換する 


3 インクランプの滅び連いインクタンクを取り外す 

インクタンクの固定つまみ （B) を押し、インクタンクを上に持ち上げて外します。 
プ IJ ント ヘッド 固定 レバー （C) には触れないようにしてください。 




-衣服や周囲を巧さないよう、インクタンクの取り扱いにはを意してください。 

-空になったインクタンクは地域の条例にしたびって処分してください。 

また、キヤノンでは使用済みインクタンクの回収を推進しています。詳しくは「使用済みインクカート IJ ツジ回 
収のお願い」 (P.204) を参照してください。 


_ 

• 一度に複数のインクタンクを外さず、必ず]つずつ交換してください。 

• インクランプの点滅速度については、「インクの状態を確認する」 (P.133) を参照してください。 


4 インクタンクを準備する 



D 新しいインクタンクをパッケージから取り出し、オレ 
ンジ色のテープ〇をすべてはびしてか5、保護フィル 
ム©をすべてはびす 



-インクタンクを落としたり、力を加えたりするなど乱暴に扱 
うことは避けてください。 


• L 字の空気溝 （D) にオレンジ色のテープび残っていると、イ 
ンクび飛び散ったり、正しく印刷でさない場合びあります。 
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インクタンクを交換する 


E 



且 L 字の空気溝 （ D ) をふさびないよラに、オレンジ色の 
保護キャップ （ E ) を上にして持つ 


0 オレンジ色の保護 キャップに） を、水平に90度 
ひねってか5ゆっくり取り外す 


インクタンクの側面を強く押さないでください。 L 字の空気溝 
(D) をふさいだ状態でインクタンクの側面を押すと、インク 
び飛び散る場合びあります。 

保護キャップ （E) の内側やインク出 □ (F) には触れないで 
ください。インクで手び巧れる場合びあります。 

取り外した保護キャップ （曰は、 再装着しないでください。 
地域の条例にしたびって処分してください。 


5 インクタンクを取0付ける 



新しいインクタンクをプリントへッドに向かって斜め 
に差し込む 

ラベルに合わせて取り付けます。 


I お手入れ 
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インクタンクを交換する 



且 インクタンク上面の 0) 部分を「カチッ」と音びするま 
でしっかり巧して、インクタンクを固定する 

取り付けたら、インクランプび赤く点打したことを確認し 
て < ださい。 



-インクタンクの取り付け位置を間違えると印刷でさません。プ 
IJ ント ヘッド ホルダーに付いているラベルに合わせ、インクタ 
ンクを正しい位置に取り付けてください。 


• ひとつでちセツトされていないインクタンクびあると印刷でさ 
ません。必ずすベてのインクタンクをセットしてください。 


0 スキャナーユニット(カバー ) を閉じる 



D スキャナーユニット（カバー）を持ち上げる 
B スキャナーユニットサポート （ G ) をたたむ 
0 スキャナーユニット（カバー）をゆっくり閉じる 


A 江局 

-スキャナーユニットサポート （ G ) をたたむとさは、スキャナーユニット（カバー）をしっかりと持ち、指など 
をはさまないよラにま意してください。 



• スキャナー ユニット （カバー）の開閉時に、操作パネルのボタンや液晶モニターには手を触れないでください。 
誤動作の原因となることびあります。 


_ 

-スキャナーユニット（カバー）を閉じたあとに液晶モニターにエラーメッセージび表示されている場合は、「困つ 
たとさには」の「液晶モニターにエラーメッセージび表示されている」 ( P .145) を参照してください。 

-次回印刷を開始すると、自動的にプ IJ ントヘッドのク U —ニングび開始されます。終了するまでほかの操作を行 
わないで < ださい。 

-畳線びずれて印刷されるなど、プ IJ ントヘッドの位置ずれび確認されたとさには、プ U ントヘッドの位置を調整 
します。与 P .14 日 

-操作中に動作音びする場合びありますび、正常な動作です。 
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インクタンクを交換する 


インクの状態を確認する 


インクの状態は、液晶モニターやインクランプで確認することびでさます。 


液晶 モニターで 確認す る 



n 電源び入っていることを確認し、セットアップボタン 
を巧す 

且 [インク残量表示]挡を選び、 0 K ボタンを巧す 

インクの残量についてお知らせびあるとさは、図の （A) 
の部分にマークび表示されます。 

例：® 

インクび少なくなつています。新しいインクタンクをご用 
意ください。 


_ 

-印刷中に液晶モニターに表示される画面でち、インクの状態を 
確認することびでさます。 


インクランプで確認する 

n 電源が入っていることを確認し、排紙トレイをゆっく 
り手前に開< 

且 スキャナーユニット（カバー）を持ち上げ、スキャナー 
ユニッ トサポートで固定する=> P . 129 

B インクランプの状態を確認する 

インクランプの状態を確認したら、スキャナーユニット 
(カバー）を閉じてください。与 P.132 


点な 

インクタンクは正しく取り付けられています。 

点滅 

-ゆっくり点滅（約3砂間隔） 

• •繰り返し 

インクび少なくなっています。新しいインクタンクをご用意ください。 
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インクタンクを交換する 


-はやく点滅（約1砂間隔） 

• •••• •繰り返し 

インクタンクび間違った位置に取り付けられているか、インクびなくなりました。プ U ントヘッドホルダー 
に付いているラベルのとおりに正しい位置に取り付けられているか確認してください。取り付け位置び正し 
いのにインクランプび点滅している場合は、エラーび発生し、印刷でさない状態です。液晶モニターに表示 
されているエラー内容をご確認ください。づ P.14 己 

消'打 

インクタンクびしっかり取り付けられていないか、インク残量検知機能を無効にしています。インクタンク 
びしっかり取り付けられていない場合は、インクタンクの©の部分を「カチッ」と音びするまでしっかり押 
してください。しっかりセットでさない場合は、インクタンクの底部にあるオレンジ色の保護キャップび外 
れているか確認してください。 

インクタンクを取り付け直してもインクランプび点打しない場合は、エラーび発生し、印刷でさない状態で 
す。液晶モニターに表示されているエラー内容をご確認ください。づ P.14 己 
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EP 刷にかすれやむ S があるとをには 


印刷結果びかすれたり、色び正しく印刷されないとさは、プ U ントヘッドのノズルび目づまりし 
ている可能性びあります。下の手順に沿って、ノズルチェックパターンを印刷してノズルの状 
態を確認し、プ IJ ントへッドのク IJ 一ニングを行います。 

また、畳線びずれるなど印刷結果び思わしくないときは、プ IJ ントヘッドの位置調整を行うと状 
態び改善することびあります。 


-プ U ントヘッドやインクタンクを洗ミきしたり、拭いたりしないでください。プ IJ ントヘッドやインクタンクの故障の原 
因になります。 



お手入れを行ラ前に 

-インクタンクにオレンジ色のテープび残っていないかを確認してください。 

づ「困ったときには」の「動作はするびインクび出ない」 ( P .170) 

-スキャナーユニット（カバー）を開け、インクランプびホく点巧していることを確認してください。 

点滅または消打しているインクランプびある場合は、「インクの状態を確認する」 ( P .133) を参照して、必要な操作を 
行ってください。 

-プ U ンタードライバーの印刷品質を上げることで、印刷結果び改善される場合びあります。詳しくは『をっと活用ガイ 
ド』（電子マニュアル）を参照してください。 


印刷びかすれている、むらびある場合： 


Step 1 

ノズルチェックノ ターンを印刷する与 P . 13目 
ノズルチェックパターンを確認する与 P .1 37 

パターンに欠けや白い横すじがある場合 



Step 2 

プリントへッドをクリーニングする与 P .138 


つ 

I クリーニング後、ノズル チェック 
I パターンを印刷して確認 


2回繰り返してち改善されない場合 



Step 3 

プリントへッドを強カクリーニングする与 P .139 


_ 

- Step 3までの操作を行ってを症状び改善されない場合は、電源を切ってから電源プラグを抜かずに24時間上経過 
したあとに、もう一度強カク IJ 一ニングを行ってください。それでも改善されない場合は、プ U ントヘッドび故障して 
いる可能性びあります。お客様相談センターまたは修理受付窓口に修理をご依頼ください。 =^ P .203 


畳線びずれるなど印刷に均一感びない場合： 


プリントへッド位置を調整する与 P .140 



-お手入れの操作は、パソコンから行うことちでさます。詳しくは『ちっと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してく 
ださい。 
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印刷にかすれやむらびあるとさには 


:ックパターンを巧刷する 


プ U ントへッドのノズルからインクび正しく出てい 
るかを確認するために、ノズルチェックパターンを 
印刷します。 


_ 

• インク残量びかないとノズ J レチェックノ くターンび正しく 
印刷されません。インク残量び少ない場合はインクタン 
クを交換してください。づ P.128 


5 ノズルチェックパターンを確認ず 
る与 > P .137 


用意するもの： A 4 サイズの普通紙1枚 

1 電源が入っていることを確認ずる 

2 カセットに A 4 サイズの普通紙が1 
枚じ Lb セットされていることを確 
認ずる 


3 排紙トレイをゆっくり手前に開く 


4 ノスレチでックパターンを印刷ずる 

II セッ ト アップ ボタンを巧す 

セットアップメニューび表示されます。 

且 [メンテナンス]を選び、 0 K ボタンを 
巧す 

メンテナンス画面び表示されます。 

0 [ノズルチェックパターン EP 刷]を選び、 
0 K ボタンを巧す 


乂ンテナンス 



ソリーーゾン 


強カクリーニンク 
ヘッド位置調雲-自動 
ヘッド位置調整-手動 
へッド位置調整値を印刷 
給紙□— ラー クリーニンク 


確認画面び表示されます。 

□ [はい]を選び、 0 K ボタンを巧す 

ノズルチェックパターンび印刷され、液晶モ 
ニターに2 つの )くターン確認画面び表示され 
ます。 
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印刷にかすれやむらびあるとさには 


:ックパターンを確認する 


ノズルチェックパターンを確認し、必要な場合はク 
U —ニングを行います。 


1 〇 のパターンに欠けがないか、 
©の パターンに白い横ずじが入つ 
ていないかを確認ずる 


A (欠けがない） 目（欠けがある) 



〇 ©どち 5も A (欠け/白い横すじがない） 
の場合： 

〇 クリーニングの必要びないので、[すべて A ] 
を選んで OK ボタンを巧す 

且 メッセージを確認し、 OK ボタンを巧す 

メンテナンス画面に戻ります。 

_ 

-ほかの機能を開始するとさは、各モードボタンを押し 
て < ださい。 


〇 か© のどち5か、または 〇 と© の両方に B が 
ある（欠け/白い横すじがある）場合： 


〇 クリーニングび必要なので、 [ B がある]を 
選んで OK ボタンを巧す 

ク U —ニング確認画面び表示されます。 

且 [はい]を選んで 0 K ボタンを巧す 

プ U ントへッドのク U —ニングび開始され 
ます。与 P.138 

_ 

-巻末の「知って得するヒント集」にノズルチェックパ 
ターンの良い例、悪い例びカラーで掲載されていま 
す。そちらをあわせて参照してください。 


2 パターン確認画面で、巧刷された 
パターンに近いものを選ぶ 
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印刷にかすれやむらびあるとさには 


プリントへッドをクリーニングする 


ノズルチェックノ くターンに欠けや白い横すじびある 
場合は、プ U ントヘッドのク U —ニングを行ってく 
ださい。ノズルのつまりを解消し、プ U ントヘッド 
を良好な状態にします。インクを消耗しますので、 
ク U —ニングは必要な場合のみ行ってください。 

用意するもの： A 4 サイズの普通紙1枚 


1 電源が入っていることを確認ずる 

2 カセットに A 4 サイズの普通紙が1 
枚仪上セットされていることを確 
認ずる 


3 排紙トレイをゆっくり手前に開く 

4 プリントヘッドをクリーニングずる 

D セットアップボタンを巧す 

セットアップメニューび表示されます。 

且 [メンテナンス] g を選び、 0 K ボタンを 
巧す 

メンテナンス画面び表示されます。 

B [クリーニング]を選び、 0 K ボタンを巧す 


乂ンテナンス 

ソ戈瓜手工或ろ乃ろ—ンが丽 

ク U —ニンク’ _ 

5里ノ J ンリーーンソ 
ヘッド位置調整-自動 
ヘッド位置調整-手動 
へッド位置調藍値を印刷 
給紙□—ラークリーニンク 


確認画面び表示されます。 


□ [はい]を選び、 0 K ボタンを巧す 

プ U ントへッドのク U —ニングび開始され 
よ9 〇 

ク U —ニングび終了するまで、ほかの操作を 
行わないで<ださい。終了まで約]分かかり 
ます。 

ノズルチェックパターン印刷の確認画面び表 
示されます。 

旦 [はい]を選び、 0 K ボタンを巧す 

ノズルチェックパターンび印刷されます。 


5 ノズルチェックパターンを確認ず 
る与 ^ P . 137 



-ほかの機能を開始するとさは、各モードボタンを押し 
て < ださい。 


-ク IJ 一ニングを2回繰り返してち改善されないとさ 
は、強カク IJ 一ニングを行ってください。与 P.139 
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印刷にかすれやむらびあるとさには 


プリントへッドを強カクリーニングする 


プ U ントへッドのク U —ニングを行っても効果びな 
い場合は、強カク U —ニングを行ってください。強 
カク U —ニングは、通常のク U —ニングよりインク 
を消耗しますので、必要な場合のみ行って < ださい。 

用意するもの： A 4 サイズの普通紙1枚 

1 電源が入っていることを確認ずる 

2 カセットに A 4 サイズの普通紙が1 
枚 1 U 上セットされていることを確 
認ずる 


3 排紙トレイをゆっくり手前に開く 


□ [はい]を選び、 0 K ボタンを巧す 

プ U ントへッドの強カク U —ニングび開始さ 
れます。 

強カク U —ニングび終了するまで、ほかの操 
作を行わないでください。終了まで約2〜3 
分かかります。 

ノズルチェックパターン印刷の確認画面び表 
示されます。 

旦 [はい]を選び、 0 K ボタンを巧す 

ノズルチェックパターンび印刷されます。 

回 強カクリーニング終了のメッセージが表示 
された5、 0 K ボタンを巧す 

メンテナンス画面び表示されます。 

5 ノズルチェックパターンを確認ず 
る^「ノズルチェックノ く夕ーンを確 
認ずる」 （ P . 137)の手順 1 


4 プリントヘッドを強カクリーニング 
ずる_ 

II セッ ト アップ ボタンを巧す 

セットアップメニューび表示されます。 

且 [メンテナンス]を選び、 0 K ボタンを 
巧す 

メンテナンス画面び表示されます。 

B [強カクリーニング]を選び、 0 K ボタンを 
巧す 


乂ンテナンス 

ノズルチェックパターン印刷 f 

ク丄 J — ニンク 

I 強カクリーニング _ I 

へツ Nii 直前を-白動 

ヘッド位置調整-手動 
へッド位置調髪値を印刷 
給紙□—ラークリーニンク’ 


特定の色だけび印刷されない場合は、そのインクタ 
ンクを交換します。与 P.128 

改善されない場合は、電源を切ってから電源プラグ 
を抜かずに24時間じ(上経過したあとに、ちう一度 
強カク U —ニングを行います。 

それでち改善されない場合は、プ U ントヘッドび故 
障している可能性びあります。お客様相談センター 
または修理受付窓□に修理をご依頼ください。 
づ P.2 日3 


-ほかの機能を開始するときは、各モードボタンを押して 
<ださい。 


確認画面び表示されます。 
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印刷にかすれやむらびあるとさには 


プリントへッド位置を調整ずる 


畳線びずれるなど、印刷結果に均一感び見られない 
ときには、プ U ントヘッド位置を調整します。 



-インク残量び少ないとプ IJ ントへッド位置調整シートび 
正しく印刷されません。インク残量びかない場合はイン 
クタンクを交換してください。づ P .128 


• 付属の用紙（マットフォトペーパー MP -1 日 1) びなく 
なったり、キヤノン純正の専用紙び用意でさない場合は、 
『ちっと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照して、普 
通紙で手動のプ U ントへッド位置調整を行ってください。 
-パターンは黒と青で印刷されます。 


用意するちの： A 4 サイズのマツトフォトペー 

パー ( MP -101) 1枚 

1 電源が入っていることを確認ずる 

2 後トレイに付属の用紙または A 4 
サイズのマツトフオトペーパー 
( MP -101) を1枚セットずる 


印刷面（より白い面）を表に して、後トレイにセツ 
卜します。 



-カセツトからは自動のプ U ントへツド位置調整はでさ 
ません。必ず後トレイに用紙をセットしてください。 


3 排紙トレイをゆっくり手前に開く 


B [ヘッド位置調整一自動]を選び、 0 K ボタ 
ンを巧す 


乂ンテナンス 


ノズルチェックパターン印刷 
クリーニンク 
巧カク U —ニンヴ 



へツ Nil 直調堂-モ勸 

へッド位置調髪値を印刷 
給紙□—ラークリーニング 


確認画面び表示されます。 

□ [はい]を選び、 0 K ボタンを巧す 

プ U ントへッド位置調整シートび印刷され、 
プ U ントへッド位置び自動的に調整されます。 
印刷び終了するまで約己分かかります。 



-自動調整び正しく行えなかったとさには、液晶モ 
二夕一に「自動ヘッド位置調整に失敗しました」 
のメッセージび表示されます。「困ったとさには」 
の「液晶モニターにエラーメッセージび表示され 
ている」 （ P .14 己）を参照してください。 


旦へッ ド位置調整終了のメッセージび表示さ 
れた5、 0 K ボタンを巧す 

メンテナンス画面び表示されます。 

_ 

-ほかの機能を開始するとさは、各モードボタンを 
押して < ださい。 

-記載の手順でプ IJ ントへッド位置調整を行ってを 
印刷結果び思わしくない場合は、手動でプ U ント 
へッドの位置調整を行ってください。 

詳しくは、『をっと活用ガイド』（電子マニュアル) 
を参照してください。 


4 プリントヘッド位置を自動調整ずる 

D セットアップボタンを巧す 

セットアップメニューび表示されます。 

且 [メンテナンス] g | を選び、 0 K ボタンを 
巧す 

メンテナンス画面び表示されます。 
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給紙□—ラーをクリーニングずる 


給紙□ーラーに紙粉や巧れびつくと、用紙びラ 
まく送られないことびあります。そのような場 
合は、給紙 □ ーラーのク IJ ーニングを行いま 
す。給紙 □ ーラーのク IJ ーニングは給紙 □ 一 
ラーび磨耗しますので、必要な場合のみ行っ 
てください。 

用意するもの： A 4 サイズの普通紙 3 枚 

1 電源が入っていることを確認ずる 

2 排紙トレイをゆっくり手前に開く 
3 給紙□—ラークリーニングを選ぶ 

II セッ ト アップ ボタンを巧す 

セットアップメニューび表示されます。 

且 [メンテナンス]を選び、 0 K ボタンを 
巧す 

メンテナンス画面び表示されます。 

B [給紙□ーラークリーニング]を選び、 0 K 
ボタンを巧す 


乂ンテナンス 

ノズルチェックパターン印刷 （ 

ク U —ニンク’ 

強カクリーニング 
ヘッド位置調整-自動 
ヘッド位置調整-手動 
へ、 V ド巧置—溫墅値ホ巧刷_ 

I 給紙□- ラー ク リーニン ク’ _I 


確認画面び表示されます。 

□ [はい]を選び、 0 K ボタンを巧す 

旦 クリーニングする給紙箇所（[後トレイ] 
または[カセット])を選び、 0 K ボタンを 
巧す 

4 用紙を使用せずに給紙□ーラーを 
クリー号ングずる_ 

D メッセージにしたびって、手順 3 の 旦で選 
んだ給紙箇所にセットされている用紙をす 
ベて取り除< 

B 0 K ボタンを巧す 

給紙 □ ーラーび回転してク U —ニングび開始 
されます。 


5 用紙を使用して給紙□ーラーをク 
リーニングずる_ 

n 給紙□ーラーの回転が停止したことを確認 
し、メッセージにしたがって、手順 3 の旦 
で選んだ給紙箇所に A 4 サイズの普通紙を 
3 枚上セットする 

B 0 K ボタンを巧す 

ク U —ニングび開始されます。用紙び排出さ 
れるとク U —ニングび終了します。 

B クリーニング終了のメッセージび表示され 
たら、 0 K ボタンを巧す 

メンテナンス画面び表示されます。 

_ 

• ほかの機能を開始するとさは、各モードボタンを押し 
て < ださい。 


上記の操作を行ってわ改善されない場合は、お客様 
相談センターまたは修理受付窓□に修理をご依頼< 
ださい。与 P.2 日3 


I お手入れ 
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カセットの内部を清掃する 


カセット内部のパッドに紙粉やちれびつくと、用紙び複数枚排紙されることびあります。そのよ 
ラな場合は、パッドの清掃を行います。 

用意するもの：綿棒 

1 カセットを取り外し、セットされている用紙を取り除く 

2 湿らせた綿棒で/む/ド ( A ) を拭く _ 

_ 

-巧れを拭いたあとは、十分に乾燥させてください。 



上記の操作を行ってを改善されない場合は、お客様相談センターまたは修理受付窓□に修理をご 
依頼ください。与 P .2 日3 
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困つたとをには 


本製品を使用中にトラプんが発生したときは、ここでの対処方法を参照して 
ください。 / 

ここでは、発生すいトラブルを中/こ\に説明しています。該当するトラブ 
ルが見つか5ないとさには、『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）をあわ 
せて参照してください。 

LAN のセットアップ時のトラブルについては、『ネットワーク設置で困った 
ときには』を参照してください。 


•エラーが発生したときは . P.144 

•電源が入らない . P.144 

•液晶モニターにエラーメッセージが表示されている . P.145 

•液晶モニターにファクスのメッセージが表示されている . P.1 已 2 

•液晶モニターの表示が消えている . P.1 已已 

•日本語外の言語が表示されている . P.1 已已 

•MP ドライバーがインス!ルできない . P.1 已目 

•アプリケーシヨンがインス!ルでさない . P.158 

• 印刷-スキャン速度が遅い/ Hi-Speed US 巨として動作しない/ 
rnmmi 「さらに高速で実行でさるデバイス」などの 警告 夕が画面に 

表示される . P.1 曰 9 

.コピ ー/ 印刷結果に満足できない . P.160 

•印刷が始ま 5 ない . P.168 

•動作はするがインクが出ない . P.170 

•プリントヘッドホルダーが交換位置に移動しない . P.171 

•用紙がうまく送 5 れない . P.171 

• り te 画 プリンタードライバーで選んだ給紙箇所か5用紙が 

うまく送られない . P.173 

•用紙がつまった . P.173 

•ADF (自動原稿給紙装置）に原稿がつまった . P.178 

•パソコンの画面にメッセージが表示されている . P.181 

•Windows をご使用の方へ . P.187 

• PictBridge 対応機器にエラーメッセージが表示されている . P.188 

•携帯電話か 5 うまく印刷できない . P.188 

•メモリーカードが取り出せない . P.188 

•ファクスを受信できない/ファクスを印刷できない . P.188 

•ファクスを送信できない . P.191 

•電話がつながらない . P.193 

•クリエイティブパークプレミアムのコンテンツが利用できない…… P.193 


困つたとをには 
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困ったとさには 


エラーび 発生したときは 


印刷中に用紙びなくなったり、紙づまりなどのトラブルび発生すると、自動的にトラブルの対処 
方法を示すエラーメッセージび表示されます。この場合は、表示された対処ち法にしたびって操 
作してください。 




Canon MX880 series Printer - USBOOl 


:含巧巧 
雨ホサも： A, 



レ招ホしねぃ巧合は… —] 


* を资^爵臟 





Mac OS X v . l 0.6 .x を 
ご使用の場合 


Mac OS X v . l 0. 日 . X を 
ご使用の場合 



Mac OS X v . l 0.4.1 1を 
ご使用の場台 


エラー»号：1003 
ホの宙紙がな < な 0* した， 

■巧巧の9, MIK" 

•用化サイズ 44" 

1.カセットに巧«をセットレてください* 2•プリンターの OK ポタン«押し 
て < だまい。 

プリントダイアログの 0WR ホま1で【61««?1が通がまれてい♦ため、 A4、 
レタ ー 、 BS、A5 サイズの«§«はカセットから給化されまず。 


すべてのジョブを停止 ) 


電源び入らない 


電源ボタン对甲してみてくださし、 


チェック 


本製品と電源コードがしっかりと接続されているかを確認し、電源を入れ直して<だ 
さい 


チェック 


a 


電源プラグをコンセントか6巧き、3分な上たってか S 、 電源プラグをコンセントにつ 
ないで本製品の電源を入れ直してください 


それでも回復しない場合は、お客様相談センターまたは修理受付窓□に修理をご依頼ください。 
与「お問い合わせの前に」 (P.203) 
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困ったとさには 


液晶モニターにエラーメッセージび表示されている 


液晶モニターにエラー/確認メッセージび表示されたとさには、下の対処ち法にしたびってく 
ださい。 


エラー/確認メッセージ 

巧処方法 

インクびな<なつた可旨&性があります 
インクタンクの交換をお勧めします 
U 041 

インクがなくなった可能性があります（インクランプが点滅しています)。 
インクタンクを交換することをお勧めします。 

印刷が終了していない場含は、インクタンクを取り付けたまま本機の日 K ボ 
タンを}甲すと、印刷を続けることがでをます。印刷が終了した5インクタン 
クを交換することをお勧めします。インク切れの状態で印刷を続けると、故 
障の原因となるおそれがあります。 

与「インクタンクを交換する」 （ P .128) 


-複数のインクランプび点滅している場合は、「インクの状態を確認する」 
( P .133) を参照して、インクタンクの状態を確認してください。 

• この状態で印刷するとファクスの内容び失われる可能性びあるため、イン 
クを交換するまでは、受信したファクスを印刷しないで本機のメモ IJ 一に 
保をします。メモ U —に保をしたファクスは手動で印刷する必要びありま 
す。メモ U —に保をしないで、強制的に印刷するよラにち設定でさますび、 
インク切れにより、ファクスの内容び部分的に、もしくはすべて印刷され 
ないことびあります。 


プリントへッドび装着されていません 
プリントへッドを装着してください 

U 0 己！/ 

プリントへッドの種類び違います 
正しいプリントへッドを装着してくだ 
さい 

U 0 己2 

『かんたんスタートガイド』の説明にしたがってプリントへッドを取り付け 
て < ださい。 

プリントへッドが取り付け5れている場含は、プリントへッドをいったん取 
り外し、取り付け直してください。 

それでもエラーが解決されないとをには、プリントへッドが故障している可 
能性があります。お客様相談センターまたは修理受付窓□に修理をご依頼く 
ださい。 

与「お問い合わせの前に」 （ P . 20 3) 

正しい位置に取り付け6れていないイ 
ンクタンクがあります 

U 072 / 

下記のインクタンクび、複数取り付け 

6れています 

U 071 

-正しい位置にセットされていないインクタンクがあります（インクラン 
プが点滅しています)。 

-同じ色のインクタンクが複数セットされています（インクランプが点滅 
しています）。 

各色のインクタンクの取り付け位置に、正しいインクタンクがセットされて 
いることを確認してください。 

^「インクタンクを交換する」 （ P .128) 
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困ったとさには 


エラー/確認メッセージ 

巧処方法 

インクの残量を正しく検知できません 
インクタンクを交換して<ださい 
U 130 

インクの残量を正しく検知でさません。 

インクタンクを交換して、スキャナーユニット（カバー）を閉じてください。 

与「インクタンクを交換する」 （ P .128) 

一度空になったインクタンクで印刷を続けると、本機に損傷を与えるおそれ 
があります。 

印刷を続けるには、インク残量検知機能を無効にする必要があります。本機 
のストップボタンを己秒]ツ上}甲してか5離してください。 

この操作を行ラと、インク残量検知機能を無効にしたことを履歴に残しま 
す。インクを補充したことが原因の故障についてはキヤノンは責任を負いか 
ねます。 


-インク残量検知機能を無効にすると、液晶モニターのインク残量画面でイ 
ンクタンクびグレー色に表示されます。 

づ「インクの状態を確認する」 ( P .133) 

-この状態で印刷するとファクスの内容び失われる可能性びあるため、イン 
クを交換するまでは、受信したファクスを印刷しないで本機のメモ U —に 
保をします。メモ U —に保をしたファクスは手動で印刷する必要びありま 
す。メモ IJ 一に保をしないで、強制的に印刷するようにも設定でさますび、 
インク切れにより、ファクスの内容び部分的に、もしくはすべて印刷され 
ないことびあります。 


下記のインクタンクが、認識できませ 
ん 

U 043 

U 140 

U 1 已〇 

-インクタンクが取り付け5れていません。インクタンクを取り付けてく 
ださい。 

与「インクタンクを交換する」 （ P .128) 

-対応していないインクタンクが取り付け5れています。 

本機がヴポートでさないインクタンクが取り付け5れているため、印刷 
でさません。 

正しいインクタンクを取り付けてください。 

印刷を中止する場合は、本機のストップボタンを巧してください。 

与「インクタンクを交換する」 （ P .128) 

-インクタンクが認識できません（インクランプが消なしています）。 

インクタンクを交換してください。 

与「インクタンクを交換する」 （ P .128) 

対応していないインクタンクが取り付 
け6れています 

正しいインクタンクを取り付けてくだ 
さい 

U 141 

対応していないインクタンクが取り付け5れています。 

本機がヴポートでさないインクタンクが取り付け5れているため、印刷でを 
ません。 

正しいインクタンクを取り付けてください。 

与「インクタンクを交換する」 （ P .128) 

印刷を中止する場合は、本機のストップボタンを巧してください。 
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インクタンクを交換してください インクタンクを交換して、スキャナーユニット（カバー）を閉じてください。 

U1 巨3 与「インクタンクを交換する」 （ P .128) 

このまま印刷を続けると本機に損傷を与えるおそれがあります。 

印刷を続けるには、インク残量検知機能を無効にする必要があります。本機 
のストップボタンを已秒じ(上巧してか5離してください。 

この操作を行ラと、インク残量検知機能を無効にしたことを履歴に残しま 
す。インク切れの状態で印刷を続けたことが原因の故障については、キヤノ 
ンは責任を負えない場合があります。 



-インク残量検知機能を無効にすると、液晶モニターのインク残量画面でイ 
ンクタンクびグレー色に表示されます。 

づ「インクの状態を確認する」 ( P .133) 


-この状態で印刷するとファクスの内容び失われる可能性びあるため、イン 
クを交換するまでは、受信したファクスを印刷しないで本機のメモ U —に 
保をします。メモ U —に保をしたファクスは手動で印刷する必要びありま 
す。メモ IJ - に保をしないで、強制的に印刷するようにも設定できますび、 
インク切れにより、ファクスの内容び部分的に、もしくはすべて印刷され 
ないことびあります。 


適切なデータが保巧されていません -セットしたメモリーカード、または US 目フラッシュメモリーに読み込め 

る画像や夕書データが保存されていません。 

• ファイル名（フォルダー名）に、全角夕字（漢字、カナ等）があると、 
認識でさない場合があります。全角文字を半角英数字に変更してみてく 
ださい。 

-パソコン上で編集/加工したデータは、必ずパソコンか5印刷を行って 
<ださい。 

_ 

-撮影情報びパソコンなどで編集されている写真を液晶モニターに表示しよ 
うとすると、「?」び表示されます。 


指定した文書データ （PDF ) は、本 -メモリーカード、または US 目フラッシュメモリーから印刷可能な PDF 
機に巧応していない形式か、データが ファイルか確認してください。印刷でさるデータについては「メモリー 

大き過ぎるため、印刷できません カード/ USB フラッシュメモリーの PDF ファイルを印刷する」 （ P . 1 02) 

を参照してください。 

_ 

• 印刷でさない PDF ファイルでち、文書 IJ ストの画面にファイル名び表示 
されます。印刷可能な PDF ファイルか確認することをお勧めします。じ ( 
下の場合、 PDF ファイルを印刷でさません。 

一 印刷したい PDF ファイルの[詳細表示]画面び表示でさない 
-[詳細表示]画面の[作成元]に機種名または rMP Navigator EXJ 
外の文字び表示される 
一印刷プレビュー画面で「?」び表示される 


-パソコン上で編集/加工したデータは、必ずパソコンから印刷を行って 
<ださい。 


困つたとをには 
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困ったとさには 


エラー/確認メッセージ 

巧処方法 

指定した文書データ （ PDF ) には印 
刷でをない箇所があり、印刷の一部が 
かける可能性があります 

画像が多く含まれている PDF ファイルや、高精細の画像が含まれている 
PDF ファイルは、夕書や画像の一部が欠けたり、印刷が途中で止まる場合 
があります。この場合は、パソコンから印刷を行ってみてください。 

インク吸収体が満杯に近づきました 

0 K で継続できますが、早めに修理受 
付窓□へ交換をご依頼ください 

インク吸収体が満杯に近づいています。 

本製品は、クリーニングなどで使用したインクが、インク吸収体に吸収され 
ます。 

この状態になった場含、本製品の日 K ボタンを}甲すと、エラーを解除して印 
刷が再開でをます。満杯になると、印刷でさなくなり、インク吸収体の交換 
が必要になります。お早めに修理受付窓□へ交換をご依頼ください。お客様 
ご自身によるインク吸収体の交換はでをません。 

与「お問い合わせの前に」 （ P . 20 3) 

ホ朱朱ホ 

「****」部分は半角英数字で表示され、状況により表示が異なります。 

インク吸収体の交換が必要です 
修理受付窓□へ交換をご依頼ください 

インク吸収体が満杯になりました。 

本製品は、クリーニングなどで使用したインクが、インク吸収体に吸収され 
よ ! J 〇 

この状態になった場合、交換が必要です。お早めにパーソナル機器修理受付 
センターまたはお近くの修理受付窓□へ交換をご依頼ください。お客様ご自 
身によるインク吸収体の交換はでをません。 

与「お問い合わせの前に」 （ P . 20 3) 

タイムアウトエラーがお生しました 

コピー中に何5かのエラーび発生し、一定の時間が経ちました。 

本製品の日 K ボタンを}甲してエラーを解除し、もラー度コピーをやり直して 
<ださい。 

巧応していない機器び接続されました 
取りがしてください 

-カメラ接続部に接続している機器を確認してください。本製品と接続し 
て直接印刷できるのは、 PictBridge 対応機器または目 luetooth ユニッ 
卜目 U -30 (オプション）、 US 目フラッシュメモリーです。 

-接続した状態での操作時間が長すざたり、データ送信に時間がかかり過 
ざる場合は、通信タイムエラーとなり印刷できないことがあります。接続 
している USB ケーブルを抜を、再度 USB ケーブルを接続してください。 

円 ctBridge 対応機器か5印刷する場合、ご使用のデジタルカメラの機種 
により、接続する前に円 ct 目 ridge 対応機器で印刷するモードに切り替 
える必要があります。また接続後、手動で電源を入れたり、再生モード 
にする必要があります。ご使用の機器に付属の取扱説明書を参照のうえ、 
接続前に必要な操作を行って<ださい。 

それでちエラーが解決されないとさは、ほかの写真を選んで印刷でさる 
かどラかを確認してください。 


巧処方法 
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困ったとさには 


エラー/確認メッセージ 

自動へッド位置調整に失敗しました 
0 K を巧して操作をやり直して<ださい 
《取扱説明書を参照》 


巧処方法 


-ノズルが目づまりしています。 

本製品の日 K ボタンを巧してエラーを解除し、ノズルチェックパターン 
を印刷してプリントへッドの状態を確認してください。 

与 r ノズルチェックパターンを印刷する」 ( P .136) 

. A 4 サイズ m 外の用紙がセットされています。 

本製品の日 K ボタンを巧してエラーを解除し、キヤノン純正の A 4 サイズ 
の用紙（マットフォトペーパー MP - lOl ) を後トレイに1枚セットして 
<ださい。 

自動でプリントへッド位置調整を行ラ場合は、必ず後トレイに用紙を 
セットして<ださい。 

-本製品の排紙□内に強い光が当たっています。 

本製品の日 K ボタンを巧してエラーを解除し、排紙口内に光が当た5な 
いよラに調整してください。 

上記の巧策をとったあと、再度プリントへッド位置調整を行ってもエラーが 
解決されないときには、本製品の日 K ボタンを}甲してエラーを解除したあと、 
手動でプリントへッド位置調整を行ってください。 

^『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「手動でプリントヘッド位置 
を調整する」 


対応していない USB 八ブが接続され 
ました 

取りかしてください 


本製品のカメラ接続部に US 目八ブを接続している場合は、 US 目八ブを本 
製品か5取り外してください。 PictBridge 対応機器は直接本製品に接続し 
て < ださい。 


B 200 

プリンタートラブルが発生しました 
電源プラグを巧いて、修理受付窓□へ 
修理をご依頼ください 


本製品の電源を切ってか5、電源プラグをコンセントか5抜いてください。 
パーソナル機器修理受付センターまたはお近<の修理受付窓□に修理をご依 
頼ください。 

与「お問い合わせの前に」 （ P . 20 3) 


電源プラグを抜くと、本製品のメモ U —に保をされているファクスはすべ 
て削除されます。 


困つたとをには 
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困ったとさには 


エラー/確認メッセージ 


巧処方法 


プリンタートラスレび発生しました 
電源を入れ直して<ださい 
解ミ央しない場合は、取扱説明書を参照 
して<ださい 


「****」部分は半角英数字で表示され、状況により表示が異なります。 

- r 已1日0/已110」と表示された場合 

印刷を中止して、本製品の電源を切ってください。それか5、プリント 
へッドホルダーの保護材やつまった用紙など、プリントへッドホルダーの 
動をを巧げているものを取り除さ、本製品の電源を入れ直してください。 



• このとさ内部の部品には触れないよう、十分を意してください。印刷 
結果不具合などの原因となります。 

-それでも回復しない場合は、パーソナル機器修理受付センターまたは 
お近 < の修理受付窓□に修理をご依頼 < ださい。 

与「お問い合わせの前に」 ( P .203) 


• 「目000」と表示された場含 

本製品の手前にものがある場合は取り除いてください。 

排紙トレイをゆっくり手前に開いてか5、本製品の電源を入れ直してみ 
て < ださい。 

-それ m 外の表示の場合 

本製品の電源を切ってか5、電源プラグをコンセントか5抜いてください。 
本製品の電源を入れ直してみてください。 

それでち回復しない場合は、パーソナル機器修理受付センターまたはお 
近<の修理受付窓□に修理をご依頼<ださい。 

与「お問いちわせの前に」 （ P . 20 3) 



-電源プラグを抜くと、本製品のメモ IJ 一に保をされているファクスは 
すべて削除されます。 


ADF に原稿び残っています 原稿が ADF (自動原稿給紙装置）の中でつまっています。 

ADF の原稿を確認して 0 K を巧し、 ADF (自動原稿給紙装置）の中の原稿を取り除さ、日 K ボタンを巧してくだ 
操作をやり直してください さい。エラーを解除した5操作をやり直してください。 

^ 「ADF (自動原稿給紙装置）に原稿がつまった」 ( P .178) 


原稿サイズが長過ぎます 原稿が長すざるか 、 ADF (自動原稿給紙装置）の中に原稿がつまっています。 

ADF の原稿を確認して 0 K を巧し、 ADF (自動原稿給紙装置）の中の原稿を取り除さ、日 K ボタンを}甲してくだ 
操作をやり直してください さい。エラーを解除した5原稿が適切か確認して操作をやり直してください。 

づ 「ADF (自動原稿給紙装置）に原稿がつまった」 ( P .178) 


用紙サイズを確認して、 0 K を巧して A 4、 レターサイズ、またはリーガルサイズ m 外の用紙がセットされています。 
ください A 4、 レターサイズ、またはリーガルサイズの用紙をセットしてください。 

リーガルサイズの用紙は、後トレイにセットしてくださし、カセットにセッ 
卜でさる用紙サイズは、 A 4 またはレターサイズのみです。 
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困ったとさには 


エラー/確認メッセージ 


巧処方法 


スキャナーが、正常に動作できません 本製品の電源を切ってか5、電源プラグをコンセントか5抜いてください。 


-電源プラグを抜くと、本製品のメモ U —に保をされているファクスはすべ 
て削除されます。 

しば5くしてか5、本製品の電源を入れ直してみてください。それでも回復 
しない場含は、パーソナル機器修理受付センターまたはお近<の修理受付窓 
□に修理をご依頼ください。 

与「お問い合わせの前に」 （ P . 20 3) 


力ード書き込みが態がパソコンか6書 力ードス□ットが書き込み可能 （[ US 目接続 PC か5可能]または [LAN 


き込み可能なが態に設定されています 
「 PC か5書き込み禁止 J に設定して 
<ださい 


接続 PC か5可能])になっています。 

カードス□ットが [ US 目接続 PC か5巧能]または [ LAN 接続 PC か5可 
能]に設定されていると、メモリーカードか5印刷したり、スキャンした 
データをメモリーカードに保存でさません。セットアップメニューの[本体 
設定]^ [本体の基本設定]で[カード書き込み状態]を [ PC か5書き込 
み禁止]に戻してください。 


前回、正しい手順で電源び切6れてい 
ません 

電源を切るときは、電源ボタンを巧し 
て < ださい 


前回本製品の電源を切ったとさに、電源が入った状態で電源プラグが抜かれ 
た可能性があります。 

本製品の日 K ボタンを巧してエラーを解除してください。 


正しい電源プラグの抜さかたについては、巻末の「知って得するヒント集」 
を参照してください。 


電源プラグび抜かれたためメモリーの 本製品のメモリーにファクスが保存されているとさに、本製品の電源が入つ 


未送信/受信原稿び失われました 
用紙をセットし、 0 K を巧すと消失リ 
ストを印刷します 


た状態で停電が発生したか、電源プラグが抜かれた可能性があります。 


-停電び発生したり電源プラグを抜いたりすると、本製品のメモ U —に保を 
されているファクスはすべて削除されます。 

電源プラグの抜さかたについては、巻末の「知って得するヒント集」を参 
照して < ださい。 

0 K ボタンを}甲して < ださい。 

本製品のメモリーか5削除されたファクスの一覧（メモリークリアリスト） 
が印刷されます。 

詳しくは、『ちっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「印刷でさるレポート 
とリスト」を参照してください。 


印刷でさないデータです 


J 旨定したデータを印刷することがでさませんでした。 

クリエイティブパークプレミアムのコンテンツを印刷しようとしたとをは、 
パソコンの画面の表示を確認し、キヤノン純正インクタンクの全色び正しく 
取り付け5れていることを確認してか5再度印刷を行ってください。 


困つたとをには 
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困ったとさには 


液晶モニターにファクスのメッセージび表示されている 


ファクス待機画面でメッセージび表示されたときには、下の対処ち法にしたびってください。 


メッセージ 

巧処方法 

自動リダイヤル 

原稿を送信したとを回線が話し中だった場合や、相手が応答しなかった場 
を、時間をおいてか5リダイヤルします。自動でリダイヤルされるまでお待 
ちください。自動リダイヤルを取り消す場含は、リダイヤルされるまで待 
ち、ダイヤルをしている最中にストップボタンを}甲してください。本製品の 
メモリー内の原稿を削除しても、取り消すことがでさます。 

^『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「リダイヤル機能を使って 
ファクスを送信する」 

このグループダイヤルは使えません 
短縮## 

* 「##」は2巧の数字を表します。 

オンフックボタンび押された状態で、グループが登録されている短縮ダイヤ 
ルが指定されました。 

この状態では、グループび登録されている短縮ダイヤルは使用でをません。 

受話器を置いて<ださい 

外付け電話機の受話器が外れています。 

受話器ををちんと戻してください。 

モノクロで送信してください 

送信先のファクス機がカラーの送受信に対応していません。 

モノク□ボタンを}甲して送信し直してください。 

または、[ファクス設定]の[ファクスの詳細設定]にある[カラー送信処 
理]を[モノク□送信]に設定してください。送信先のファクスがカラーに 
対応していないとをに白黒モードに変換して送信します。 

^『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「ファクスの詳細設定」 

接続に失敗しました 

モジュラーケーブルが正し<接続されていない可能性があります。 

ケーブルが接続されていることを確認し、時間をおいてか5再度、送信して 
ください。それでも送信でをないとさは、[ファクス設定]の[ファクスの 
詳細設定]にある[ダイヤルトーン検知]を[しない]に設定してください。 

^『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「ファクスの詳細設定」 


巧処方法 
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困ったとさには 


巧処方法 


代行受信しました 次のいずれかの場合にファクスを受信すると、受信したファクスは本製品の 

メモリーに保存され、印刷はされません。問題を解消すると、本製品のメモ 
リーに保存されたファクスは自動的に印刷されます。 

-印刷するのに十分なインクび残っていないとを： 

インクレベルを確認し、対処してください。 

与「インクタンクを交換する」 （ P .128) 



-インクびなくなってち、受信したファクスを強制的に印刷するように 
設定することびでさます。 

ただし、インク切れにより、ファクスの内容び部分的もしくはすべて 
印刷されないことびあります。 

また、ファクスの内容は本製品のメモ U —に保をされません。 

なお、すでにインクびなくなっている場合は、[ファクス設定]から 
[自動印刷設定]を選び、[受信原稿]を[印刷しない]に設定して、 
受信したファクスを一度本製品のメモ IJ 一に保をすることをお勧めし 
ます。インクレベルを確認し、対処したあとに[自動印刷設定]の授 
信原稿]を[印刷する]に設定を戻すと、本製品のメモ U —に保をさ 
れたフアクスは自動で印刷されます。 


-用紙がなくなったとさ： 

用紙をセットし、日 K ボタンを}甲してください。 

-[用紙サイズ]で設定したサイズと異なるサイズの用紙がセットされてい 
るとを： 

[用紙サイズ]で設定したサイズと同じサイズの用紙をセットし、 0 K ボ 
タンを}甲して < ださい。 

-ストップボタンを押して、受信したファクスの印刷を中止したとを： 
ファクスボタンを}甲すと、中止したファクスが印刷されます。 

-[ファクス設定]の[自動印刷設定]の[受信原稿]が[印刷しない]に 
設定されているとを： 

本製品のメモリーに保存されたファクスは、ファクスメニューの[メモ 
リー照会]か5印刷することがでさます。 

^「本製品のメモリーに受信したファクスを印刷する」 （ P .44) 



-受信したファクスを自動で印刷する場合は、[ファクス設定]から[自動 
印刷設定]を選び、[受信原稿]を[印刷する]に設定してください。 

^『ちっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「自動印刷設定」 


-ストップボタンを押して問題を解消しなかった場合など、本製品のメモ 
U —に保をされたファクスを印刷しなかった場合は、あとで本製品のメモ 
U —に保をされたファクスを削除する、または印刷することびでさます。 
与 『をっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「本製品のメモ U —に保を 
されているファクス」 


困つたとをには 
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困ったとさには 


メッセージ 

巧処方法 

話し中でした 

-ダイヤルした送信先が話し中です。 

しば5くしてか5、ちラー度ダイヤルしてください。 

^『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「リダイヤル機能を使って 
ファクスを送信する」 

-ダイヤルしたファクス/電話番号が間違っています。 

ファクス/電話番号を確認し、もう一度ダイヤルしてください。 

-送信先のファクス機が応答しませんでした（自動リダイヤルの時間切れ)。 
送信先に連絡し、ファクス機を調べても5ってください。国際電話の場 
台は、登録した番号にポーズを入れてください。 

-送信先のファクス機が G 3 規格に対応していません。 

本製品は、 G 3 規格に対応していないファクス機とは送受信でさません。 
送信先にファクス機が G 3 規格に対応しているかどうかご確認ください。 

-回線種別の設定が間違っています。 

回線種別を確認し、回線にあった回線種別を設定してください。 

^「回線種別を設定する」 ( P .21) 

メモリーがいっぱいです 

-枚数が多い原稿、内容が細かい原稿を送受信したため、本製品のメモ 
リーがいっぱいになっています。 

-送信している場合は、原稿を分割してか5再送してください。 

• 受信している場合は、本製品のメモリーに保存されているファクスを印 
周ほたはメモリーカードや US 目フラッシュメモリーに保存し、本製品の 
メモリーか5削除してか5、送信元に連絡して、もラー度送信しても 

5って <ださい。 

^『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「本製品のメモリーに保存 
されているファクス」 

未処理の原稿びあります 

メモリーカードや US 目フラッシュメモリーがセットされていない、または 
書を込み禁止になっていたなど、メモリーカードや US 目フラッシュメモ 
リーへの自動保存がでさませんでした。 

0 K ボタンを}甲して < ださい。 

受信したファクスは本製品のメモリーに保存されています。書さ込み可能な 
メモリーカードまたは US 目フラッシュメモリーを用意して、手動でメモ 
リーカードや USB フラッシュメモリーに保存してください。 

づ『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「本製品のメモリーに保存さ 
れているファクスをメモリーカード/ US 目フラッシュメモリーに保存す 
る」 

メモリーカードまたは US 目フラッシュメモリーに保存後、不要なファクス 
は、本製品のメモリーか5削除してください。 

^『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「本製品のメモリーに保存さ 
れているファクスを削除する」 

用紙を変更して<ださい 

A 4/ レター/リーガル普通紙 

用紙サイズや用紙の種類が正し<設定されていません。受信したファクスを 
印刷するときは、[用紙サイズ]を [ A 4]、 [レターサイズ]または[リーガ 
ルサイズ]に設定してください。[用紙種類]は[普通紙]に設定してくだ 
さい。 

与『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「用紙の設定を変更する」 


巧処方法 
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困ったとさには 


メッセージ 

巧処方法 

ファクス 情報が 一致しません 

[ファクス設定]の[あんしん通信管理]にある[送信先の FAX 情報確認] 

を[する]に設定しているときに、本製品が相手先の端末情報を確認できな 
かったため、またはダイヤルしたファクス/電話番号が相手先の端末情報と 
一致しなかったため、送信がキャンセルされました。 

[送信先の FAX 情報確認]の設定については、『ちっと活用ガイド』（電子マ 
ニュアル）の「送信先のファクス情報を確認してか5送信する（送信先の 
FAX 情報確認)」を参照してください。 

受信を拒否しました 

[ファクス設定]の[あんしん通信管理]にある[ファクス受信拒否設定] 

で設定した相手か5のファクス受信を拒否しました。 

設定については、『ちっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「ファクス受信 
拒否設定を使ラ」を参照してください。 

レポートの出力待ち 

m 下のいずれかの場合、レポートは印刷されません。問題を解消すると、自 
動的に印刷されます。 

-印刷するのに十分なインクび残っていないとを： 

インクレベルを確認し、対処してください。 

与「インクタンクを交換する」 （ P .128) 

-用紙がなくなったとを： 

用紙をセットし、日 K ボタンを}甲してください。 

-[用紙サイズ]で設定したサイズと異なるサイズの用紙がセットされてい 
るとを： 

[用紙サイズ]で設定したサイズと同じサイズの用紙をセットし、日 K ボ 
タンを}甲して < ださい。 

-ストップボタンを}甲して、レポートの印刷を中止したとさ： 

ファクスボタンを}甲すと、中止したレポートが印刷されます。 


液晶 モニターの 表示び消えている 


操作パネルのランプがすべて消えているとさ： 

電源び入っていません。電源コードび接続されていることを確認し、電源を入れてください。 

操作パネルのランプび点なしている場合： 

液晶 モニターび 自動消打しています。操作パネルの電源ボタンじ(外のボタンを押してください。 


日本語 1 U 外の言語び表示されている 


次の手順で、日本語の設定に戻して<ださい。 

1セットアップボタンを巧して5砂な上待つ 
2当[本体設定]を選び、 0 K ボタンを巧ず 
3 ▼ボタンを目回巧し、 0 K ボタンを巧ず 

目 luetooth ユニットを取り付けているときは、▼ボタンを8回押してから、日 K ボタンを押して 
<ださい。 


困つたとをには 


4 ▲▼ボタンで[日本語]を選び、 0 K ボタンを巧ず 
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困ったとさには 


MP ドライバーびインス I -ールできない 



- LAN 接続で MP ドライバーびインス!ルできない場合は、『ネットワーク設置で困ったときには』も参照してください。 


『セットアップ CD - ROM 』 を DVD / CD - ROM ドライブに入れてもセットアップび始ま5ないとき： 

次の手順にしたびってインス!-ールを開始してください。 


1[スタート]メニューか6な下のように選ぶ 

- Windows 7をご使用の場合は、[スタート]メニューから[コンピューター]を選びます。 

• Windows Vista をご使用の場合は、[スタート]メニューからロンピュータ]を選びます。 

• Windows XP をご使用の場合は、[スタート]メニューから[マイコンピュータ]を選びます。 

2開いたウインドウにあるだ*に D - ROM ] アイコンをダブルクリックずる 

CD-R 日 M の内容び表示された場合は、 [MSETUP4.EXE] をダブルク U ックしてください。 

_ 

• CD-ROM のアイコンび表示されない場合は、次のことを試してください。 

-CD-R 日 M をパソコンから取り出して、再度セットする 
ーパソコンを再起動する 

• それでも [CD-ROM] アイコンび表示されない場合は、パソコンでほかの CD-R 日 M を表示できるか確認して 
ください。ほかの CD-ROM び表示できる場合は、『セットアップ CD-ROM 』 に異常びあります。キヤノンお 
客様相談センターにお問い合わせください。 

与 「お問い合わせの前に」 (P.203) 


[プリンターの接続]画面で止まってしまラとさ： 



[プ U ンターの接続]画面から先に進めなくなった場合は、本製品の USB ケーブル接続部とパソコ 
ンび US 巳ケーブルでしっかり接続されていることを確認し、次の手順にしたびってインス!-ールを 
やり直してください。 

_ 

-ご使用のパソコンによっては、[プ U ンターを認識していません。接続を確認してください。]というメッセー 
ジび表示されることびあります。 

その場合は、次の操作にしたびってインス!-ールをやり直してください。 
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困ったとさには 


1[キャンセル]ボタンをクリックする 

2 [インストール失敗]画面で[もう一度]ボタンをクリックする 
3表示された画面で[戻る]ボタンをクリックする 

4 「PIXUS XXXJ 画面 （rxxxj は機種名）で[終了]ボタンをクリックし、『セットアップ cd - 
ROM 』 を取り出す 

5本製品の電源を切る 

6パソコンを再起動する 

7ほかに起動しているアプリケーションソフトがあれば終了ずる 

8再度『セットアップ CD - ROM 』 をセットして、[おまかせインス!ル]を選んで MP ドライ 
バーをインストールする 

それ m 外のとさ： 

『かんたんスタートガイド』に記載されている手順にしたびい、 MP ドライバーをインス!-ールし直 
して < ださい。 

MP ドライバーび正しくインス!-ールされなかった場合は、 MP ドライバーを削除し、パソコンを再 
起動します。そのあとに、 MP ドライバーを再インス!-ールしてください。 

与 『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「不要になった MP ドライバーを削除する」 

MP ドライバーを再インス!-ールする場合は、『セットアップ CD-R 日 M』 で[選んでインス!-ール] 
から [MP ドライバー]を選んでインス!-ールしてください。 


Windows のエラーび原因でインス!-ーラーび強制終了した場合は、 Windows び不安定になっている可能性 
びあり、 MP ドライバーびインス!-ールでさなくなることびあります。パソコンを再起動して再インス!-ール 
して < ださい。 




『かんたんスタートガイド』に記載されている手順にしたびい、 MP ドライバーをインス!-ールし直してくだ 
さい。 

MP ドライバーを再インス!-ールする場合は、『セットアップ CD-R 日 M』 で[選んでインス!-ール]から 
[MP ドライバー]を選んでインス!-ールしてください。 


CD - ROM のアイコンび表示されない場合は、次のことを試してください。 

- CD - R 日 M をパソコンから取り出して、再度セットする 
ーパソコンを再起動する 

それでも [ CD - ROM ] アイコンび表示されない場合は、パソコンでほかの CD - R 日 M を表示でさるか確認してください。 
ほかの CD - R 日 M び表示でさる場合は、『セットアップ CD - ROM 』 に異常びあります。キヤノンお客様相談センターに 
お問い合わせください。 

与「お問い合わせの前に」 ( P .203) 


困つたとをには 
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困ったとさには 


アプリケーシヨンびインス I -ールでさない 


Wfawa Easv-WebPrint EX (イージ ー• ウェブプリント-イーエックス）を起動できない 
(メニューが表示されない） 

Internet Explorer (インターネット-エクスプ □— ラー）で Easy-WebPrint EX を起動できない 
場合や、メニューび表示されない場合は、下の項目を確認してください。 



• Easy-WebPrint EX は Internet Explorer 7上で使用できます。 


Internet Explorer の[表示]メニユー内の[ッールバー]メニユーにに anon 
Easy-WebPrint EX ] は表示されていますか 


表示されていない場合は、 Easy-WebPrint EX びインス! -- ルされていません。『セットアップ 
CD-R 日 M』 で[選んでインス! -- ル]から作 asy-WebPrint EX] を選び、インス! -- ルしてくだ 
さい。 



• Easy-WebPrint EX びインス!ルされていないと、タスクバーの通知領域に Easy-WebPrint EX のインス 
I -ールの案内び表示される場合びあります。インス!-ールするとさは、案内表示をク U ックし、画面の指示に 
したびって < ださい。 


• Easy-WebPrint EX をインス! -- ルおよびダウン□-ドするときは、インターネットへの接続び必要となり 
ます。インターネットへの接続料金はお客様のご負担となります。 


チェック 


Internet Explorer の[表示]メニユー内の[ツールバー]メニユーにあるに anon 
Easy-WebPrint EX ] にチェックマークは付いていますか 


[Canon Easy-WebPrint EX] にチてックマークび付いていない場合は、 Easy-WebPrint EX び有 
効になっていません。チェックマークを付けて、 Easy-WebPrint EX を有効にしてください。 


CteEsa Easy-WebPrint EX (イージ ー• ウェブプリント-イーエツクス）を起動できない 


Safari (サフア U) を使用中に Easy-WebPrint EX を起動できない場合は、下の項目を確認して 
<ださい。 



• Easy-WebPrint EX は、次の環境で使用できます。 
-0S : Mac 日 S X V .10 .己. xlU 上 
-ブラウヴー： Safari (ヴファ U) 41U 上 
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困ったとさには 


チェック 


Easy-WebPrint EX はインス I ルされていますか 

下の手順で、 Easy-WebPrint EX びインス! -- ルされているか確認してください。 

1 Finder の娘動]メニューか6 [アプリケーシヨン]を選ぶ 

2に anon Utinties ] フォルダー、 [ Easy-WebPrint EX ] フォルダーの順にダブルクリックする 

3 [ Easy-WebPrint EX ] フォルダー内に [ Easy-WebPrint EX . app ] びあるか確認する 

Easy-WebPrint EX.app] びない場合は、 Easy-WebPrint EX びインストールされていませ 
ん。『セットアップ CD-R 日 M』 で[選んでインス! -- ル]から [Easy-WebPrint EX] を選び、 
インス!-ールしてください。 

_ 

• Easy-WebPrint EX びインストールされていないと 、 Solution Menu EX (ソ U ューシヨン-メニュ ー• 
イーエックス）び起動しているときに Dock に Easy-WebPrint EX のダウン□-ドアイコンび表示され 
る場合びあります。インス!-ールするとさは、アイコンをク IJ ックし、画面の指示にしたびってください。 

• Easy-WebPrint EX をインス! -- ルおよびダウン□-ドするときは、インターネットへの接続び必要と 
なります。インターネットへの接続料金はお客様のご負担となります。 


印刷-スキャン速度が遅い/ Hi-Speed USB として動作しない/ 

「さ5に高速で実行できるデバイス」などの警告文が画面に表示される 


Hi-Speed US 目に対応していない環境では 、 USB ].1 での接続となります。この場合、本製品 
は正常に動作しますび、通信速度の違いから印刷-スキャン速度び遅くなることびあります。 


チェック 


ご使用の環境び Hi-Speed USB にが応しているか、次の点を確認してください 

パソコンの US 目ポートは、 Hi-Speed USB に対応していますか。 

US 目ケーブルと US 目八ブは、 Hi-Speed USB に対応していますか。 

US 目ケーブルは、必ず Hi-Speed US 目認証ケーブルをご使用くださし、また、長さ3 miU 内の 
ちのをお勧めします。 

ご使用のパソコンは、 Hi-Speed USB に対応した状態ですか。 

最新のアップデートを入手して、インス!-ールしてください。 

Hi-Speed USB 対応の US 目ドライバーび正しく動作していますか。 

Hi-Speed USB に対応した最新の Hi-Speed US 目ドライバーを入手して、再インス!ルして 
<ださい。 


• それぞれの操作については、ご使用のパソコン、 US 目ケーブル、 US 目八ブのメーカーにご確認ください。 


困つたとをには 
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困ったとさには 


ピー/印刷結果に満足でさない 


白いすじび入る、置線びずれる、色むらびあるなど、思ったような印刷結果び得られないとさは、 
まず用紙や印刷品質の設定を確認してください。 

セットされている用紙のサイズや種類が、設定と合っていますか 

設定と異なるサイズや種類の用紙をセットしていると、正しい結果び得られません。 

写真やイラストを印刷したとさにカラーの発色びよくないことびあります。 

また、設定と異なる種類の用紙をセットしていると、印刷面びこすれる場合びあります。 

フチなし全面印刷を行う場合、セットした用紙と設定の組み合わせによっては、発色の差び発生す 
る場合びあります。 

用紙や印刷品質の設定を確認する方法は、ご使用の機器によって異なります。 


本製品の操作でコピーをする場合 

本製品の操作パネル 
^「設定を変更する」 （ P . 目 8) 

本製品の操作でメモリーカード/ 
USB フラッシュメモリーか6印刷 
する場合 

本製品の操作パネル 
与「設定を変更する」 （ P . 已 6) 

円 ctBridge 巧応機器か6印刷する 
場合 

円 ctBrid 旨 e 対応機器 

与『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の rPictBridge 対応機 
器か5印刷する」 

本製品の操作パネル 

^『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「本製品の操作パネ 
ルで設定を変更する」 

携帯電話か6印刷する場合 

本製品の操作パネル 

づ『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「本製品の操作パネ 
ルで設定を変更する」 

パソコンか6印刷する場合 

プリンタードライバー 
^「文書を印刷する （ Windows )」（ P .88) 

「文書を印刷する （ Macintosh )」( P .91) 


チェック 


チェック1の表を参照して、適切な印刷品質び選ばれていることを確認してください 


用紙の種類や印刷するデータに応じた印刷品質を選んでください。インクのにじみや色むらび気に 
なる場合は、画質を優先する設定にして印刷してみてください。 



• 円な目 rid 呂 e 対応機器から印刷する場合は、本製品の操作パネルで印刷品質を設定してください。 
円 ctBrid 呂 e 対応機器からは印刷品質の設定はできません。 

-携帯電話から印刷する場合は、印刷品質の設定はできません。 
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困ったとさには 


チェック 


a 


それでも解決しない場合は、ほかの原因び考え6れます 


下の項目もあわせて確認してください。 

^「白紙のまま排紙される/印刷びかすれる/違う色になる/白いすじ（線）び入る」 (P.161) 
与 「畳線びずれる」 (P.162) 

与「インクびにじむ/用紙び反る」 (P.163) 

^「印刷面び巧れる/こすれる」 (P.163) 

与 「用紙の裏面び巧れる」 （P.166) 

与「色むらや色すじびある」 (P.167) 


白紙のまま排紙される/巧刷がかすれる/違う色になる/白いすじ（線）が入る 



^^31用紙が！]刷品質を確認しましたか 

与 「コピ ー/ 印刷結果に満足できない」 (P.160) 


チェック 


インクタンクのが態を確認し、インクびなくなっている場合は、インクタンクを交換し 
て < ださい 


づ「インクタンクを交換する」 (P.128) 


チェック 


m 


インクタンクにオレンジ色のテープや保護フイルムび残つていませんか 


下の図]のように、オレンジ色のテープび L 字の空気溝からされいにはびされていることを確認し 
て < ださい。 

図2のようにテープび残って L 字の空気溝をふさいでいる場合は、テープをされいに取り除いてく 
ださい。 


図1正しい状態（〇)図2テープがはがされて 

いない（ X ) 
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困ったとさには 


ノズルチェックパタ-ンを EP 刷し、必動こ応じてプリントヘッドのクリ- ニ ングなどを 
行ってください 

ノズルチェックパターンを印刷して、インクび正常に出ているか確認してください。 

ノズルチェックパターンの印刷、プ U ントヘッドのク U —ニング、強カク U —ニングについては「印 
刷にかすれやむらびあるとさには」 (P.135) を参照してください。 


チェック已 


片面にのみ印刷可能な用紙を使用している場合は、用紙の表と裏を間違えてセツトして 
いないか確認して < ださい 


表と裏を間違えると、かすれたり、正しく印刷されないことびあるので注意してください。 
用紙の印刷面については、ご使用の用紙に付属の取扱説明書を参照して<ださい。 


コピーしているとをはじ I 下の項目もチェックしてみてください： 


チェック6 


原稿び原稿台ガラスまたは ADF (自動原稿給紙装置）に正しくセットされていること 
を確認してください 


^「原稿をセットする」 (P.120) 


原稿の顧の向きび正しくセットされていますか 

原稿台ガラスにセットするときは、コピーする面を下にしてください。 

ADF (自動原稿給紙装置）にセットするときは、コピーする面を上にしてください。 


チェック S 


本製品で印刷したちのをコピーしていませんか 


メモ U —カードまたは、 USB フラッシュメモ U —、デジタルカメラから直接印刷するか、パソコン 
から印刷し直してください。 

本製品で印刷したものをコピーすると、されいに印刷されないことびあります。 


畳線がずれる 



^^31用紙が！]刷品質を確認しましたか 

「コピー/印刷結果に満足できない」 (P.160) 


チェック 


プリントへッドの位置調藝を行ってください 


プ U ントへッドの取り付け位置びずれていると、畳線びずれて印刷される場合びあります。 
プ U ントへッドを取り付けたあとは、必ず位置調整を行ってください。 

与「プ U ントヘッド位置を調整する」 (P.140) 
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困ったとさには 


プ U ントヘッド位置調整を行ってをなお、印刷結果び思わしくない場合は、『もっと活用ガイド』（電子マニュ 
アル）の「手動でプ U ントヘッド位置を調整する」を参照して、手動でプ IJ ントヘッド位置調整を行ってくだ 
さい。 


インクがにじむ/用紙が反る 



21用紙や印刷品質を確認しましたか 

づ「コピ ー/ 印刷結果に満足できない」 (P.160) 


チェック 


写真を EP 刷するとき、写真専用紙を使用していますか 

写真や色の濃い絵など、インクを大量に使用する印刷には、キヤノン写真用紙•光沢ゴールドなど 
の写真専用紙を使用することをお勧めします。 

与「使用できる用紙について」 (P.116) 


巧刷面が巧れる/こすれる 



用紙の端がミちれる 


い雜 V 

y 


用紙の端 m 外がミちれる 


21用紙や印刷品質を確認しましたか 

与 「コピ ー/ 印刷結果に満足できない」 (P.160) 


困つたとをには 
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困ったとさには 


チェック 


適切な用紙を使用していますか、次のことを確認してください 


-ご使用の用紙び目的の印刷に適した用紙か確認してください。 
与「使用でさる用紙について」 (P .116) 


-フチなし全面印刷を行っている場合は、ご使用の用紙びフチなし全面印刷に適した用紙か確認し 
て < ださい。 

フチなし全面印刷に適さない用紙を使用すると、用紙の上端および下端の印刷品質び低下する場 
合びあります。 

づ『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「印刷でさる範囲」 


チェック3 


反りのある用紙は、反りを直してか6使用してください 


普通紙の場合 

用紙の裏表を逆にしてセットしてください。 

後トレイに用紙を長期間セットしたままにしていると、若干反りびついてしまうことびあります。こ 
の場合、裏表を逆にしてセットすると、改善されることびあります。 

なお、長期間ご使用にならない用紙は、用紙び入っていたパッケージに入れて水平に保管すること 
をお勧めします。 

その他の用紙の場合 

用紙の四隅び3 mmiU 上反っている場合、用紙び巧れたり、うまく送られなかったりするおそれび 
あります。じ(下の手順で反りを修正してから使用してください。 



1下の図のように、巧角線上の端を、反りと逆方向に丸める 



2印刷する用紙び、平6になっていることを確認する 

反りを修正した用綱ま、]枚ずつセツトして印刷することをお勧めします。 
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困ったとさには 


ご使用の用紙によっては、反りのない用紙を使用していてち、用紙び巧れたり、うまく送られなかったりする 
ことびあります。その場合は、印刷する前にあらかじめ3 mm 程度反りをつけてから印刷してみてください。 
印刷の結果び改善される場合びあります。 


印刷面 



反りをつけた用紙は、]枚ずつセツトして印刷することをお勧めします。 


厚めの用紙を使用している場合は、用紙のこすれを改善する設定にしてください 

用紙のこすれを改善する設定にすると、プ U ントヘッドと紙の間隔び広くなります。用紙の種類を 
正しく設定していてち印刷面びこすれる場合は、本製品の操作パネルかパソコンで用紙のこすれを 
改善する設定にしてください。 

用紙のこすれを改善する設定にすると、印刷速度び遅くなる場合びあります。 

* 印刷後は用紙のこすれを改善する設定を解除してください。設定を解除しないと、次回じ(降の EP 
刷でちこの設定び有効になります。 

本製品の操作ノ くネルで設定する場合 

セットアップボタンを押してから[本体設定]、[印刷設定]を順に選び、[用紙のこすれ改善]を 
[する]に設定してください。 

づ『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「本製品の操作パネルで設定を変更する」 

パソコンで設定する場合 

tVfeTtBWEl 

プリンタードライバーの設定画面を開き、[ユーティリティ]シートの[特殊設定]で[用紙の 
こすれを改善する]にチェックマークを付け、[日のボタンをクリックしてください。 

プリンタードライバーの設定画面の開きかたについては『もっと活用ガイド』（電子マニュアル） 
の「プリンタードライバーの開きかた」を参照してください。 


Canon IJ Winter Utility (キヤノン•アイジェイ•プリンター•ユーテイリテイ）のポップアッ 
プメニューから[特殊設定]を選び、[用紙のこすれを改善する]にチェックマークを付け、[適 
用]ボタンをクリックしてください。 

Canon IJ Printer Utility の開きかたについては『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の 
に 311 〇 11 U Printer Utility の開きかた」を参照してください。 


困つたとをには 
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困ったとさには 


チェック已 


E|] 刷推奨領域を超えて E|] 刷していませんか 

印刷推奨領域を超えて印刷すると、用紙の下端でインクびこすれることびあります。 
アプ U ケーシヨンソフトで原稿を作成し直してください。 

^『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「印刷できる範囲」 


チェック6 


原稿台ガラスや、 ADF (自動原稿給紙装置）のガラスび巧れていませんか 

原稿台ガラスや ADF (自動原稿給紙装置）のガラスを清掃して<ださい。 

与 『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「原稿台の周辺部分を清掃する」 

_ 

- ADF (自動原稿給紙装置）のガラスび巧れていると、 I ソ下の図のように黒いすじび入る場合びあります。 


給紙□—ラーび巧れていませんか 

給紙 □ ーラーのク U —ニングを行ってください。 
づ「給紙□-ラーをク U- ニングする」 （P.141) 


給紙□ーラーのク IJ ーニングは給紙□ーラーび磨耗しますので、必要なとさのみ行ってください。 


チェック8 


本製品内部び巧れていませんか 


両面印刷などを行うと、本製品の内側にインクび付いて用紙び汚れる場合びあります。 
インクふさ取りク U —ニングを行って、本製品内部をお手入れしてください。 

今 『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「インク店、き取りク U —ニングを行う」 


内部の巧れを防ぐために、用紙サイズを正しく設定してください。 


用紙の裏面が巧れる 
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困ったとさには 


チェック 


21用紙や印刷品質を確認しましたか 

「〕ピ ー/ 印刷結果に満足できない」 (P.160) 

インクふき取りクリーニングを行って、本製品の内部を清掃してください 

づ『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「インク店、き取りク U —ニングを行う」 

_ 

• フチなし全面印刷や両面印刷、多量に印刷を行うと、本製品の内部び巧れることびあります。 


色む5や色すじがある 


終.•馨苗 

mm 閣 


21用紙や印刷品質を確認しましたか 

与 「コピ ー/ 印刷結果に満足できない」 (P.160) 


チェック 


ノズルチェックパターンを EP 刷し、必要に応じてプリントへッドのクリーニングなどを 
行ってください 

ノズルチェックパターンを印刷して、インクび正常に出ているか確認してください。 

ノズルチェックパターンの印刷、プ U ントヘッドのク U —ニング、強カク U —ニングについては「印 
刷にかすれやむらびあるとさには」 (P.135) を参照してください。 


チェック 


3プリントヘッドの位置調整を行ってください 

づ「プ U ントヘッド位置を調整する」 （P.140) 


プ IJ ントヘッド位置調整を行ってをなお、印刷結果び思わしくない場合は、『をっと活用ガイド』（電子マニュ 
アル）の「手動でプ IJ ントヘッド位置を調整する」を参照して、手動でプ U ントヘッド位置調整を行ってくだ 
さい。 


困つたとをには 


167 




















困ったとさには 


印刷び始ま5ない 


電源プラグびしコかりと差し込まれていることを確認し、電源ボタンを押してくださし、 

操作パネルのランプび点滅している間は、本製品び準備動作中です。点滅から点打に変わるまでお 
待ちください。 

_ 

. 写真やグラフ ィ ックなど大容量のデータを印刷するときは、印刷び始まるまでに通常よりも時間びかかります。 
操作パネルのランプび点滅している間、パソコンはデータを処理して本製品に転送しています。印刷び始まる 
まで、しばらくお待ちください。 


チェック 


インクタンクの状態を確認し、インクびなくなっている場合はインクタンクを交換して 
<ださい 


「インクタンクを交換する」 (P.128) 


チェック 


a 


スキヤナーユニット（カバー）を開け、インクランプびホく点滅していないか確認して 
<ださい 


インクび十分にあるのにインクランプびホく点滅している場合は、正しい位置にセツトされていな 
いインクタンクびあります。 

与「インクの状態を確認する」 (P.133) 


スキャナ-ユニット（カバ-)を開け、インクランプがホく点なしていることを確認し 
て < ださい 

インクランプび消えている場合は、インクタンクのラベル上の©部分を「カチッ」という音びする 
までしっかり押して、インクタンクをセットしてください。 


チェック 


本製品とパソコンび通信できるが態か確認してください 


US 目接続で本製品をご使用の場合は、本製品の USB ケーブル接続部とパソコンび USB ケーブルで 
しっかり接続されていることを確認してください。 US 目ケーブルでしっかり接続されている場合 
は、次のことを確認してください。 


- USB 八ブなどの中継器を使用している場合は、それらを外して本製品とパソコンを直接接続して 
から印刷してみてください。正常に印刷される場合は、 USB 八ブなどの中継器に問題びありま 
す。取り外した機器の販売元にお問い合わせください。 


- USB ケーブルに不具合びあることも考えられます。別の USB ケーブルに交換し、再度印刷して 
みて < ださい。 


無線 LAN 接続または有線 LAN 接続で本製品をご使用の場合は、 LAN ケーブルでネットワーク接続 
びされているか、またはネットワークの設定び正しくされているか確認してください。 

^『かんたんスタートガイド』 


チェック 


パソコンか6 EP 刷した場合、パソコンを再起動してみてください 


不要な印刷ジョブび残っている場合は、削除してください。 

与 『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「不要になった印刷ジョブを削除する」 
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困ったとさには 


プリントダイア□グの[プリンタ]で、ご使用の機種名び選ばれていることを確認して 
<ださい 

異なる機種のプ U ンタードライノ く一を使用していると、正常に印刷できません。 

[印刷]ダイア□グで 「Canon XXX Printer 」（「 XXX 」 は機種名）が選ばれていることを確認し 
て < ださい。 

_ 

-本製品を[通常使うプ U ンターに設定]にすることで、常に本製品び選ばれているように設定することをで 
さます。 

プリントダイア□グの[プリンタ]でご使用の機種名が選ばれていることを確認してください。 

_ 

-本製品を[デフオルトのプ U ンタ]または[デフオルトにする]にすることで、常に本製品び選ばれている 
ように設定することもでさます。 




チェック 


プリンターポートを正し<設定して<ださい 

プ U ンターポートの設定を確認してください。 

1管理ち （ Administrators グループのメンバー）として Windows に□グオンずる 

2 [スタート]メニューか6な下のように選ぶ 

- Windows 7をご使用の場合は、[スタート]メニューから[デバイスとプ U ンター]を選び 
ます。 

• Windows Vista をご使用の場合は、[スタート]メニューから[コント□-ルパネル]一 
[八ードウエアとサウンド]一[プ U ンタ]を選びます。 

• Windows XP をご使用の場合は、[スタート]メニューから[コント□-ルパネル]一[プ 
11ンタとその他の八ードウエア]^ [プ U ンタと FAX ] を選びます。 

3ご使用のプリンターのプ□パティを開く 

• Windows 7をご使用の場合は 、 [Canon XXX Printer ] アイコン（「 XXX 」は機種名）をも 
ク U ックし、[プ U ンターのプ□パティ]を選びます。 

• Windows Vista または Windows XP をご使用の場合は 、 |"Canon XXX Printer 」 アイコン 
(「 XXX 」は機種名）をもク U ックし、[プ□パティ]を選びます。 

4 [ポート]タブをクリックし、[印刷ずるポート]で[プリンタ]の欄に 「Canon XXX 
Printed と表示されている fUSBnnnJ (" n " は数き）び選ばれているか確認する 

_ 

-無線 LAN 接続または有線 LAN 接続で本製品をご使用の場合は、ポート名は" CNBJNPxxxxxxxxxx " と表 
示されます。 XX は、 MAC アドレスから生成される文宇列、または、ネットワークのセットアップ時に 
ユーヴーび設定した任意の文字列です。 


困つたとをには 
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困ったとさには 


-設定び誤っている場合： 

MP ドライバーを再インス!-ールしてください。 

- US 巳ケーブルで接続していて ruSBnnnJ び選ばれていても印刷び始ま6ない場合： 

タスクトレイのに anon マイプ U ンタ]を起動し、[プ U ンターの診断•修復]からプ U ン 
ターポートを正しく設定してください。[プ U ンターの診断•修復]では画面の指示にした 
びって操作し、機種選択画面ではご使用の機種名を選びます。 

それでも EP 刷び始まらない場合は、 MP ドライバーを再インス!-ールしてください。 

• 無線 LAN 接続または有線 LAN 接続で " CNBJNPxxxxxxxxxx " び表示されていても印刷 
び始ま6ない場合： 

I」 Network Tool を起動し、に anon IJ Network Tool ] 画面のポート名に手順4で確認し 
た " CNBJNPxxxxxxxxxx " と表示されている列を選び、[設赶メニューの[ポートの関連 
付け]を選んでポートとプ U ンターの関連付けをしてください。 

それでも印刷び始まらない場合は、 MP ドライバーを再インス!-ールしてください。 


動作はするびインクび出ない 


^^31プリントヘッドび目づまりしていませんか 

ノズルチェックパターンを EP 刷して、インクび正常に出ているか確認してください。 

ノズルチェックパターンの印刷、プ U ントヘッドのク U —ニング、強カク U —ニングについては「印 
刷にかすれやむらびあるとさには」 ( P .135) を参照してください。 


チェック 


インクがな<なつていませんか 


「液晶モニターにエラーメッセージび表示されている」 ( P .145) を参照してインクタンクの状態を 
確認し、状態に応じて対処してください。 


チェック 


a 


インクタンクにオレンジ色のテープや保護フイルムび残っていませんか 


下の図]のように、オレンジ色のテープび L 字の空気溝からされいにはびされていることを確認し 
て < ださい。 

図2のようにテープび残って L 字の空気溝をふさいでいる場合は、テープをされいに取り除いてく 
ださい。 
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困ったとさには 


プリントへッドホルダーび交換位置に移動しない 


ちつ一 


U 操作パネルのランプび消えていませんか 

操作パネルのランプび点打していることを確認してください。 

電源び入っていないとプ U ントへッドホルダーは移動しません。操作パネルのランプびすべて消打 
している場合は、スキャナーユニット（カバー）を閉じて電源を入れてください。 

操作パネルのランプび点滅している間は、本製品び初期動作中です。点滅から点打に変わってから、 
度スキャナーユニット（カバー）を開けてください。 


エラーメッセージが表示されていませんか 

スキャナーユニット（カバー）をいったん閉じ、表示されたエラー/確認メッセージにしたびって 
エラーを解除してから、開いてください。対処ち法については、「液晶モニターにエラーメッセージ 
び表示されている」 （ P .14 己）を参照してください。 


-印刷の途中でスキャナーユニット（カバー)を開けてしまうと、プ IJ ントヘッドホルダーはち側へ移動してしまいます。 
スキャナーユニット（カバー）をいったん閉じ、印刷の動作び終了してから開けてください。 


用紙びラまく送られない 


I 次のことにを意して用紙をセットしてください 

用紙を複数枚セツトするときは、用紙をよくさばいてからセツトしてくださし、 



用紙を複数枚セットするとさは、用紙の端をそろえてからセットしてください。 

用紙を複数枚セットするとさは、用紙ガイドの積載マークを超えないようにしてください。 

ただし用紙の種類やご使用の環境（高温•多湿や低温•低湿の場合）によっては、正常に紙送り 
できない場合びあります。この場合は、セットする枚数を最大積載枚数の半分下に減らしてく 
ださい。 

後トレイ、カセットとも、印刷の向さに関わらず縦向さにセットしてください。 

後トレイに用紙をセットするとさは、印刷したい面を表にして、用紙ガイドを用紙の両端に軽く 
当てて < ださい。 

カセットに用紙をセットするとさは、手前の用紙ガイドを用紙サイズのマーク位置に合わせ、印 
刷したい面を下にして用紙のち端をカセットのち側にぴったりと突さ当ててセットし、左側の用 
紙ガイドを用紙の左端に合わせてください。 

与 「用紙をセットする」 ( P .108) 


困つたとをには 
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困ったとさには 


チェック 


厚い用紙や反りのある用紙などを使用していないか確認して<ださい 


与「使用でさない用紙について」 ( P .119) 


チェック3 


はがきや封筒をセツトする場合は、次のことにを意してください 


-はがさ、往復はびさび反っていると積載マークを超えてセットしていなくても、うまく送られな 
いことびあります。 

はがさ、往復はがさに印刷するとさは、「はがさに印刷するとさの注意」 ( P .111) を参照してく 
ださい。 


準‘ 


封筒に印刷するときは「封筒をセットする」 （ P .113) を参照し、印刷前に準備をしてください。 
備びでさたら、本製品に縦置さでセットしてください。横置さにすると、正しく送られません。 


給紙位置設定び合っているか確認してください 


* お買い上げ時から何ち設定を変更していない場合、普通紙はカセットから給紙する設定になって 
います。 

-本製品の操作パネルで設定する場合 

与『ちっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「本製品の操作パネルで設定を変更する」 


•プ U ンタードフイバーで設定する場合 

づ『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「目的に合わせて給紙ち法を切り替える」 


-プ U ンタードライバーの[給紙方法]で[自動選択]に設定した場合の、普通紙の給紙位置設定 
について 

づ『ちっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「普通紙の給紙位置を設定する」 


チェック已 


カセツトに異物がある場合は取り除いてください 


チェック 


後トレイに異物び入つていないか確認してください 


給紙□-ラ-のクリ-こングを行ごてくださし、 

与「給紙□-ラーをク U - ニングする」 （ P .141) 

_ 

• 給紙□ーラーのク U —ニングは給紙□ーラーび磨耗しますので、必要なとさのみ行ってください。 


チェック8 


カセツトか6用紙が複数枚排紙されるときは、カセツトの内部を清掃してください 


カセットの内部の清掃について詳しくは「カセットの内部を清掃する」 （ P .142) を参照してくだ 
さい。 


チェック 


背面カバーは正し<閉まっていますか 


背面カバーび正しく閉まっていないと、用紙びつまることびあります。背面カバーを奥までしっか 
り押し込んで取り付けてください。 

背面カバーの位置については、「各部の名称と役割」 ( P .8) を参照してください。 


上記の対処を行ってち解決しない場合は、パーソナル機器修理受付センターまたはお近くの修理受付窓□に 
修理をご依頼ください。 

与「お問い合わせの前に」 ( P .203) 
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困ったとさには 



プリンタードライバーで選んだ給紙箇所か!5用紙がうまく送!5れない 


アプリケーシヨンソフトで、プリンタードライバーと異なる給紙位置を指定していませ 
んか 

アプ U ケーションソフトの設定をプ U ンタードライノく一の設定に合わせるか、プ U ンタードライバー 
の[ページ設定]シートにある[印刷オプション]で[アプ U ケーションソフトの給紙設定を無効 
にする]を選択してください。 

アプ U ケーションソフトで、プ U ンタードライバーと異なる設定をした場合は、アプ U ケーション 
ソフトの設定び優先されます。 


用紙びつまった 


つまった用紙を取り除くため本製品の電源を切る場合は、次のことにを意してください。 

ーファクスの送受信中や代行受信中、未送信のファクスび本製品のメモ U —に保をされている場合は電源を切ることび 
でさません。 

ファクスの受信または送信び完了していることを確認してから電源を切ってください。また、このとさ電源プラグを 
抜かないで < ださい。 

電源プラグを抜くと、本製品のメモ IJ 一に保をされているファクスはすべて消去されてしまいます。 




印刷中につまった用紙を取り除くため本製品の電源を切る場合は、ストップボタンを押して、印刷を中止してから電源 
を切って < ださい。 


排紙 □/ 後トレイで用紙がつまった 

次の手順でつまった用紙を取り除いて < ださい。 

1排紙側または給紙側（引き出しやずい方）か6用紙をゆっくり引っ張り、用紙を取り除く 
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困つたとをには 









困ったとさには 



-用紙び破れて本製品の内部に残ってしまったとさは、本製品の電源を切り、スキャナーユニット（カバー) 
を開けて取り除いて<ださい。 

このとさ、本製品の内部の部品に触れないよラにミ主意してください。 

用紙を取り除いたら、スキャナーユニット（カバー）を閉じて本製品の電源を入れ直してください。 

-用紙び引さ抜けない場合は、本製品の電源を入れ直してください。用紙び自動的に排出されることびあり 
ます。 


2用紙をセットし直し、本製品の 0 K ボタンを巧す 

手順]で電源を入れ直した場合、本製品に送信されていた印刷データは消去されますので、ちう 
一度印刷をやり直してください。 



• 用紙をセットし直すとさは、用紙び印刷に適していること、用紙を正しくセットしていることを確認して 
<ださい。 

づ「用紙をセットする」 ( P .108) 

-写真やグラフィックを含む原稿の印刷は A 已サイズじ(外の用紙に印刷することをお勧めします。 A 已ヴイ 
ズの用紙に印刷すると、用紙び反って排紙でさない原因になることびあります。 


上記の対処を行っても解決しない場合は、パーソナル機器修理受付センターまたはお近くの修理受 
付窓□に修理をご依頼ください。 

与「お問い合わせの前に」 ( P .203) 


搬送ユニットで用紙がつまった 

次の手順でつまつた用紙を取り除いて < ださい。 


1背面カバーを取りがず 




2用紙をゆっくり引っ張る 
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困ったとさには 


_ 

-本製品の内部の部品には触れないようにしてください。 

-用紙び引さ抜けない場合は、本製品の電源を切り、本製品の電源を入れ直してください。用紙び自動的に 
排紙されることびあります。 


3背面カバーを取り付ける 

背面カノ（一の左側をしっかりと押し込んでください。 



手順2で用紙を取り除けなかったとき： 
4カセットを取り出ず 
已用紙をゆっくり引っ張る 



6カセットか6用紙びはみ出しているときは、用紙を取り除き用紙をそろえてか6セットし直す 

自動両面印刷をしていて、手順]〜已でち用紙び見つからないとさは、両面搬送部を確認して 
<ださい。 

与「自動両面印刷をしていて、用紙を取り除けなかった」 ( P .176) 


•用紙をセットし直すとさは、用紙び印刷に適していること、用紙を正しくセットしていることを確認して 
<ださい。 

与 「用紙をセットする」 ( P .108) 


7カセットを本製品にセットし直し、本製品の 0 K ボタンを巧ず 

手順2で電源を入れ直したとさは、本製品に送信されていた印刷データは消去されますので、ち 
う一度印刷をやり直してください。 

上記の対処を行ってち解決しない場合は、パーソナル機器修理受付センターまたはお近くの修理受 
付窓□に修理をご依頼ください。 

与 「お問い合わせの前に」 ( P .203) 


困つたとをには 
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困ったとさには 


自動両面 EP 刷をしていて、用紙を取り除けなかった 

操作を行う前に、「搬送ユニットで用紙びつまった」 （ P .174) を確認してください。それでち解決 
しない場合は、 1 U 下の手順でつまった用紙を取り除いてください。 

1本製品の電源を切り、電源プラグをコンセントか6巧く 


-電源プラグを抜くと、本製品のメモ U —に保をされているファクスはすべて削除されます。 


2カセットを取り出ず 

後トレイに用紙びセットされているとさは、用紙を取り除いて用紙サポートを収納してください。 

3左側面を下にして、本製品本体を立てる 



-本製品を立てるときは、スキヤナーユニット（カバー）びしっかりとしまっていることを確認してください。 


4用紙び破れないようにゆっくり引っ張る 



_ 

-つまった用紙を取り除いたあとは、速やかに本製品を元の位置に戻してください。 


5用紙をそろえてカセットにセットし直す 

後トレイに用紙をセツトしていたとさは、用紙をセツトし直してください。 



• 用紙をセットし直すとさは、用紙び印刷に適していること、用紙を正しくセットしていることを確認して 
<ださい。 

^「用紙をセットする」 ( P .108) 


6カセットを本製品にセットし直ず 

7電源プラグをコンセントにつないで本製品の電源を入れ直す 

本製品に送信されていた印刷データは消去されますので、もう一度印刷をやり直してください。 
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上記の対処を行っても解決しない場合は、パーソナル機器修理受付センターまたはお近くの修理受 
付窓□に修理をご依頼 < ださい。 

与「お問い合わせの前に」 ( P .203) 


















困ったとさには 


名刺サイズの用紙がつまった 

次の手順でつまつた用紙を取り除いて < ださい。 


名刺サイズの用紙は、横向さにセットでさません。 


1後トレイに同じ用紙を1枚縦向きにセットする 

横向さにセットしないでください。 

2本製品の電源を切る 
3本製品の電源を入れる 

用紙び給紙され、つまった用紙を押し出しなびら排紙されます。 

本製品に送信されていた印刷データは消去されますので、ちう一度印刷をやり直してください。 

用紙び引さ抜けない場合や、紙片び取り除けない場合、また取り除いてち用紙づまりエラーび解除 
されない場合には、お客様相談センターまたは修理受付窓口に修理をご依頼ください。 

与「お問い合わせの前に」 ( P .203) 


それ外のとき 

次のことを確認してください。 

排紙□付近に異物はありませんか 

後トレイに異物は入っていませんか 
背面力/ V ’一び正し < 閉まっていますか 
反りのある用紙を使用していませんか 



「印刷面び巧れる/こすれる」の 「I 
ださい」 （ P .164) 


チェック 


I 反りのある用紙は、反りを直してから使用してく 


困つたとをには 
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困ったとさには 


ADF (自動原稿給紙装置）に原稿びつまった 



-つまった原稿を取り除くため本製品の電源を切る場合は、次のことにを意してください。 

ーファクスの送受信中や代行受信中、未送信のファクスび本製品のメモ U —に保をされている場合は電源を切ることび 
でさません。 

ファクスの受信または送信び完了していることを確認してから電源を切ってください。また、このとさ電源プラグを 
抜かないでください。 

電源プラグを巧くと、本製品のメモ U —に保をされているファクスはすべて消去されてしまいます。 


原稿の読み取り中にストップボタンを巧してしまったとき 

原稿の読み取り中にストップボタンを押して 、 ADF (自動原稿給紙装置）に原稿び残ってしまった 
場合は 、 ADF (自動原稿給紙装置）に原稿び残っていることをお知らせするメッセージび液晶モニ 
ターに表示されます。 0 K ボタンを押すと、残っている原稿び自動的に排出されます。 


ADF (自動原稿給紙装置）につまった原稿を取り除く 

次の手順にしたびって原稿を取り除さます。 

1印刷途中の場合は、ストップボタンを巧す 
2本製品の電源を切る 

3複数ぺージの原稿びセットされているときは、つまつている原稿ながのすべての原稿を ADF (自 
動原稿給紙装置）か6取り除き、原稿フィーダーカバーを開ける 
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困ったとさには 


4用紙解除レバーを巧し上げ 、 ADF (自動原稿給紙装置）につまっている原稿を、給紙側または 
排紙側の引き抜きやすいほうか6引き抜く 




給紙側または排紙側から弓 I き抜きにくい場合は、原稿台カノく一を上げて裏側から弓 I き抜きます。 




引さ抜いたあとは、原稿台カバーを閉じてください。 


紙片び ADF (自動原稿給紙装置）内に残っていないか確認する場合は、「それ I ソ外のとさ」 （ P .180) を 
参照してください。 


5原稿フィーダーカバーを閉じ、本製品の電源を入れる 

エラーを解除後、再度同じ原稿を読み込む場合は、最初の原稿から読み込み直して<ださい。 

原稿び引さ抜けない場合や、紙片び取り除けない場合、また取り除いてち原稿づまりエラーび解除 
されない場合には、お客様相談センターまたは修理受付窓□に修理をご依頼ください。 

与 「お問い合わせの前に」 ( P .203) 


用紙の種類やご使用の環境（高温•多湿や低温•低湿の場合）によっては、正常に紙送りでさない場合びあり 
ます。 

この場合は、セットする枚数を最大積載可能枚数の約半分に減らしてください。用紙のセットち法について 
は、「原稿をセットする」 ( P .120) を参照してください。 

それでを原稿びつまる場合は原稿台ガラスをご使用ください。 


困つたとをには 
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困ったとさには 


それ外のとさ 

つまった原稿び見えない、または ADF (自動原稿給紙装置）内に紙片び残っていないか確認し、取 
り除く場合は、次の手順にしたびってください。 

1印刷途中の場合は、ストップボタン对甲ず 

2本製品の電源を切る 

3複数ぺージの原稿がセットされているときは、つまつている原稿ながのすべての原稿を ADF (自 
動原稿給紙装置）か6取り除き、原稿フィーダーカバーを開ける 



4搬送カバー （ A ) を開け、つまっている原稿を取り除く、または紙片びある場合は、紙片を取り 
除< 



5搬送カバー、原稿フィーダーカバーの順で閉じ、本製品の電源を入れる 

エラーを解除後、再度同じ原稿を読み込む場合は、最初の原稿から読み込み直して<ださい。 

原稿び引さ抜けない場合や、紙片び取り除けない場合、また取り除いてち原稿づまりエラーび解除 
されない場合には、お客様相談センターまたは修理受付窓□に修理をご依頼ください。 

与「お問い合わせの前に」 ( P .203) 
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困ったとさには 


パソコンの画面にメッセージび表示されている 


「エラー番号： B 200プリンタートラブルが発生しました。プリンターの電源を切り、電源プラグをコンセ 
ントか5巧いてください。その後、修理受付窓□へ修理をご依頼ください」が表示されている 

本製品の電源を切ってから、電源プラグをコンセントから抜いてください。 

パーソナル機器修理受付センターまたはお近くの修理受付窓□に修理をご依頼ください。 

与 「お問い合わせの前に」 ( P .203) 


電源プラグを抜くと、本製品のメモ U —に保をされているファクスはすべて削除されます。 


「エラー番号：****プリンタートラブルが発生しました。プリンターの電源を切り、もう一度電源を入れて 
ください。エラーが解除されないときは、プリンターの取扱説明書を参照してください」び表示されている 

部分は半角英数字で表示され、表示び異なります。 

- r 510 0 J または r 511 0 J と表示された場合： 

プ U ント へッ ドホルダーの動きび妨げられていないか確認してください。 

パソコンで印刷を中止して、本製品の電源を切ってください。それから、プ U ントヘッドホル 
ダーの保護材や つまった 用紙など、プ U ント へッ ドホルダーの動きを妨げているちのを取り除き、 
本製品の電源を入れ直して < ださい。 


• このとさ内部の部品には触れないよう、十分を意してください。印刷結果不具合などの原因となります。 

-それでを回復しない場合は、パーソナル機器修理受付センターまたはお近くの修理受付窓□に修理をご依 
頼 < ださい。 

与 「お問い合わせの前に」 ( P .203) 

reoooj と表示された場合： 

本製品の手前にちのびある場合は取り除いてください。 

排紙トレイをゆっくり手前に開いてから、本製品の電源を入れ直してみてください。 

4巧の英数字と[プリンタートラブルが発生しました]が表示された場合： 

本製品の電源を切ってから、電源プラグをコンセントから抜いてください。 

本製品の電源を入れ直してみて < ださい。 

それでち回復しない場合は、パーソナル機器修理受付センターまたはお近くの修理受付窓□に修 
理をご依頼ください。 

与「お問い合わせの前に」 ( P .203) 


電源プラグを抜くと、本製品のメモ U —に保をされているファクスはすべて削除されます。 


自動両面印刷に関するエラーメッセージが表示される 


チェック 


『もっと活用ガイド』（電モマニュアル）の「自動両面印刷でラま < EP 刷でをない J を参 
照し、巧処してください。 


困つたとをには 
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困ったとさには 


自動へッド位置調整に関するエラーメッセージが表示されている 


チェック 


r 液晶モニターにエラーメッセージび表示されている J の「自動ヘッド位置調藝に失敗 
しました J ( P .149) を参，照し、巧処してください。 


rnssm 電源プラグの抜き差しに関するエラーメッセージが表示されている 

本製品の電源び入った状態で、電源プラグび抜かれた可能性びあります。 

メッセージの内容を確認して、[日のボタンをク U ックしてください。 

印刷び開始されます。 

電源プラグの抜きかたについては、巻末の「知って得するヒント集」を参照してください。 


-電源プラグを抜くと、本製品のメモ U —に保をされているファクスはすべて削除されます。 


Mmm 「書き込みエラー/出カエラー」または r 通信エラー」 


チェック1 


操作パネルのランプがすべて消えている場合は、電源コードび接続されていることを確 
認し、電源ボタンを押してください 


操作パネルのランプび点滅している間は、本製品び初期動作中です。点滅から点灯に変わるまでお 
待ちください。 


チェック 


プリンタードライバーのプ□パティで、プリンターポートび正しく設定されていること 
を確認してください 


下の手順で、「 XXX 」はご使用の機種名を表します。 


1管理者 （ Administrators グループのメンバー）として Windows に□グオンずる 
2 [スタート]メニューか6な下のように選ぶ 

- Windows 7をご使用の場合は、[スタート]メニューから[デバイスとプ U ンター]を選び 
ます。 

• Windows Vista をご使用の場合は、[スタート]メニューから[コント□-ルパネル]一 
[八ードウエアとサウンド]一[プ U ンタ]を選びます。 

• Windows XP をご使用の場合は、[スタート]メニューから[コント□-ルパネル]一[プ 
U ンタとその他の八ードウエア]^ [プ U ンタと FAX ] を選びます。 

3ご使用のプリンターのプ□パティを開く 

• Windows 7をご使用の場合は 、 [Canon XXX Printer ] アイコン（「 XXX 」は機種名）をも 
ク U ックし、[プ U ンターのプ□パティ]を選びます。 

• Windows Vista または Windows XP をご使用の場合は 、 |"Canon XXX Printer 」 アイコン 
(「 XXX 」は機種名）をちク U ックし、[プ□パティ]を選びます。 
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困ったとさには 


4 [ポート]タブをクリックし、[印刷ずるポート]で[プリンタ]の欄に 「Canon XXX 
Printed と表示されている fUSBnnnJ (" n " は数き）び選ばれているか確認ずる 

_ 

-無線 LAN 接続または有線 LAN 接続で本製品をご使用の場合は、ポート名は" CNBJNPxxxxxxxxxx" と表 
示されます。 XX は、 MAC アドレスから生成される文宇列、または、ネットワークのセットアップ時に 
ユーヴーび設定した任意の文字列です。 


-設定が誤っている場合： 

MP ドライバーを再インス I -ールしてください。 

• USB ケーブルで接続していて ruSBnnnJ び選ばれていても印刷が始ま6ない場合： 

タスクトレイのに anon マイプ U ンタ]を起動し、[プ U ンターの診断•修復]からプ U ン 
ターポートを正しく設定してください。[プ U ンターの診断•修復]では画面の指示にした 
びって操作し、機種選択画面ではご使用の機種名を選びます。 

それでち印刷び始まらない場合は、 MP ドライバーを再インス!-ールしてください。 

-無線 LAN 接続または有線 LAN 接続で " CNBJNPxxxxxxxxxx " び表示されていても印刷 
が始ま6ない場合： 

I」 Network Tool を起動し、に anon IJ Network Tool ] 画面のポート名に手順4で確認し 
た " CNBJNPxxxxxxxxxx " と表示されている列を選び、隱赶メニューの[ポートの関連 
付け]を選んでポートとプ U ンターの関連付けをしてください。 

それでち印刷び始まらない場合は、 MP ドライバーを再インス!-ールしてください。 


チェック 


a 


本製品とパソコンび通信できる状態か確認してください 


US 目接続で本製品をご使用の場合は、本製品の USB ケーブル接続部とパソコンび US 目ケーブルで 
しっかり接続されていることを確認してください。 USB ケーブルでしっかり接続されている場合 
は、次のことを確認してください。 


- US 目八ブなどの中継器を使用している場合は、それらを外して本製品とパソコンを直接接続して 
から印刷してみてください。正常に印刷される場合は、 USB 八ブなどの中継器に問題びありま 
す。取り外した機器の販売元にお問い合わせください。 


- US 目ケーブルに不具合びあることも考えられます。別の USB ケーブルに交換し、ちう一度印刷 
してみて < ださい。 


無線 LAN 接続または有線 LAN 接続で本製品をご使用の場合は、 LAN ケーブルでネットワーク接続 
びされているか、またはネットワークの設定び正しくされているか確認してください。 

『かんたんスタートガイド』 


MP ドライバ-び正しくインスト-ルされていることを確認してください 

『ちっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「不要になった MP ドライバーを削除する」に記載され 
ている手順にしたびって MP ドライバーを削除したあと、『セットアップ CD - ROM 』 で[選んでイ 
ンス I -ール]から [ MP ドライバー]を選んで再インス!-ールしてください。 
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困ったとさには 


チェック已 


USB 接続で本製品をご使用の場合は、パソコンでデバイスのが態を確認してください 


じ I 下の手順にしたびって、ノてソコンでデノ（イスの状態を確認してください。 


1な下のようにデバイスマネージャーを開く 

[ユーヴーアカウント制御]画面び表示された場合は、画面の指示にしたびって操作して<だ 
さい。 

• Windows 7をご使用の場合は、[コント□-ルパネル]から[八ードウエアとサウンド]、 
[デバイスマネージャー]の順に選びます。 

• Windows Vista をご使用の場合は、[コント□-ルパネル]から[八ードウエアとヴウン 
ド]、[デバイスマネージャ]の順に選びます。 

• Windows XP をご使用の場合は、[コント□-ルパネル]から[パフォーマンスとメンテナ 
ンス]、[システム]を順にク U ックし、[八ードウエア]タブの[デバイスマネージャ]ボタ 
ンをク U ックします。 


2 [ USB 印刷ヴポートのプ□パティ]を開く 

• Windows 7をご使用の場合は、[ユニバーヴルシ U アルバスコント□-ラー]、 [US 目印刷 
サポート]の順にダブルク U ックします。 

• Windows Vista をご使用の場合は、[ユニバーサルシ U アルバスコント□ーラ]、 [USB 印 
刷サポート]の順にダブルク U ックします。 

• Windows XP をご使用の場合は、 [USB (Universal Serial Bus ) コント□-ラ]、 [USB 印 
刷サポート]の順にダブルク U ックします。 


[US 目印刷ヴポートのプ□パティ]び表示されない場合は、本製品とパソコンび接続されている 
ことを確認してください。 


チェック 


本製品とパソコンび通信でさる状態か確認してください」 ( P .183) 


3 [全般]タブをクリックして、デバイスの異常が表示されているか確認する 

デバイスの異常び表示されている場合は、 Windows のヘルプを参照してトラブルを解決してく 
ださい。 


咖圆 J 「エラー番号： 300」が表示されている 

操作パネルのランプびすべて消えている場合は、電源コ-ドび接続されていることを確 
認し、電源ボタンを押してください 

操作パネルのランプび点滅している間は、本製品び準備動作中です。点滅から点打に変わるまでお 
待ちください。 
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困ったとさには 


チェック 


本製品とパソコンび通信できる状態か確認してください 

US 目接続で本製品をご使用の場合は、本製品の USB ケーブル接続部とパソコンび US 巳ケーブルで 
しっかり接続されていることを確認してください。 USB ケーブルでしっかり接続されている場合 
は、次のことを確認してください。 

- US 目八ブなどの中継器を使用している場合は、それらを外して本製品とパソコンを直接接続して 
から印刷してみてください。正常に印刷される場合は、 US 目八ブなどの中継器に問題びありま 
す。取り外した機器の販売元にお問い合わせください。 

- US 目ケーブルに不具合びあることち考えられます。別の USB ケーブルに交換し、ちう一度印刷 
してみてください。 

無線 LAN 接続または有線 LAN 接続で本製品をご使用の場合は、 LAN ケーブルでネットワーク接続 
びされているか、またはネットワークの設定び正しくされているか確認してください。 

^『かんたんスタートガイド』 


チェック 


3プリントダイア□グの[プリンタ]で、ご使用の機種名び選ばれていることを確認して 
<ださい 

『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「プ U ンタードライバーの開さかた」 


咖|剛|| 「エラー番号：1701」が表示されている 


チェック 


r 液晶モニターにエラーメッセージび表示されている J の「インク吸収体が満杯に近づ 
きました J ( P .148) を参照し、巧処してください 


mssm 「インク情報番号：160日」が表示されている 


チェック 


r 液晶モニターにエラーメッセージび表示されている J の「インクがなくなった可能性 
びあります J ( P .14 已）を参照し、巧処してください 


rnmm 「インク情報番号：1683」が表示されている 


チェック 


r 液晶モニターにエラーメッセージが表示されている J の「インクの残量を正しく検知 
でさません J ( P .146) を参 P 為し、巧処してください 


Ctema 「インク情報番号：1688」が表示されている 


チェック 


r 液晶モニターにエラーメッセージび表示されている J の「インクびなくなりました J 
( P .147) を参 P 為し、巧処してください 


rnmm 「インク情報番号：17己0」が表示されている 


チェック 


r 液晶モニターにエラーメッセージび表示されている J の「巧応していないインクタン 
クび取り付け S れています J ( P .146) を参照し、巧処してください 


困つたとをには 
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困ったとさには 


r エラー番号：2001」が表示されている 


チェック 


r 液晶モニターにエラーメッセージび表示されている J の「巧応していない機器び接続 
されました J ( P .148) を参 P 為し、巧処してください 


r エラー番号： 2002」が表示されている 


チェック 


r 液晶モニターにエラーメッセージが表示されている J の「巧応していない USB 八ブが 
接続されました J ( P .149) を参照し、巧処してください 


( ail 「エラー番号： 2己00」が表示されている 


チェック 


r 液晶モニターにエラーメッセージが表示されている J の「自動ヘッド位置調藝に失敗 
しました J ( P .149) を参照し、巧処してください 


そのほかのエラーメッセージ 


チェック 


プリンター状態の確認画面がでエラーメツセージが表示された場合は、次の点を確認 
して<ださい 


-[ディスク容量不足のため、正常にスプールでさませんでした。] 

不要なファイルを削除してディスクの空さ容量を増やして<ださい。 

-[メモ U —不足のため、正常にスプールでさませんでした。] 

起動中のほかのアプ U ケーシヨンソフトを終了して空さメモ U —を増やしてください。 

それでち印刷でさない場合は、パソコンを再起動してちう一度印刷してみてください。 

-[プ U ンタードライバーび読み込めませんでした。] 

『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「不要になった MP ドライバーを削除する」に記載さ 
れている手順にしたびって MP ドライバーを削除し、再インス!-ールしてください。 

• [「アプ U ケーシヨンソフト名」一「文書名」を印刷でさませんでした。] 

現在印刷中の文書の印刷び終わったら、わう一度印刷してみてください。 
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Windows をご使用の方へ 


本製品のカラーボタンまたはモノク□ボタンを巧したあとで、常に MP Navigator EX を起動させたい 

ホ製 S のカラ-ボタンまたはモノク□ボタンを押したときの動作を設定してくださし、 

じ I 下の手順にしたびって、パソコンで設定してください。 

Windows 7をご使用の場合： 

1管理者 （ Administrators グループのメンバー）として Windows に□グオンずる 
2 [スタート]メニューか6 [デバイスとプリンター]を選ぶ 

3 「Canon XXX Printed アイコン （「 XXXJ は機種名）をちクリックし、[スキャンプ□パティ] 
を選ぶ 

[ユーヴーアカウント制御]画面び表示された場合は[はい]をク U ックします。 

4 rwiA Canon XXX series のプ□パティ J 画面 （「 XXXJ は機種名）で[イベント]タブをク 
リックずる 

已[操作]でけ目定したプ□グラムを起動ずる]を選び、プルダウンメニューか6 [MP 
Navigator EX Ver 4.1] を選ぶ 

[イベントを選択してください]プルダウンメニューでイベントを切り替えて、すべてのイベン 
卜で起動するプ□グラムを [MP Navigator EX Ver 4.1] に設定してください。すでに [MP 
Navigator EX Ver 4.1] に設定されている場合は、[キャンセル]をク U ックしてください。 

6 [0 K ] ボタンをクリックずる 
Windows Vista をご使用の場合： 

1管理者 （ Administrators グループのメンバー）として Windows に□グオンずる 

2 [スタ ー ト]メニューか6 [コント□—ルパネル]一[八ードウエアとサウンド]一[スキャナ 
とカメラ]を選ぶ 

3 rwiA Canon XXX seriesj アイコン （「 XXXJ は機種名）を選び、[プ□パティ]ボタンをク 
リックする 

[ユーヴーアカウント制御]画面び表示された場合は[続行]をク U ックします。 

4 rwiA Canon XXX series のプ□パティ J 画面 （「 XXXJ は機種名）で[イベント]タブをク 
リックする 

5 [操作]でけ目定したプ□グラムを起動する]を選び、プルダウンメニューか6 [MP 
Navigator EX Ver 4.1] を選ぶ 

[イベントを選択してください]プルダウンメニューでイベントを切り替えて、すべてのイベン 
卜で起動するプ□グラムを [MP Navigator EX Ver 4.1] に設定してください。すでに [MP 
Navigator EX Ver 4.1] に設定されている場合は、[キャンセル]をク U ックしてください。 

6 [0 K ] ボタンをクリックずる 


困つたとをには 
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PictBridge 対応機器にエラーメッセージび表示されている 


円な目 ridge 対応機器から印刷するときのトラブルについては、『もっと活用ガイド』（電子マニュ 
アル）を参照してください。 

_ 

-キヤノン製！;!外の円な目 rid 呂 e 対応機器からのプ IJ ンターエラーの解除ち法びわからない場合は、本製品の液晶モニター 
に表示されているメッセージを確認してエラーを解除してください。 本製品のエラーの解除ち法は「液晶モニターにエ 
ラーメッセージび表示されている」 （ P .14 己）を参照してください。 

-表示されるエラーや対処ち法については、円な目 rid 呂日対応機器に付属の取扱説明書もあわせて参照してください。そ 
のほか、円 ctBrid 呂 e 対応機器側のトラブルについては、各機器の相談窓□へお問い合わせください。 


携帯電話からラま < 印刷でさない 


携帯電話から印刷するとさのトラブルについては、『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）を参 
照して < ださい。 


メモリーカードび取り出せない 


お客様相談センターまたは修理受付窓□に修理をご依頼ください。 
与「お問い合わせの前に」 （ P .203) 



-細い棒やピンセットなどを使用して取り出さないでください。故障の原因になります。 


_ 

-次のメモ U —カードは専用のカードアダプターび必要です。専用のカードアダプターを取り付けてから、本製品のカー 
ドス□ットに挿入してください。 

miniSD 力ード / miniSDHC 力ード / micraSD 力ード / microSDHC 力ード/ xD - Pictu「e 力ード/ xD - Pictu「e 力一 
ド Type M / xD - Pictu 「 e 力ード Type H /メモ U - スティックマイクロ/ RS-MMC / MMCmobile 


ファクスを受信できない/ファクスを印刷できない 


電源び入ごていますか 

-電源び入っていないとファクスを受信でさません。電源ボタンを押して電源を入れて<ださい。 

-電源び入ったまま（操作パネルのランプのいずれかび点好している状態)、電源プラグを抜いて 
しまったとさは、もう一度電源プラグを差し込むだけで、電源び入ります。 

-電源ボタンを押して電源を切ってから（操作パネルのランプびすべて消好している状態)、電源プ 
ラグを抜いたとさは、電源プラグを差し込んでから、電源ボタンを押し、電源を入れて<ださい。 

-停電などで電源び切れてしまったとさには、停電び復旧すると、自動的に電源び入ります。 
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困ったとさには 



-電源プラグは、電源ボタンを押して操作パネルのランプび消打したことを確認してから抜いてください。 
停電び発生したり電源プラグを抜いたりすると、本製品のメモ U —に保をされているファクスはすべて消去さ 
れます。 

電源プラグの抜さかたについては、巻末の「知って得するヒント集」を参照してください。 



. 停電や電源プラグを抜いたことで本製品のメモ U —に保をされているファクスび消去されたとさは、電源を入 
れ直したあと、消去されたファクスの一覧（メモ U —ク IJ ア U スト）び印刷されます。 

詳しくは、『をつと活用ガイド』（電子マニュアル）の「印刷でさるレポートと U スト」を参照してください。 


チェック 


本製品のメモリーびいつぱいになっていませんか 


本製品のメモ U — に保をされているファクスを印刷またはメモ U —カードや US 目フラッシュメモ 
U —に保存し、本製品のメモ U —から削除してから、送信元に連絡して、もう一度送信してもらっ 
て < ださい。 

^『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「本製品のメモ U —に保存されているファクス」 


チェック 


m 


受信中にエラーび発生していませんか 


. 液晶モニターのエラーメッセージを確認してください。 

与「液晶モニターにファクスのメッセージび表示されている」 （ P .1 己 2) 


-通信管理レポートを印刷して、エラーび起さていないか確認してください。 

^『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の 「 EP 刷できるレポートと U スト」 


モジュラ-ケ-ブルび正しく接続されていますか 

モジュラーケーブルは電話回線接続部へ、電話機（外付け電話、留守番電話、パソコンのモデムな 
どの周巧機器）は外付け機器接続部へ接続しているか確認してください。 

接続については、『かんたんスタートガイド』または「電話回線の接続を確認する」 ( P .18) を参照 
して < ださい。 


チェック 


[用紙サイズ]で設定したサイズと異なるサイズの用紙をセツトしていませんか 


[用紙サイズ]で設定したサイズと異なるサイズの用紙びセットされていると、受信したファクスは 
印刷されず、本製品のメモ U —に保存されます（代行受信)。[用紙サイズ]で設定したサイズと同 
じサイズの用紙をセットし、本製品の 0 K ボタンを押してください。 

[ファクス用紙設定]の[自動給紙切換]を [ ON ] にしている場合、後トレイとカセットの両方に 
[用紙サイズ]で設定したサイズと同じサイズの用紙をセットしてください。ファクス受信中に給紙 
位置び切り換わったとさ、切り換え後の給紙位置に[用紙サイズ]で設定したサイズと異なるサイ 
ズの用紙びセットされていると、受信したファクスは最後まで印刷されず、本製品のメモ U —に保 
をされます。 


チェック6 


用紙びセットされていますか 


用紙びセットされていないと、受信したファクスは印刷されず、本製品のメモ U —に保存されます 
(代行受信)。用紙をセツトして本製品の日 K ボタンを押してください。 
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EP 刷するのに十分なインクび残っていますか 

印刷するのに十分なインクび残っていない場合は、受信したファクスは印刷されず、本製品のメモ 
U —に保存されます（代行受信)。インクレベルを確認し、対処したあと、本製品のメモ U —から印 
刷して < ださい。 

与 『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「本製品のメモ U —に保存されているファクス」 



-ファクスモードでファクスを受信していた場合は、インクレベルを確認し、対処したあと自動的に印刷び始ま 
ります。 

インクレベルの確認ち法については、1;(下を参照してください。 

与 「インクタンクを交換する」 ( P .128) 

-ファクスを代行受信したとさは、ファクスメニューの[ファクス用紙設定]で[両面印刷設定]を変更すると 
印刷されることびあります。 

-インクびなくなっても、受信したファクスを強制的に印刷するように設定することびできます。 

ただし、インク切れにより、ファクスの内容び部分的もしくはすべて印刷されないことびあります。 

また、ファクスの内容は本製品のメモ U —に保をされません。 

なお、すでにインクびなくなっている場合は、[ファクス設定]から[自動印刷設定]を選び、[受信原稿]を 
[印刷しない]に設定して、受信したファクスを一度本製品のメモ U —に保をすることをお勧めします。イン 
クレベルを確認し、対処したあとに[自動印刷設定]の[受信原稿]を[印刷する]に設定を戻すと、本製品 
のメモ U —に保をされたファクスは自動で印刷されます。 


チェック8 


適切な受信モードに設定されていますか 


受信モードを確認し、ご使用の用途に適した受信モードを設定してください。 
与「受信モードを設定する」 ( P .28) 


チェック 


[ファクス受信拒否設定]を[する]に設定していませんか 


[ファクス設定]の[あんしん通信管理]にある[ファクス受信拒否設定]を[しない]に設定して 
<ださい。 

設定のしかたについては、『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「ファクス受信拒否設定を使 
う」を参照してください。 


カラーファクスが受信でさない 


チェック 


[ ECM 受信]び[しない]になつていませんか 


[ファクス設定]の[ファクスの詳細設定]内の[高度な通信設定]にある作 CM 受信]び[しな 
い]に設定されていると、カラーで送信されたファクスはカラーで受信でさません。送信側のファ 
クスの設定にしたびって、ファクスび送信されずに回線び切断される、または白黒に変換されたファ 
クスを受信します。 

作 CM 受信]を[する]に設定してください。 

与『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「ファクスの詳細設定」 
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ファクスを送信できない 


I 電源び入つていますか 

電源び入っていないとファクスを送信でさません。電源ボタンを押して電源を入れてください。 

電源び入ったまま（操作パネルのランプのいずれかび点打している状態)、電源プラグを抜いて 
しまったとさは、もう一度電源プラグを差し込むだけで、電源び入ります。 

電源ボタンを押して電源を切ってから（操作パネルのランプびすべて消打している状態)、電源プ 
ラグを抜いたとさは、電源プラグを差し込んでから、電源ボタンを押し、電源を入れて<ださい。 

停電などで電源び切れてしまったとさには、停電び復旧すると、自動的に電源び入ります。 


電源プラグは、電源ボタンを押して操作パネルのランプび消打したことを確認してから抜いてください。 
停電び発生したり電源プラグを抜いたりすると、本製品のメモ U —に保をされているファクスはすべて消去さ 
れます。 

電源プラグの抜さかたについては、巻末の「知って得するヒント集」を参照してください。 




停電や電源プラグを抜いたことで本製品のメモ U —に保をされているファクスび消去されたとさは、電源を入 
れ直したあと、消去されたファクスの一覧（メモ U —ク U ア U スト）び印刷されます。 

詳しくは、『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「印刷でさるレポートと IJ スト」を参照してください。 


チェック 


本製品のメモリーか6送信中、または本製品のメモリーに受信中ではありませんか 


液晶 モニターに ファクス送受信に関するメッセージび表示されているとさは、本製品のメモ U —か 
ら別のファクスを送信しているか、またはファクスを本製品のメモ U —に受信しています。ファク 
スの送受信び終了するまでお待ち<ださい。 


チェック 


9モジュラーケーブルびが付け機器接続部に接続されていませんか 

電話回線接続部に接続し直して<ださい。 

^『かんたんスタートガイド』または「電話回線の接続を確認する」 ( P .18) 

電話回線の種鎮（プッシュ回線/ダイヤル回線）び正しく設定されていますか 

電話回線び自動で正し<設定されないことびあります。電話回線の種類を確認して設定を手動で変 
要してください。 

与 「回線種別を設定する」 ( P .21) 


チェック 


[オンフックキー設定]の設定が[無効]になつていませんか 


手動で送信する場合、[ファクス設定]の[あんしん通信管理]にある[オンフックキー設定]を 
苗効]にしてダイヤルするか、本製品に接続した電話機を使ってダイヤルしてください。 

与 『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「あんしん通信管理」 


チェック 


[ダイヤルトーン検知]の設定が[する]になつていませんか 


時間をおいてから、再度送信してください。 

それでち送信でさないときは、[ファクス設定]の[ファクスの詳細設定]にある[ダイヤル!-ーン 
検知]を[しない]に設定してください。 

与 『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「ファクスの詳細設定」 


困つたとをには 
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困ったとさには 


短縮ダイヤルにファクス/電話番号が正しく登録されていますか 

送信先のファクス/電話番号を確認し、短縮ダイヤルに登録したファクス/電話番号を変更してか 
ら、もう一度送信してください。 

^『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「登録した情報を変更する」 



-電話番号 IJ ストを印刷すると、登録した短縮ダイヤルを確認でさます。 

与『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「印刷できるレポートと IJ スト」 


チェック8 


送信中にエラーが発生していませんか 


• 液晶モニターのエラーメッセージを確認してください。 

与「液晶モニターにファクスのメッセージび表示されている」 （ P .1 己 2) 


-通信管理レポートを印刷して、エラーの内容を確認してください。 

づ『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）の「印刷できるレポートと U スト」 


チェック 


原稿び正し<セツトされていますか 


一度原稿を取り出し、原稿台ガラスまたは ADF (自動原稿給紙装置）に正しくセットし直してくだ 
さい。 

づ「原稿をセットする」 ( P .120) 


プリンタ-エラ-び発生していませんか 

液晶モニターに表示されているメッセージを確認し、問題を解消してください。 

与「液晶モニターにエラーメッセージび表示されている」 （ P .14 己） 

お急ぎの場合は、ストップボタンを押してエラーメッセージを閉じることにより、ファクスを送信 
することびでさます。 


チェック11 


電話回線び正しく接続されていますか 


電話回線び正しく接続されているか確認して問題びない場合は、電話回線に問題びあります。電話 
会社、接続している TA (ターミナルアダプター）または電話アダプターのメーカーへお問い合わせ 
<ださい。 

与 「電話回線の接続を確認する」 ( P .18) 
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困ったとさには 


電話びつなび5ない 


ダイヤルでさない 

モジュラ-ケ-ブルび正しく接続されていますか 

モジュラーケーブルび正しく接続されているか確認してください。 

づ『かんたんスタートガイド』または「電話回線の接続を確認する」 ( P .18) 


チェック 


本製品および外付け電話機で、電話回線の種類（プッシュ回線/ダイヤル回線）び正し 
<設定されていますか 


電話回線の種類を確認し、設定を変更して<ださい。 

本製品の設定については、「回線種別を設定する」 ( P .21) を参照してください。 

通話中に電話が切れてしまう 


チェック 


モジュラーヶーブル、電話機（が付け電話、留守番電話、パソコンのモデムなどの周辺 
機器）び正しく接続されていますか 


モジュラーケーブル、電話機（外付け電話、留守番電話、パソコンのモデムなどの周辺機器）び正 
しく接続されていることを確認してください。 

づ『かんたんスタートガイド』または「電話回線の接続を確認する」 ( P .18) 


クリエイティブパークプレミアムのコンテンツび利用できない 


クリエイティブパークプレミアムにアクセスできない 


21本製品の電源は入っていますか 

本製品の電源び入っていないと、パソコンの画面にエラーメッセージび表示されます。エラーメッ 
セージの内容にしたびい、本製品の電源を入れて、再度ク U エイティブパークプレミアムにアクセ 
スしてください。 


チェック 


パソコンと本製品は接続されていますか 


パソコンと本製品び接続されていないと、パソコンの画面にエラーメッセージび表示されます。エ 
ラーメッセージの内容にしたびい、パソコンと本製品を正しく接続して、再度ク U エイティブパー 
クプレ S アムにアクセスして<ださい。 


チェック 


3インクタンクは正しく取り付け S れていますか 

キヤノン純正インクタンクび正しく取り付けられていないと、パソコンの画面にエラーメッセージび 
表示されます。エラーメッセージの内容にしたびい、キヤノン純正インクタンクの全色び正しく取 
り付けられていることを確認して、再度ク U エイティブパークプレミアムにアクセスしてください。 


困つたとをには 
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困ったとさには 


ホ綱び処理ホではありませんか 

本製品び処理中だと、パソコンの画面にエラーメッセージび表示されます。エラーメッセージの内 
容にしたびい、処理び終了したら、再度ク U エイティブパークプレミアムにアクセスしてください。 


チェック已 


本製品のプリンタードライバーびインストールされていますか 


本製品のプ U ンタードライバーびインス! -- ルされていないと、 Solution Menu EX (ソ U ューショ 
ン•メニュー•イーエックス）にク U エイティブパークプレミアムのメニューび表示されません。 
本製品のプ U ンタードライバーをインス!-ールしてから、ク U エイティブパークプレミアムにアク 
セスして < ださい。 


チェック 


本製品が Solution M 飢 U EX で選ばれていますか 


本製品び Solution Menu EX で選ばれていないと、 Solution Menu EX にク U エイティブパーク 
プレミアムのメニューび表示されません。 Solution Menu EX の[ヘルプと設定]メニューから 
[Solution Menu EX の設定]を選び、[機種の設定]で本製品を選んでから、ク U エイティブパー 
ク プレ S アムにアクセスしてください。 


励而 ma プリンタードライ A ’- のヌ妨向ヴポ-卜の設定び有効になごていますか 

プ U ンタードライバーの双ち向サポートび無効の場合、パソコンの画面にエラーメッセージび表示 
されます。エラーメッセージの内容にしたびい、プ U ンタードライバーの双ち向サポートの設定び 
有効になっていることを確認し、再度ク U エイティブパークプレミアムにアクセスしてください。 

_ 

• プ IJ ンタードライバーの双ち向サポートの設定を有効にするには、プ IJ ンタードライバーのプ□パティ画面の 
[ポート]シートで[双ち向ヴポートを有効にする]にチェックマークを付けて<ださい。 


チェック8 


パソコンと本製品び Bluetooth で接続されていませんか 


パソコンと本製品を Bluetooth で接続している場合、パソコンの画面にエラーメッセージび表示さ 
れます。 USB 接続またはネットワーク接続に変更して、再度ク U エイティブパークプレミアムにア 
クセスしてください。 


チェック 


Cte ® 本製品を AirMac と USB 接続して共有プリンターとして使用していませんか 


本製品を AirMac と USB 接続して、共有プ U ンターとして使用している場合、パソコンの画面にエ 
ラーメッセージび表示されます。 USB 接続またはネットワーク接続で本製品をパソコンに接続して、 
再度ク U エイティブパークプレミアムにアクセスしてください。 


インタ-ネットに接続できますか 

ク U エイティブパークプレミアムにアクセスするためには、インターネットに接続する必要びあり 
ます。ご使用のパソコンびインターネットに接続でさることを確認し、再度ク U エイティブパーク 
プレ S アムにアクセスして<ださい。 
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困ったとさには 


クリエイティブパークプレミアムのコンテンツが巧刷できない 


21 Easy-PhotoPrint EX (イージー•フォトプリント-イーエツクス）はインストールさ 
れていますか 

Easy-PhotoPrint EX びインス! -- ルされていないと、クリエイティブパークプレミアムのコンテ 
ンツを印刷することはできません。 Easy-PhotoPrint EX をインストールしてから、 Solution 
Menu EX のプレミアムコンテンツ印刷メニューを選択して、ク U エイティブパークプレミアムの 
コンテンツを印刷して<ださい。 


チェック 


クリエイテイブパークプレミアムのコンテンツをダウン□—ドしてインス!ルしまし 
たか 


ク U エイティブパークプレミアムのコンテンツをダウン□ードしてインス!-ールしてから、再度印 
刷を行ってください。印刷枚数びコンテンツの印刷可能枚数を超えた場合や、コンテンツの使用期 
限び過ぎている場合は、コンテンツは表示されません。 

コンテンツの印刷可能枚数や使用期限については、ク U エイティブパークプレミアムをご覧ください。 


チェック 


3本製品では印刷できない用紙サイズのコンテンツを EP 刷しようとしていませんか 

本製品で印刷でさない用紙サイズのコンテンツを印刷しようとすると、パソコンの画面にエラーメッ 
セージび表示されます。エラーメッセージの内容にしたびい、コンテンツの用紙サイズを確認して 
<ださい。 

ZI インクタンクは正しく取り付け5れていますか 

キヤノン純正インクタンクび正しく取り付けられていないと、パソコンの画面にエラーメッセージ 
び表示されます。エラーメッセージの内容にしたびい、キヤノン純正インクタンクの全色び正しく 
取り付けられていることを確認して、再度ク U エイティブパークプレミアムのコンテンツを EP 刷し 
て < ださい。 

本製品び処理中ではありませんか 

本製品び処理中だと、パソコンの画面にエラーメッセージび表示されます。エラーメッセージの内 
容にしたびい、処理び終了するまでお待ちください。処理び終了したら、再度ク U エイティブパー 
クプレ S アムのコンテンツを印刷して<ださい。 


チェック 


本製品のプリンタードライバーびインストールされていますか 

本製品のプ U ンタードライバーびインス!-ールされていないと、ク U エイティブパークプレミアム 
のコンテンツを印刷することはできません。本製品のプ U ンタードライバーをインス!-ールしてか 
ら、再度ク U エイティブパークプレミアムのコンテンツを印刷してください。 

本製品び Solution M 飢 U EX で選ばれていますか 

本製品び Solution Menu EX で選ばれていないと、 Solution Menu EX にク U エイティブパーク 
プレミアムのメニューび表示されません。 Solution Menu EX の[ヘルプと設定]メニューから 
[Solution Menu EX の設定]を選び、[機種の設定]で本製品を選んでから、 Solution Menu EX 
のプレミアムコンテンツ印刷メニューを選んで、ク U エイティブパークプレミアムのコンテンツを 
印刷して < ださい。 


困つたとをには 
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困ったとさには 


チェック8 


の tern プリンタードライバーの双方向ヴポートの設定び有効になっていますか 


プ U ンタードライバーの双方向サポートび無効の場合、パソコンの画面にエラーメッセージび表示 
されます。エラーメッセージの内容にしたびい、プ U ンタードライバーの双方向サポートの設定び 
有効になっていることを確認し、再度ク U エイティブパークプレミアムのコンテンツを印刷してく 
ださい。 



-プ IJ ンタードライバーの双ち向サポートの設定を有効にするには、プ IJ ンタードライバーのプ□パティ画面の 
[ポート]シートで[双ち向ヴポートを有効にする]にチェックマークを付けて<ださい。 


チェック9 


パソコンと本製品び Bluetooth で接続されていませんか 


パソコンと本製品を Bluetooth で接続している場合、パソコンの画面にエラーメッセージび表示さ 
れます。 USB 接続またはネットワーク接続に変更して、再度ク U エイティブパークプレミアムのコ 
ンテンツを印刷して<ださい。 


動画! 本製品を AirMac と U 犯接続して共有プリンタ-として使用してし、ませんか 

本製品を AirMac と USB 接続して、共有プ U ンターとして使用している場合、パソコンの画面にエ 
ラーメッセージび表示されます。 USB 接続またはネットワーク接続で本製品をパソコンに接続して、 
再度ク U エイティブパークプレミアムのコンテンツを印刷してください。 
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使用済みインクカートリッジ回収のお願い . P .204 


[アに関するお問い台わせ窓 □ . P . 204 


知って得ずるヒント集 . P .206 
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仕様 


印刷解像度 ( dpi ) 

9600 (横）* X 2400 (縦） 

* 最小1/9目日日インチのドット（インク滴）間隔で印刷します。 

インターフェース 

プリンター接続部： 

Hi-Speed US 巨* ] 

カメラ接続部： 

PictBridge 

Bluetooth v 2.0 (オプション） *2*3*4 

US 目フラッシュメモリー 

LAN 接続部： 

有線 LAN 1 00 BASE - TX /1 0 BASE-T 
無線 LAN IEEE 802.11 n / IEEE 802.11 g / IEEE 802 .11 b * 曰 
*1 Hi-Speed US 目でのご使用は、パソコン側が Hi-Speed US 目に対応している 
必要があります。 

また、 Hi-Speed US 目インターフェースは USB 1 . 1の完全上位互換ですの 
で、パソコン側のインターフェースが USB 1.1 でも接続してご使用いただけ 
ます。 

*2 最大通信速度：1 .44 Mbps 
*3 イメージ形式 （ JPEG / PNG ) のみ 
*4 目 luetooth 接続はプリント時のみ 

*5 AOSSs 5く 5く無線スタート 、 WPS ( Wi-Fi Protected Setup)、WCN 
(Windows Connect Now )、 手動による設定で接続が可能です。 

印字幅 

最長203.2 mm フチなし時：最長216 mm 

動作損境 

温度：己〜3己で 

湿度：10〜 90 %RH (結露しないこと） 

なを擇境 

温度： 〇〜40で 

湿度：已〜9已％ RH (結露しないこと） 

電源 

AC 100 V 已0/60 Hz 

(付属の電源コードは AC lOOV 用です） 

消費電力 

印刷時（コピー時）：約23 W 
待機時（スリープ時）：約2.已 W *1 
電源 OFF 時：約日.4 \ Ari っ 
*1 US 目接続時 

*2 スリープへの移行時間は変更でをません。 

*3 電源を切った状態でも若干の電力が消費されています。電力消費をなくすため 
には、電源プラグをコンセントか5抜いてください。 

かお寸法 

約491 mm (横 ）X 448 mm (奥行き ）X 218 mm (高さ） 

※用紙ヴポートと排紙トレイを格納した状態 

質量 

本体約11 .7 kg 

※プリントへッド/インクタンクを取り付けた状態 

プリントへッド/インク 

4608 ノズル 

(顔料目 K 曰12 ノズル、 Y / 染料目 K 各已12 ノズル、 C / MS 1已3目ノズル） 

ADF (自動原稿給紙装置）容量 

A 4 とレターサイズ：最大3已枚 （7 已 g / m 2 )、 高さ已 mm じ1下 
リーガルサイズ：最大30枚 （7 已旨/ m 2 )、 高さ4 mmL ソ下 
上記 m 外の原稿：最大1枚 
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仕様 


連続コピー枚数 

コピー仕様 

濃度調整 

9段階、自動濃度調整あり （ AE コピー） 

拡大/縮か 

2己％〜400% (1 〇/〇刻み） 

スキヤンドライ K - 

TWAIN 準拠 / WIA (Windows 7 /Windows Vista/Windows XP 対応） 

最大原稿サイズ 

原稿台ガラス： A 4 /レター/216 X 297 mm 

ADF : A 4 / レター/216 X 3已目 mm 

読み取り解像度 

光学（主走査、副走査）最大： 2400 X 4800 dpi 

ソフトウエア補間（主走査、副走査）最大：19200 X 19200 dpi 

読み取り階調（入力/出力） 

グレースケール：16 bit /8 bit 

カラー: 48 bit /24 bit (RG 目各色1目 bit /8 bit ) 

励ち回線 

加入電話回線 ( PSTN ) 

直流巧抗値 

約2已〇〇 

通信モード 

スーパ ー G 3、 G 3 

データ圧縮方式 

モノク□: MH 、 MR、MMR 
カラー -- JPEG 

モデム速度 

最大 33.6 kbps (自動フォールバック機能付き） 

電送速度 

モノク□:約3秒/ぺージ （33 .目 kbps ) 

(キヤノン FAX 標準チャート N 0.1標準モード使用時） 

カラー:約1分/ぺージ （33 .目 kbps ) 

(キヤノンカラーファクステストシート使用時） 

読み取り階調 

モノク□: 2曰目階調 

カラー： 24 bit フルカラー （ RG 目各色8 bit ) 

濃度調整 

3段階 

メモリー 

送受信：約2已〇ページ（キヤノン FAX 標準チャート N 0.1標準モード使用時） 

フアクス解像度 

モノ クロ〈標準〉： 8 pels/mm X 3. 8已 lines/mm 
モノクロ〈ファイン〉、〈写真〉： 8 pels/mm X 7.7 lines/mm 
モノクロ〈ファイン EX 〉 ： 300 X 300 dpi 
カラー： 200 X 200 dpi 

ダイヤル 

自動ダイヤル 

短縮ダイヤル（最大100件） 

グループダイヤル（最大99件） 

通常ダイヤル（テンキー使用） 

自動リタ'イヤル 

手動リダイヤル（リダイヤル/ポーズボタン使用：最大10件） 

その化の機能 

通信管理レポート （20 通信ごとに印刷） 

同報送信慮大101件） 

ファクス受信拒否（最大10件） 
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仕様 


プ u ントビーム基本仕様 

方式 

Bluetooth V 2.0 (最大通信速度1 .44 Mbps ) * 

* オプション目 U -30 使用時 

面送情報 

イメージ画像 ： JPEG ( Exifve 「2.2/2.21/2.3 準拠 ） /PNG 


ットワーク仕様 


通信プロトコル 

TCP/IP 

無線 LAN 部 

準拠規格： IEEE 802.1 In / IEEE 802.1 Ig / IEEE 802.1 lb 
周波数帯域： 2.4 GHz 帯 
チヤンネル： 1-13 
伝送速度（規格値）： 

IEEE 802 . 11 n :最大1已〇 Mbps 

IEEE 802 .1 Ig :最大已4 Mbps 

IEEE 802.1 lb :最大11 Mbps 
有効範囲：屋内已日 m (1 目4フィート） 

※環境条件により異なります。 

セキュリティ： 

WEP (64/128 bit ) 

WPA-PSK ( TKIP / AES ) 

WPA 2 -PSK ( TKIP / AES ) 

セットアップ： 

A 0 SS 

5く5く無線スタート 

WCN ( WCN - UFD / WCN - NET ) 

WPS (プッシュボタン方式/ PIN コード方式） 

その他：管理パスワード 

有線 LAN 部 

準拠規格： IEEE 802.3 U ( 1 00 BASE - TX )/ IEEE 802.3 ( lOBASE - T ) 

伝送速度：10 M /1 00 Mbps (自動切替） 
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仕様 


動作を件 

^»皇 nQ の動作を化ゎ后 I .、恒合けみ: n し-勉、、•ホォ 



fWfeTSfftTSSTI 

OS 

Windows 7 

Mac OS X v . l 0.6 

CPU 

1 GHzL ソ上のプ□セツヴ 

Intel プ□セツヴ 

メモリー 

(32 -bit ( x 86) /64 -bit ( x 64)) 

1 GB 

1 G 目 (32- bit ) /2 GB (64- bit ) 

Mac OS X v . l 0.5 



Windows Vista、Vista SPl 、 Vista SP 2 

Intel プ□セツサ 、 PowerPC G 己、 


1 GHzL ^ l 上のプ□セツヴ 

PowerPC G 4 (867 MHzL ^ Lb ) 


已12 MB 

已 12 MB 


Windows XP SP 2、 SP 3 

300 MHzm 上のプ□セツヴ 

128 MB 

Mac OS X v.l 0.4.11 

Intel プ□セツサ 、 PowerPC G 己、 

PowerPC G 4 、PowerPC G 3 

2 已 6 MB 

ブラウザー 

Internet Explorer 6 iU 上 

Safari 3政上 

八ードディスク空を 

1 .已 G 目じ Lb 

1 .已 G 目じ Lb 

容量 

注）付属のソフトウェアのインス!-ールに必 

注）付属のソフトウェアのインス!-ールに必 


要な容量 

要な容量 


容量は予告なく変更となる場含があります。 

容量は予告なく変更となる場合があります。 

CD - ROM ドライブ 

必要 

必要 

表示垣境 

SVGA 800 X 600 m 上 

XGA 1024 X 768 m 上 


• Windows 7 、 Windows Vista、Windows XP のいずれかびプレインストールされている〕ンピューター。 

• Windows Vista から Windows 7にアップグレードして本製品をお使いになる場合は、キヤノン製インクジェットプ U 
ンターに付属のソフトウェアをアンインス!-ールしてから Windows 7にアップグレードしてください。アップグレー 
ド後、ソフトウェアを再インス!-ールしてください。 

• Windows Media Center では、一部の制限びあります。 

- Mac OS 拡張（ジャーナ IJ ング）または Mac 日 S 拡張でフォーマットされた八ードディスクび必要です。 

• Mac OS X v . lO . 已下のパージョンから 、 Mac OS X v . l 0.6 にアップグレードして本製品をお使いになる場合は、 
アップグレード後、ソフトウェアを再インス I -ールしてください。 

• Easy-WebPrint EX をご使用になる場合は 、 Internet Expl 日 「 e 「71 U 上 （ Windows )、 もしくは Safa 「 i 4 lU 上 (Mac 
日 SXv . lO . 已上）び必要です。 



環境および化ぎま全情報 


製品の環境情報および化学安全情報 （ MSDS ) につをましては、キヤノンホームページにてご覧いただけます。 
canon . jp/ecology 

■使用済み製品の廃棄について 

本製品をご家庭で使用された場をは「一般廃棄物」、業務上使用された場合は「産業廃棄物」として廃棄処理をお願い 
しております。 

ご家庭で使用された場合は、お住まいの地方自治体のルールに従い、一般廃棄物として廃棄をお願いいたします。 

業務上使用された場合は、産業廃棄物として廃棄をお願いいたします。 

また、キヤノンホームぺージ （ canon . jp / ecology ) でも処理についてのご案内をしておりますので、ご確認ください。 


仕様は、予告なく変更することびあります。 
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原稿をスキヤンするときのま意事頃 


下を原稿としてスキャンするか、あるいは複製し加工すると、法律により罰せられる場合びあ 
りますのでご注意ください。 


著作物など 


他人の著作物を権利者に無断で複製などすることは、個人的または家庭内その他これに準ずる限られた範囲 
においての使用を目的とする場合をのぞき違法となります。また、人物の写真などを複製などする場合には 
肖像権び問題になることびあります。 


通貨、有価証券など 


じ I 下のものを本物と偽って使用する目的で複製すること、またはその本物と紛らわしい物を作成することは 
法律により罰せられます。 


-紙幣、貨幣、銀行券（外国のちのを含む) 
-郵便為替証書 
-株券、社債券 
-定期券、回数券、乗車券 


-国債証券、地方債証券 
-郵便切手、印紙 
-手形、小切手 
-その他の有価証券 


公文書など 


じ(下のわのを本物と偽って使用する目的で偽造することは法律により罰せられます。 

. 公務員または役所び作成した免許書、登記簿騰本その他の証明書や文書 
-私人び作成した契約書その他権利義務や事実証明に関する文書 
-役所または公務員の印影、署名または記号 
-私人の印影または署名 


[関係法律] 

-刑法 
-著作権法 

-通貨及証券模造取締法 
. 外国二於テ流通スル貨幣紙幣銀行券証券 
偽造変造及模造二関ス>1レ法律 


-郵便法 

-郵便切手類模造等取締法 
-印紙犯罪処罰法 
-印紙等模造取締法 
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お巧い合わせの前に 


本書または『もっと活用ガイド』（電子マニュアル)の r 困ったときには」の章を読んでもトラブルの原因がはっき 
りしない、また解決しない場合には、次の要領でお問い合わせください。 


パソコンなどのシステムの巧題は？ ■特定のアプリケーシヨンソフトで起こる場合は？ 


本製品が正常に動作し、 MP ドライバーのインス 
卜ールも問題なければ、接続ケーブルやパソコンシ 
ステム （0 S 、 メモリー、八ードディスク、インター 
フェースなど） に原因があると考えられます。 



パソコンを購入された販売店もしくは、パソ 
コンメーカーにご相談ください。 


特定のアプリケーションソフトで起きるトラブル 
は、 MP ドライバーを最新のバージョンにバー 
ジョンアップすると問題が解決する場合がありま 
す。また、アプリケーションソフト固有の問題が 
考えられます。 __ 


アプリケーシヨンソフトメーカーの相談窓 □ 
にご相談ください。 


MP ドライバーのバージョンアップについて 
は、 liTF のキヤノンサポートホームページまた 
はお客様相談センターにてご確認ください。 


本製品の故障の場さは？ ■ その他のお困り事は7 


どのような対処をしてち本製品が動かなかった 
り、深刻なエラーが発生して回復しない場合は、 
本製品の故障と判断されます。 

パーソナル機器修理受付センターに修理を依頼し 
て < ださい。 



ノ ーソナル機器修理受付センター 
〇已 0- 己已已 -99088 

【受付時間】く平日 >9:00〜1狂00(曰祝、年末年始を除く） 


どこに問題があるか判断できない場合やその他の 
お困り事は、キヤノンお客様相談センターまでご 
相談ください。ちしくは、キヤノンサポートホー 
ムページをご利用ください。 



キヤノンお客様相談センター 
〇已 0- 已已已 -900 15 

【受付時間】 < 平日 > 日:〇□〜20:00 

<± 日祝 > 10:00〜1 7:00(1 /1〜1 /3を除く） 

キヤノンサポートホームぺージ canon . jp/support 



デジタルカメラや携帯電話の操作については、各機器の説明書をご覧いただくか説明書に記載されている相談窓□へ 
お問い合■わせ下さい。 


•弊社修理受付窓□につをましては、別紙の『サ ポートガイド』 をご覧ください。 

※本製品を修理にお出しいただく場合 

. プ U ントヘッドとインクタンクは、取り付けた状態で本製品の電源ボタンを押して電源をお切 
りください。プ U ントへッドの乾燥を防ぐため自動的にキャップをして保護します。 

-本製品び輸送中の振動で損傷しないように、なるべくご購入いただいたときの捆包材をご利用 
<ださい。 

重要： 捆包時/輸送時には本製品を傾けたり、立てたり、逆さにしたりせず、水平な状態にしてく 
ださい。 

他の箱をご利用になるときは、丈夫な箱にクッションを入れて、本製品びガタつかないよう 
にしっかりと捆包してください。 


お願い：保証期間中の保証書は、記入漏れのないことをご確認のうえ、必ず商品に添付、または商品と 
一緒にお持ちください。保守サービスのために必要な補修用性能部品の保有期間は、製品の製 
造打ち切り後己年間です。なお、弊社の判断により保守サービスとして同一機種または同程度 
の仕様製品への本体交換を実施させていただく場合があります。同程度の機種との交換の際に 
は、ご使用の消耗品や付属品をご使用いただけない場合、またご使用可能なパソコンの日 S が 
変更される場合もあります。 
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ffi 用済みインクカートリツジ回収のお願い 


m 

Canon 



キヤノンでは、資源の再利用のために、使用済みインクカート U ツジの回収を推進しています。 
この回収活動は、お客様のご協力によって成り立っております。 

つきましては、"キヤノンによる環境保全と資源の有効活用’’の取り組みの主旨にご賛同いた 
ださ、回収にご協力いただける場合には、ご使用済みとなったインクカート U ツジを、お近く 
の回収窓□までお持ちくださいますようお願いいたします。 

キヤノンマーケティングジャパンではご販売店の協力の下、全国に回収窓□をご用意いたして 
おります。 

また回収窓□に店頭用カート U ツジ回収スタンドの設置を順次進めております。 

回収窓□につきましては、下記のキヤノンのホームページ上で確認いただけます。 

キヤノンヴポートホームぺージ canon . jp/support 
事情により、回収窓□にお持ちになれない場合は、使用済みインクカート U ツジをビニール袋 
などに入れ、地域の条例に従い処分してください。 

■使用済みカート U ツジ回収によるベルマーク運動 

キヤノンでは、使用済みカート U ツジ回収を通じてベルマーク運動に参加しています。 
ベルマーク参加校単位で使用済みカート U ツジを回収していたださ、その回収数量に応じた点 
数をキヤノンより提供するシステムです。 

この活動を通じ、環境保全と資源の有効活用、さらに教育支援を行うちのです。詳細につさま 
しては、下記のキヤノンホームページ上でご案内しています。 

環境への取り組み canon . jp/ecology 


キヤノンマーケテイングジャパン株式会社 干1 08-801 1東京都港区港南 2-16-6 


付属のソフトウェアに関するお Pd い合わせ窓口 


ソフトウェアについては、『セットアップ CD - ROM 』 の電子マニュアル（取扱説明書)、またはソ 
フトウェアの READ ME ファイル、 HELP などをあわせてご覧ください。 

• 読取革命 Lite 

パナソニックソ U ューシヨンテクノ□ジ ー (株） 

0570 - 00-8700 

パナソニックソ U ューシヨンテクノ□ジーソフトサポートセンター 

http :// panasonic . co . jp / sn / psn / pstc / products / yomikakuJ / 

• 上記じ(外のソフトウェア 
キヤノンお客様相談センター日日日-日日已 -9 日日]己 
canon . jp/support 

《ご使用の製品によつて付属されるソフトウェアは異なります。 
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インクはこんなふうに使われていまず 


鑛 EP 刷なかに もインクが使われる？ 


意外かもしれませんが、インクは印刷じ(外にも使われること 
があります。それは、きれいな印刷を保つために行ラクリー 
ニングのとさ。 

本製品には、インクがふき出されるノズルを自動的にクリー 
ニングし、目づまりを防ぐ機能が付いています。クリーニン 
グでは、ノズルからインクを吸い出すため、わずかな量のイ 
ンクが使用されます。 


•吸い出されたインクは、製品内部の「インク吸収体」に吸収されます。インク吸収 
体は満杯になると交換が必要です。お客様ご自身での交換はでさませんので、エラー 
メッセージが表示されたら、お早めにパーソナル機器修理受付センターまたはお近 
<の修理受付窓□へ交換をご依頼< ださい。 

=> r 液晶モニターにエラーメッセージが表示されている J ( P .145) 



^ モノクロ巧 刷で も カラーインクが 使われる？ 


モノク□印刷でも、印刷する用紙の種類やプリンタードライバーの設定によってブラック 
外のインクが使われることがあります。モノク□でしか印刷していなくてもカラーインクが 
減るのはそのためです。 


I _ 夕乂 
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豆知識 


ブラックインクが2つ あるのはなぜ？ 


本製品のブラックインクには、染料インク（巨 CI -32 目巨 K ) と顔料インク（巨 CI -32 已 PG 巨 K ) 
の2種類あります。 

染料インクはおもに写真やイラストなどの印刷に使われ、顔料インクは夕字などの印刷に使 
われます。それぞれの用途が異なるため、どち5かのインクがなくなっても、もう一方のイ 
ンクが代わりに使われることはありません。どち5か一方でもインクがなくなった場合には、 
インクタンクの交換が必要になります。 

また、2つのブラックインクは、印刷する用紙の種類やプリンタードライバーの設定に応じ 
て自動的に使い分けられます。お客様によるインクの使い分けはでさません。 


£ そんなィンクたちを、 少なくなつた S ランプでぉ知らせ= 


インクタンク内部は、液体のインクをた 
めている部分（①）とそのインクが染み 
込んだスポンジ部分（⑨）とでできてい 
ます。 



まず①がなくなると、インクランプがゆっくり点滅し、インクが少なくなったことをお知ら 
せします。次に③がなくなると、インクランプの点滅がはやくなり、新しいインクタンクへ 
の交換をお知らせします。 

与 r インクタンクを交換する J ( P .128) 


特別な用紙に印刷 


失敗しないためのポイントは 




•プリントへッドのが態は大丈夫？ 

印刷がかすれてはせっかくの用紙が無駄 
に……。ノズルチェックパターンを印刷し 
て、プリントヘッドの状態を確認しておさ 
よしよつ 0 


•本製品の内部がインクで巧れて 
いませんか？ 

大量に印刷したあとやフチなし印刷をした 
あとは、用紙の通過した部分がインクで巧 
れていることがあります。インクふき取り 
クリーニングで内部のそラじをしましよラ。 


=> r 印刷にかすれやむ6があるとをには J =>『もっと活用ガイド』（電子マニュアル） 

( P .1 巧）_ でっ, 
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蠻 用紙のセツト 方法を 確認しよう 


ヒント！ 


•用紙の向をは大丈夫？ 

後トレイとカセツトでは、セツトする用紙の向きが違います。 


とら P がリ 

がとさ 




後トレイ 


印刷したい面を表じしてセツトする 

•はがきはどち S の面を巧に印刷？ 

• 自動両面印刷のとを 

あて名面一通信面の順番で印刷します。そ 
のため、あて名面を先に印刷するよ5セツ 
卜して < ださい。 


あてち面 


通信面 





カセット 

印刷したい面を下(こしてセツトする 


-片面ずつ印刷するとを 

通信面から先に印刷すると、よりキレイに 
仕上がります。 

ホびまに印刷するとまの注意 KP . l 1 1) 



•その用紙、反つていませんか？ 

反った用紙は紙づまりの原因に。用紙は平5にしてからセツトしてください。 

=> r 印刷面が巧れる/こすれる J の r 反りのある用紙は、反りを直してか 6® 用してくださし 、 J 
( P .164) 


ノつづく 
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蠻 

ヒント! 


用紙をセツトしたあとは、 用紙の 設定を 忘れずに！ 


STEP 1 

A 

STEP 2 


用紙をセットした6 


用紙の種類を選ぶ 



印刷設定 


1 旧組けイド 

1 生 II J 

1用紙種穎 

ろ 化沢ゴールド *|| 

叫刪な貫 

mm , 

フチ指定 

フチなし 

写賈補正 

自動写貴浦正 

赤目捕正 

OFF 



操作パネル 



プリンタードライバー 


用紙のセットが済んだ5、操作パネルまたはプリンタードライバーの[用紙の種類]で、必 
ずセットした用紙を選んでください。用紙の種類を設定しないと、せっかく正しく用紙をセッ 
卜しても満足な印刷結果が得られないことがあります。 与 P . 1巨0 


用紙には、写真がきれいに印刷できるよう表面に特殊なコーティングが施されたものや、夕 
書に適したちのなどさまざまな種類があります。それぞれの用紙に最適な画質で印刷でさる 
よう、[用紙の種類]にはあらかじめ用紙ごとに異なる設定（インクの使いかた、インクのふ 
き出し方法、ノズルとの間隔など）がされています。そのため、セットした用紙を[用紙の 
種類]で選ぶことでそれぞれの用紙に適した印刷ができるのです。 


印刷中止は、ストップボタンで 


^ 電源ボタンは 巧を ないで！ 


印刷中に電源ボタンを押してしまうと、パソコンか5送5れた印刷 



データなどが本製品にたまって印刷できなくなることがあります。 
印刷を中止したいとさは、ストップボタンを押してください。 


_ 

• パソコンか!5の印刷中に、ストップボタンを押してち印刷が 
中止されないとさは、プリンタードライバーの設定画面を開 
さ、プリンター状態の確認画面か S 不要となつた印刷ジョブ 
を削除してください。 （ Windows ) 
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最新版の MP ドライバーを手に入れよ 


キヤノンのホームページでは、最新版の MP ドライバーを提供しています。 

最新版の MP ドライバーは、ちいバージョンに改良を加えたり新機能に対応しているため、 
ドライバーを新しくする（アップデートする）ことによって、新しい日 S に対応したり、印 
刷やスキヤンのトラブルを解決できることがあります。 


STEP1 



STEP 2 



STEP 3 

A 

STEP 4 


まずは、キヤノンのホームぺージ （canon.jp/download ) にアクセス 
して、最新版の MP ドライバーをダウン□ード 


本製品の電源を切り、本製品とパソコンを接続している USB ケーブル 
を抜く 


SUMP ドライバーを削除する （Windows の場合） 

[スタート]一[すべてのプ□グラム]一に anon (ご使用の製品名） 
series] 一 [MP ドライバーアンインスI -- ル]の順にクリックします。 
1；!降は画面の指示にしたがってください。 


ダウン□ー ドした最新の MP ドライバーをインスI-ールする 



詳しい手順はキヤノンのホームぺージをご覽<ださい。 



^使用時や移動時にま意ずることは 



ヒ f ， 製品を 立てたり傾けたりしなし、 で， 



製品を立てたり傾けたりすると、製品がダメージを受けたり、 
まれに本体か5インクが漏れるおそれがあります。 

使用時や移動時には本製品を傾けないようご注意ください。 


蠻 

ヒント! 


原稿台カバーの上に 物を置かないで！ 



原稿台カバー上には物を置かないでください。原稿台カバーを 
開けたときに後トレイに物び落ち、故障の原因になります。ま 
た、上か5物が落ちる場所などには、本製品を置かないでくだ 
さい。 


感 

ヒント! 


設置場所に 気を付けて！ 


•堂が！灯などの電気製品のお < に置< とまのご注意 


堂光ななどの電気製品と本製品は約1已 cmL ソ上離してください。近づけると堂光なのノイズが原因で 
本製品び誤動作することがあります。 


ノつづく 
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•無線 LAN 通信時のご注意 



電子レンジの近くに設置すると、通信状態が悪くなる可能性があります。 

無線 LAN に使用されている周波数は電子レンジと同じであるため、電子レンジ使用中は相互干渉によ 
り通信状態が悪くなる可能性があります。 



いつもきれいな印刷を楽しむためには？ 


きれいな印刷を保つカギは、プリントヘッドの乾燥と目づまりを防ぐこと。そのために次の 
ことを守って、いつもきれいな印刷を楽しんでください。 


•電源プラグを巧くとまは次の順番で 


STEP1 


本製品の電源ボタンを巧 
して、電源を切る 


n 


參 

爲 


み. 


STEP 2 

操作パネルのランプがす 
ベてが消えたことを確認 




電源ボタンを押して電源を切ると、本製品は自動的にプリントヘッド（インクのふき出し □) 
にキャップをして乾燥を防ぐようになっています。ところが、操作パネルのランプがすべて 
消える前にコンセントから電源プラグを抜いてしまラと、プリントへッドが正しくキャップ 
されずに乾燥や目づまりの原因となります。 

電源プラグを抜くときは、必ずこの順番を守ってください。 


電源プラグを抜くと、日付•時刻情報はリセットされ、本製品のメモリーに保存されているファ 
クスはすべて削除されます。電源プラグを抜くとさは、必要なファクスを送信または印刷する 
か、メモリーカードや USB フラッシュメモリーに保存してください。 




サインペンは長期間使われないと、キャップをしていてもペン先が乾いて書けなくなること 
があります。同様に、プリントヘッドも印刷をしないと乾燥して目づまりを起こす場合があ 
ります。最低でも、月に1回程度は印刷することをお勧めします。 


•用紙によっては、印刷した部分を堂光ペンや水性ペンでなぞったり、水や汗が付着すると、イ 
ンクがにじむことがあります。 
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MP Navigator EX (エムピ ー. ナビゲーター.イーエックス）を使っている場合は、設定 
を変えてスキヤンしてみましよラ。 



[モアレ低減]や[輪郭強調]を [ON] にすると、スキヤンに時間がかかることが 
あります。 

[モアレ低減]が [ON] になっていても、[輪郭強調]が [ON] になっているとモ 
アレが残ることがあります。その場合は、[輪郭強調]を[日 F 円にしてください。 




詳しくは、『もっと活用ガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 


•本製品の操作パネルからも、[モアレ低減]や[輪郭強調]を設定してスキャンす 
ることがでさます。^「設定を変更する」 （P.81) 
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ぁ八あ八 


色がおかしい、かずれるなぁ 


ノズルチェックパタ—ンで ノスレのつまりを確認しよう 

プリントヘッドのノズル（インクのふき出し □) が目づまりすると、色味がおかしかつ 
たり、印刷がかすれることがあります。 


この写真が こんなことに 




ノズルチェックパターンを E 口刷 

印刷したチェックパターンを確認すると、ノズルが目づまりしているかどラかがねかります。 



ノズルに目づまりはありません。 こんなふうになつていたら、ノズルが目づまりして 

いるサイン。今すぐお手入れして、写真を元どおり 
のきれいな色で印刷しましよう。 


r 印刷にかずれやむ6があるとをには J ( P .135) 
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•キヤノン円 XUS ホームぺージ canon . jp/pixus 

新製品情報、 Q & A 、 备種ドライノく一のノくージョンアップなど製品に関する情報を提供しております。 
※通信料はお客様のご負担になります。 


•キヤノンお客様相談センター 050-555-90015 

PIXUS •インクジェット複合機に関するご質問-ご相談は、上記の窓□にお願いいたします。 

年賀状印刷に関するお問い合わせは、下記専用窓□にお願いいたします。 

年賀状印刷専用窓 □ 050-555-90019 (受付期間： 1 1/1 〜 1/1 己） 

【受付時間】〈平曰>9:00〜20:00、〈±曰祝曰>10:00〜17:00 

( 1/1〜1/3は休ませていたださます) 

※上記番号をご利用いただけないちは 日 43-21 1-9631 をご利用ください。 

《I P 電話をご利用の場合、プ□バイダーのヴービスによってつなびらない場合びあります。 

※受付時間は予告なく変更する場合びあります。あらかじめご了承ください。 


本製品で使用できるインクタンク番号は、似下のものです。 




BCI-326BK BCI-326M BCI-326C BCI-325PGBK BCI-326Y 

インクタンクについてのごミ主意 

. インクタンクに穴を開けるなどの改造や分解をすると、インクび漏れ、本製品の故障の原因となることびあ 
ります。改造-分解はお勧めしません。 

-インクの詰め替えなどによる非純正インクのご使用は、印刷品質の低下やプ IJ ントへッドの故障の原因とな 
ることびあります。安全上問題はありませんび、まれに、純正品にないインク成分によるとみられるプ IJ ント 
へッド部分の発熱-発煙事例*ち報告されています。キヤノン純正インクのご使用をお勧めします。 

(* すべての非純正インクについて上記事例び報告されているものではありません。） 

-非純正インクタンクまたは非純正インクのご使用に起因する不具合への対応については、保守契約期間内ま 
たは保証期間内であってち有償となります。 

※インクタンクの交換については、本書の「インクタンクを交換する」を参照してください。 


PGBK 



紙幣、有価証券などを本製品で印刷すると、その印刷物の使用如何に拘わ S ず、法律に違反し、罰せ!5れます。 
関連法律：刑法第148条、第149条、第162条/通貨及証券模造取締法第1条、第2条等 


QT5-3570-V01 


XXXXXXXX 


◎CANON INC.2011 
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